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序章　似た者同士の会話







　真っ白な部屋の中。

　その空間はつい最近、本当に最近見た場所だ。

「よう。前は七年だったのに今度は数週間か？」

　まだ姿は見えていないが、いると確信してタクミが言葉を発する。

「――いやぁ、あなたも私も、なんだか慣れ親しんでますねー」

　のんきな声が響ひびくのと同時、空白だった空間に人ひと影かげと輪りん郭かくが生まれる。

「はいはいどーも。女め神がみ様ですよーっと」

「女神ならもうちょっと威い厳げんある挨あい拶さつをしてくれよ」

「私に威厳なんてないですもーん。しかも？　どこぞの人は？　私を女神って知りながら『こいつ頭の中までハッピーセットかよ』みたいな目で見てきますしー？」

「おー、さすが女神だ。俺おれの考えを一字一句当てやがった」

「なんで言い当てた私がダメージ負ってるんでしょう……」

　女神がカクンと肩かたを落としたところで、タクミは本題を切り出す。

「それで何の用だ。何か手を加えたっていうならさっさと言え。怒おこらないから」

「なんでイタズラした子供みたいな扱あつかいするんですか！　というか、やらかしたのは私じゃなくてあなたの方でしょう!?　なーにあっさり捕つかまってるんですかっ!!」

　タクミの状じよう況きようを逐ちく一いち把は握あくしているのか、女神がぷりぷりと怒りながら追つい及きゆうしてくる。

「あれだけ大口叩たたいたのにぃー？　しかも相手の策略にハメられちゃうとかぁー？　見ていて思わずぷっふぅザマァ――って痛ぁ!?　なに女神にデコピンしてるんですかっ!?」

「ハッピーな頭にはちょうどいい刺し激げきだろ」

　タクミは鼻を鳴らしてから、額を押おさえて涙なみだ目めになっている女神に告げる。

「捕まるまでが俺の計画だ。何も問題ないっての」

「ふふーん。とか言っちゃって、ほんとは危ないんじゃないんですか？　ほらほら、今ならスペシャルなチートセットがクーポン割引でお得ですよ？」

「クーポンないからキャンセルしといてくれ」

「あー、今だとチラシよりスマホで表示とかですもんねぇ。まぁ冗じよう談だんはさておき。あなた自身はどこまでも無力なんですから、仲間と分断されたらヤバくないですか？」

　そんな女神の言葉を、タクミは否定しない。

　タクミ自身はどこまでも無力であり、それを支えている仲間たちがいるからこそ、タクミは異世界という環かん境きよう下かで生き残ることができている。

　はっきり言って、今の状況は極きわめて危険だと言える。

　それでも今後のために、どうしてもこの状況を作る必要があった。

「安売りされようがなんだろうが、チートとやらはいらねぇよ」

「ほんとにいりません？　いつでも渡わたせるように私が懐ふところで温めてるんですけど」

「そのざっくり開いた服のどこで温めてたんだよ」

「そりゃもう私の豊かな谷間でっ！」

「鼻息を荒あらくするな、露ろ出しゆつ女神。それと生温かいチートとか余計いらん」

　そう返したところで、女神は悩なやましげに唸うなる。

「うーん……理解に苦しみますね。あなたの未練は重々承知していますが、そこまで頑かたくなに拒こばむことですか？　あなた以外の転生者は誰だれ一人ひとりとして拒まなかったのに」

「お前の目的は理解しているさ。俺にチートやらを与あたえようとする理由も、やたらと干かん渉しようしようとするのも……お前の目的を果たすために必要だからだ」

　そう告げた瞬しゆん間かん、女神は静かに微び笑しようを浮うかべる。

「まぁ、ぶっちゃけ私は転生者の未練とかはどーでもいいんですからね」

「だろうな。お前にとって大事なのは、転生者が『ついでに』世界を救うことだ」

　以前、女神が口にした言葉。

　死んだ人間に力を与えて転生させる理由。

「お前は自分の愛した世界を救いたい。だが救いとなる転生者が死んだら元も子もない」

「そういうことですね。だけど……どこぞの誰かさんはチートやらを拒きよ否ひする普ふ通つうに脆ぜい弱じやくな人ときてます。今までやってきた転生者ガチャの中で一番の大ハズレですよ」

「今まで爆ばく死ししてきたなら、大ハズレが出たところで問題ないだろ」

「いやいや……無む闇やみに転生者を呼ぶと世界に影えい響きようが出るんですから」

「その影響ってのが……エルヴィスみたいな奴やつってことか？」

　一いつ瞬しゆん、女神の表情が強こわ張ばったのをタクミは見み逃のがさなかった。

　口を噤つぐんだ女神を見て、タクミは不敵な笑えみを浮かべる。

「まあいいさ、お前の溺でき愛あいっぷりに免めんじて『ついでに』助けてやる」

「いえ、あなたに愛情とかこれっっっぽっちも注いでないですけど」

「俺じゃねぇよ。お前が愛したあの世界のことだ」

　そう言って、タクミは嬉うれしそうに笑みを作る。

「ま、何か話す気になったら呼んでくれ」

「そうですねぇ。あなたがちゃんと現状を打開できたら考えておきますよ」

「確実に打開できるから予定を空けとけ」

「予定を空けとけって、なんか今のデートの約束みたいでしたね！　いやぁだけど私は心に決めた人が――ああっ待って！　無言で去られるのはつらいですからっ！」

　女神の言葉を無視して、タクミはすたすたと光の向こうへと歩いて行く。

　しかし、その直前でタクミは振ふり返かえる。




「またな――フィリア」




　そう女神の名を呼んでから、光の中へと消えていった。







一章　人の数だけ思惑がある







「――どういうつもりだッ！　エルヴィス卿きようッ!!」

　ルクスは怒りを露あらわにしながら、勢いよく机を叩きつける。

　対して、エルヴィスは悠ゆう然ぜんと椅い子すに腰こしかけながら言う。

「はて、何を憤ふん慨がいしているのか」

「奴ど隷れい商人の件だッ！　貴公は自分がやったことを理解しているのかッ!?」

　タクミが捕ほ縛ばくされた件はルクスの耳に届いていた。

　しかし、憲兵隊を統とう括かつするルクスがそれを許可するはずがない。

　タクミは危険な人物だが、それ以上の価値がある。

　だからこそルクスは手元に置き、互たがいに利用する関係を提示した。

　エルヴィスを失しつ脚きやくさせるためならば、家名に泥どろを塗ぬるのも厭いとわないと考えていた。

　しかし、その目もく論ろ見みが崩くずれ去さった。

　先の御ご前ぜん試合によって……タクミの存在がエルヴィスに露ろ見けんしてしまった。

　本来ならばタクミの存在を秘ひ匿とくし、フォルテシア失脚のために綿密な計画を練り、エルヴィスに勘かん付づかれないように事を進めていくべきだった。

　しかしクレスト大司教をフォルテシアから引ひき離はなすのは優先事じ項こうであったし、ルクス自身も女王の依い頼らいを断るわけにはいかなかった。

　最終的に許可を出だした以上、ルクス自身の失態であることは明白だった。

　だからこそ、何があろうとタクミを救い出さなくてはいけない。

　それを理解しているからこそ、エルヴィスも退ひくことはない。

「件くだんの奴隷商人は事件当日、多数の人間に目もく撃げきされているが？」

「……彼かれは下層治安の報告に来ただけで、他所よそには寄っていない」

「ほう。しかし目撃者の多くはキアッドが閉じこもっていた東ひがし塔とう地下へ向かった、と証言している。その後に出てきたところも含ふくめてだ」

　並ぶ言葉を聞きながら、ルクスは拳こぶしを握にぎりしめる。

　これほどあからさまで、馬ば鹿かげている言葉があるはずもない。

「貴公は……彼にあらぬ罪を着せて投とう獄ごくするつもりかッ!!」

「その通りだが、何か問題があると？」

　意外なほど、エルヴィスはあっさりと答えた。

「奴はリヒテルトが強国たる由ゆ縁えん……魔ま法ほうの存在を揺ゆるがせた国こく賊ぞくだ。貴様とて、それが理解できないほど愚おろかではないだろう？」

　言葉を返すことができず、ルクスは表情を歪ゆがめて口を噤む。

　タクミが行ったことは、確かに魔法の存在を危あやぶむものであった。

　亜あ人じんが魔法士たちを下したという事実。

　クノンは亜人特有の能力を駆く使しすることで魔法を打破した。

　カリンは魔ま具ぐの欠けつ陥かんと心理を突つくことで相手を凌りよう駕がした。

　それらの事実は魔法を絶対とするリヒテルトの在り方、そして他国を退けてきた強大な軍事の崩ほう壊かいへと繋つながりかねない。

　しかし、その事実を基もとにタクミを捕とらえれば事態はさらに悪化する。

　だからエルヴィスはキアッド殺害の罪を被かぶせ、異い端たん審しん問もんによって「タクミが行ったことは女神フィリアの教えに背そむいている」とし、タクミを葬ほうむろうとしている。

　そのためにエルヴィスはキアッドを手に掛かけた。

　障害を排はい除じよするためだけに、息子むすこを犠ぎ牲せいとして選んだ。

「そんなことのために、あなたは――ッ!!」

　再び机を殴なぐりつけた直後――ルクスの身体からだが硬こう直ちよくした。

　氷の刃やいばのように、冷たく鋭するどい眼め。

　感情が見られない冷れい徹てつな瞳ひとみ。

「息子が死んだ。それ以外に思うところはないが？」

　つまらなそうに、エルヴィスは鋭い眼光を向ける。

「ずいぶんと偉えらくなったじゃあないか……ルクス・フェアシュタット」

　言葉一つ発する度たびに、ルクスの背に嫌いやな汗あせが流れていく。

「貴様は優ゆう秀しゆうだ。若じやく輩はいでありながら先代ゼルエル・フェアシュタットと同じ地位に上り詰つめ、『公正』の名に恥はじぬ働きで民たみ草くさたちから多大な支持を得るに至っている」

　だが、とエルヴィスは言葉を続ける。

「貴様は実につまらん人間だな」

「……なんだって？」

「言葉通りの意味だとも。野心を抱いだき、リヒテルトの頂点に座するフォルテシアを下そうという魂こん胆たん……そんなちっぽけな目的で動いている貴様が哀あわれでしかたない」

　その言葉を聞きながら、ルクスはその瞳と対たい峙じする。

　冷たく、深しん奥おうを覗のぞくことができない瞳。

　それとよく似た瞳をルクスは知っている。

「エルヴィス……あなたは何を企たくらんでいる？」

「その問とい掛けが出る時点で、貴様はあの奴隷商人から手を引いた方がいい。少なくとも、奴は貴様と違ちがって計画の一いつ端たんを既すでに理解している」

　思わず、ルクスは目を見開く。

　タクミはその計画を理解したからこそ、無実の罪を着せられて投獄された。

　だが……それを救い出すことができれば、エルヴィスの計画を潰つぶすことができる。

「貴様では奴を御ぎよするどころか、そのまま食くい潰され、やがて国が弱るのが見えている。だからこそ私が早さつ急きゆうに対処したまでの話だ」

「……そうかい。それならこちらがやることは一つだ」

　リヒテルトの頂点に座する男に向けて、ルクスは不敵な笑みを浮かべる。

「彼を救い出して……あなたを引きずり下ろす。エルヴィス・フォルテシア」

　宣言と共に、ルクスは背を向けて執しつ務む室しつを後にする。

　その後ろ姿を眺ながめながら……エルヴィスは、口こう端たんを吊つり上あげていた。




◇




　エルヴィスとルクスが対峙していた時刻とき。

　一同は《鈴すず蘭らん》の事務所に集まっていた。

「――タクミが連行された件については、エルスさんの報告通りです」

　深刻な表情と共に、ミルトは集まった面々に視線を向ける。

　カリン、クノン、ジル、ガイツといった《鈴蘭》の主要面子メンツに加え、連行した張本人であるエルス、そしてリーゼの姿もある。

　その場にいる誰もが眉み間けんにシワを寄せ、悩ましげに顔を突き合あわせていた。

「今回は非常に難しい案件です。捕縛されたタクミを助け出そうとすれば、我々《鈴蘭》の人間は国賊として捕縛されます」

　三大公の子息を殺害したという大罪。

　当然、この場にいる人間はそれが事実無根であると理解している。

　しかし実際に憲兵が動き、国賊を断罪する異端審問にまで発展してしまった以上、助け出すには強きよう硬こう策さくを取らざるを得ない。

　だが、もしもその強硬策が失敗すれば……その先は火を見るよりも明らかだ。

「私一人だけの意思で決めるわけにはいきません。だから今一度、皆みなさんの意見をこの場で明らかにしてもらいます。タクミを助けるか否いなか――」

「――助けるに決まっているのです」

　言葉を遮さえぎりながら、リーゼが椅子から立ち上がる。

「あの人はわたしを助けてくれたのです。自らを危険に晒さらしてまでわたしに一歩踏ふみ出すように教えてくれたのです。だけど……わたしのせいで罪に問われているんです」

「……そうですね。タクミはリーゼさんを助けるために尽じん力りよくし、その結果フォルテシアに目を付けられて現状に発展しました。それも一つの事実でしょう」

　首領として、ミルトは淡たん々たんと事実を述べる。

「ですが、今のリーゼさんは女王陛下の使者という立場であることをお忘れなく」

「それは……承知しているのです」

　ミルトの厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きに圧され、リーゼは叱しかられた子供のように俯うつむく。

　今のリーゼは大司教という立場だけでなく、女王陛下の使者でもある。

　女王エルリアはその立場と周囲の環境から自由に動くことができない。

　その女王に代わって、リーゼは商会の活動を通して王都や国の状況を把は握あくするという命を与えられ、こうして女王の使者として《鈴蘭》に足を運んでいる。

「あなたの発言は女王陛下の言葉と同義であるとも捉とらえられます。だからこそ、それを正しく理解した上でリーゼさんはタクミを助けると言えますか？」

　その言葉を受けながらも――リーゼは顔を上げた。

「……助けます。彼の損失は女王陛下にとっても本意ではありません」

　淡々とした、女王の使者としての言葉を語る。

「そして……わたし個人としても、彼を助けたいと思っているのです。たとえ女王陛下の命に背こうともわたしは異端審問を阻そ止しさせてみせます」

　そう言ってくれたリーゼに、ミルトは柔やわらかな笑みを向ける。

「なるほど、リーゼさんの意思はわかりました。それでは改めて皆さんもお願いします」

　この場にいる面々に向けて、ミルトが促うながしたところで――




『まぁ、とりあえず放置でいいんじゃないか』




「どうしてそうなるんですかっ！」

　全員が声を揃そろえた瞬間、リーゼが不服そうに机をべんべん叩いた。

「はーい。それでは助けないということで、皆さん解散していいですよー」

「いやいやいや待ってくださいっ！　どうしてそうなるんです!?」

「え？　だって多数決で考えたら一対六なんですよ？」

「それってミルトさんも助けない派ですよね!?」

「タクミなら助けなくてもなんとかするかなぁ……って」

　ぽわぽわと笑うミルトの様子に危機感は一いつ切さい見られない。

　その様子にリーゼが不満そうに頬ほおを膨ふくらませた。

「他の人はどうなんですっ！　そこのムスッとした人！」

「ジルだ。何度か顔を合わせてるんだから覚えてくれ、大司教」

「たまにいる怖こわい人だなって認にん識しきしかないのです」

「……俺はそこまで怖いか？」

　ジルがぎろりと視線を向けると、リーゼがそそくさとミルトの背に隠かくれる。

「ほらほら、ジルさんは見た目と雰囲気が怖いんですから」

「……お嬢じようまで言わんでください。それはともかく、タクミの件は放置するべきだ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、ジルは声こわ音ねを低くする。

「下手に手を出せば《鈴蘭》だけでなく下層全体に影響が及および、国が下層を見限り、リスティナから下層が消える可能性にも繋がる」

「女王陛下がそんなことを許すはずが――」

「だが、エルヴィス公はやりかねない。それをよく理解しているはずだ」

　国の実権を握る三大公……そのトップに座するエルヴィス・フォルテシア。

　リーゼは食しよつ客かくとしてフォルテシアに身を置いていたこともあり、エルヴィスとも度たび々たび顔を合わせる機会があった。

　だからこそ、あり得ないと断言することができない。

「それにあいつのことだ。何か策ぐらい考えてあるだろう」

　ジルがそう締しめくくると一同が示し合わせたように頷うなずく。

　その楽観的な様子とは対照的に、リーゼは深刻な表情を浮かべている。

「あなた方は……異端審問を何も理解してないのです」

　リーゼは大司教という立場上、その内情をよく理解している。

　国家を脅おどかす国賊に対して執とり行おこなわれる裁判。

　大司教以上の位を持つ聖せい法ほう士したちが一堂に集められ、女神の名の下もとに被ひ告こく人にんに対する罪の是ぜ非ひを問い、その罪を浄じよう化かする儀ぎ式しき。

　それが民衆に向けられた表向きの内容。

「……異端審問は裁判という体ていを取っていますが、実際は国賊を確実に殺すため……女神の名を借りて行う死し刑けい執しつ行こうです」

　そこに罪の是非など存在していない。

　たとえ被ひ告こくが正義であり、無実であろうとも断罪される。

　女神の名を借り、確実にその人間を葬り去る機構。

　リーゼ自身は異端審問に参加したことはない。しかし過去の記録を見る限り、その内容は裁判ではなく、私し刑けいとでも言うべき凄せい惨さんなものばかりであった。

　そして……異端審問に連行され、生存した人間は一人もいない。

「このままでは彼は生きて帰れません。あなたたちはそれでもいいのですか！」

『いや、アレは殺しても死なないから』

　あり得ないと言わんばかりに五人が声を揃えて首を振った。

　あまりにもやる気のない様子に、リーゼは顔を真っ赤にしてぷくりと頬を膨らませる。

「……もういいのです！　あなた方がやらないのならわたし一人で彼を助けますっ!!」

　瞳にうっすらと涙を浮かべながら、リーゼは荒あら々あらしくドアを閉めて退室する。

　しばらくの間、室内が静まり返る。

　そして――全員が安あん堵どするように重々しく息を吐はいた。

「なんというか、リーゼは純じゆん粋すいすぎて申し訳ない気分になるわね……」

「私もタクミを助けようとするリーゼさんを見て心が痛かったです……」

　疲ひ弊へいし切った様子で、カリンとミルトがふにゃりと机に倒たおれ込む。
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　タクミを助けたいという気持ちはこの場にいる全員にあった。

　しかし……他ほかならぬタクミ自身がそれを望んでいない。

「フェアシュタット。再度確かく認にんするが、あいつは本当に連行を望んだのか？」

「……ああ。私は憲兵という立場に従っていたが、もしタクミが逃とう亡ぼうを望めば幇ほう助じよすることだって考えていた。それでも……あいつは連行されることを選んだよ」

　ジルの言葉に対して、エルスは眉まゆ根ねを寄せながらお腹なかを押さえる。

　タクミならば捕まる以前に手を回し、連行されることを回かい避ひする。

　だが、実際はそうしなかった。

　それこそが「動くべきではない」という確たる証しよう拠こと言える。

　あの男は何かを企んでいる、そうこの場にいる誰もが確信している。

　確信しているが、やはり不安は拭ぬぐいきれない。

「……なぁカリン、補ほ佐さなら何か聞いているんじゃないのか？」

「あいつが素す直なおに話していると思う？」

「……狼おおかみ娘むすめ、お前の方はどうなんだ」

「最近、タクミとは肉料理のソースについて熱く語りましたねっ！」

「あいつはほんと何考えてるんだよぉ……」

　情けない声を上げながら、エルスがごんごんと机に額をぶつけ始める。

　誰一人として、今回の件についてタクミから聞かされていない。

　何かをやらかすつもりなのはわかるが、すべてが不ふ透とう明めいなので下手に動けない。

　加えて、動こうにも人員が大おお幅はばに削そがれているという状況でもある。

「カリンとクノンは……今日中にレナントに発たつんですよね？」

「そうねぇ。領主って体てい裁さいもあることだし、無視するわけにはいかないもの」

「わたしも早めに現地入りして状況を確かく認にんしたいですねー」

　今のカリンとクノンは神王国家リヒテルトの正式な騎き士しである。

　下か賜しされた領地を治めるだけでなく、そこで生じた問題を解決する義務がある。

　まして、今回は三大公フォルテシアから下された直々の命令でもある。いかなる理由があろうとも無視することはできない。

「……ま、向こうもそれが狙ねらいなんでしょうけど」

　タクミを隔かく離りし、戦力であるカリンとクノンを遠ざける。

　レナント村までの距きよ離りは馬車で二日。

　往復だけで四日、そして魔ま獣じゆう討とう伐ばつに掛かる時間が不ふ明めい瞭りようであるため、早く見積もっても王都に戻もどってこられるのは七日後となる。

　そして十中八九、異端審問はカリンたちが離れている間に執しつ行こうされる。

　御前試合で魔法を打ち破った二人がいなければ、数多あまたの魔法士たちに警護される異端審問の場を突とつ破ぱすることは困難になる。

　だからといって王都に残れば、騎士としての責務を放ほう棄きし、魔獣たちの蹂じゆう躙りんによって無む辜この民を死なせたとして罪に問われる。

　カリンたちが取るべき行動は決まっている。

　しかし、タクミは《鈴蘭》を去る際に「後は任せた」と言った。

　そのことを思い返してから……カリンは顔を上げた。

「ガイツ、大商会の運営ってどこまで進んでるの？」

「ヒィッ!?　しょ、商会運営についてはタクミ殿どのの要望通りに進めておりますが!?」

「そうじゃなくて進しん捗ちよくよ。あいつから進行書を渡されてるでしょ？」

「は、はぁ……通商ルート等の確立、海上国家との技術契けい約やくなどは終えて、当面は他の大商会の牽けん制せいに努めるようにと言こと伝づてされてますが……」

　その言葉によって、確証を得たカリンは口元に笑みを浮かべた。

「ミルト、リーゼのことを任せていいかしら？」

「え？　それは私も気に掛けるつもりですけど――」

「そうじゃなくて、リーゼのやることを手伝ってあげて欲ほしいの」

「リーゼさんを手伝う……ですか？」

　ミルトが首を傾かしげたのと同時、ジルがあからさまに渋じゆう面めんを作る。

「……待て。俺たち《鈴蘭》は動かないと決めただろう？」

「ええ、《鈴蘭》として動くことはない。だけど女王陛下の使者が動いているのなら、大商会としてその支し援えんを行うべきだと思わない？」

「まさか、大司教に全ての責任をなすりつけるつもりか？」

「そんなことしないわよ？　あたしたちは恩人を救い出そうと奔ほん走そうする幼いたい気けな少女に感かん銘めいを受け、全面的に協力することを決めた善良な大商会ってことでね？」

　トントンとこめかみを叩くカリンを見て、ジルが深々と溜ため息いきをつく。

「……あの主あるじにしてこの部下か」

「あたしじゃなくて、たぶんあいつの思惑通りってやつよ。激務だったガイツの商会運営が落ち着いていて、《鈴蘭》で下層関連の仕事もないなんて偶ぐう然ぜんがあると思う？」

　少なくとも、カリンはこの状況を偶然であるとは考えない。

　偶然という状況を意図的に作り上げるのが自分の主だと理解している。

　そしてリーゼが自分を助けるために動くと想定しているが、単純な救出は求めていない。

　全容は掴つかめずとも、その意図を読み取るのが補佐の役目でもある。

「リーゼの行動があいつの目論見に組み込まれている可能性がある。だからあの子には好きにやらせて、ミルトたちはそれをしっかり手伝ってあげなさい」

「ええと、結局タクミは助けるんですか……？」

「ぶっちゃけどっちでもいいわ」

「うわぁ……はっきりと言い切りましたね」

「助かったらそれでいいし、ダメだったら本人がどうにかするでしょ。どうせ今もいつもみたいに『想定通りだ』とか言って笑ってそうだしね」

「たしかに、今も牢ろう獄ごくで笑ってる図が目に浮かびますね……」

　肩を竦すくめたカリンを見て、ミルトは困ったように苦く笑しようする。

「別にあいつは助けなくていいから、王都に残るミルトたちはリーゼを手伝うことに専念してちょうだい。定期報告とか、問題が起こったら通信魔具で連れん絡らくね」

「それってリーゼさんが作ったやつですよね？　例の盗とう聴ちよう魔具を改良したっていう」

　先日を思い返すように、ミルトが軽く顔を上げる。

　キアッドが防ぼう御ぎよ結界に仕組んでいた盗聴魔具。

　既にそれらはリーゼ自身の手で解体され、資料も破は棄きされている。

　しかし領地間との連絡手段が欲しいというタクミの要望によって、リーゼはその技術を基にして新たな通信魔具と法則式を製作していた。

「ま、魔具って私が触さわって壊こわれたりとかしないですよね？　ね？」

「素人しろうとが作った粗そ悪あく品ひんならともかく、大司教謹きん製せいの魔具が簡単に壊れるわけないでしょう。不安だったらリーゼ自身か、あとはキルファあたりに使わせればいいから」

「へ？　キルファさんも詳くわしいんですか？」

「あいつは本の虫みたいに色々と読んでるからね。それに聖本関係の書写とか、法則式の複写をやってるから詳しい方だと思うわよ」

「わ、わかりましたっ！　それでは念のために声を掛けておきますっ」

　自分で魔具を使わずに済んでか、ミルトがほっと胸を撫なで下おろす。

「それと……エルスの方はあたしたちについてきてもらおうかしらね」

「……うん？　私も王都に残るんじゃないのか？」

　静観していたエルスが、突とつ然ぜん名を呼ばれて目を丸くする。

「ほら、あたしたちって亜人でしょ？　領主になったとはいえ、いきなり亜人が治めるとか言われても村人が納なつ得とくしないし、いつもの顔役は牢獄にブチ込まれてるんだもの」

「はぁ……三大公のフェアシュタットが奴隷商人の代役をすることになるなんて……」

「さすがフェアシュタットさんは心強いわね」

「お前は段々とあいつに似てきたなぁ!?」

「おおーっ！　隊長さんも同行するとか賑にぎやかになりそうですねーっ！」

「お前は頼たのむから落ち着いていてくれよぉ……」

　楽しげにぴこぴこ耳を揺らすクノンとは対照的に、エルスは鉛なまりのような溜息を吐く。

「ま、ちゃんと報ほう酬しゆうはあるから期待してなさい。ここに出発時刻が書いてあるから」

　さらさらと適当な紙にペンを走らせ、エルスの手にぽんと紙し片へんを握らせる。

　それを開いた瞬間――エルスは翠すい玉ぎよくの瞳を大きく見開いた。

「カリン、お前――」

「それが報酬よ。詳しよう細さいは馬車の中で先さき払ばらいしてあげるわ」

　口元に指を当ててから、カリンはゆっくりと立ち上がる。

「さて――魔獣討伐にリーゼの手伝い。どちらもきっちりこなしましょうか」

　その言葉によって一同は力強く頷く。

　それと同時に、タクミは放置されることが決定した。
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　王都リスティナの中層は極めて平和だ。

　生活を営む民衆たちや旅商たちで賑わい、旅人たちは王都内に流れる複雑かつ精せい緻ちな水路の様相を眺めながら感かん嘆たんの息を漏もらす。

　潤じゆん沢たくな水資源によって住民が水に困ることも無く、海から一定の距離があるため塩害や潮風によって町並が風化することもない。

　しかし……そんな中層にも影かげと呼べる部分がある。

　罪人たちを繋ぎ止とめる牢獄。

　牢獄は人目のつきにくい中層の隅すみ、そして上層の陰かげに建てられていることもあり、一部の人間を除いて足を運ぶ機会も無ければ、目にする機会すら皆かい無むと言っていい。

　そして、タクミはキアッド殺害の罪によって投獄され――

「――しっずかな湖こ畔はんのもーりの奥おくからぁー」

　カビ臭くさい牢ろう屋やの中で、調子外れな歌を口ずさんでいた。

　それだけでなく、仮設されたベッドを揺らしてガンガンとけたたましい音を立てており、音おん痴ちな歌と合わせて不協和音を奏かなでている。

「――うるせぇッ!!　そのクソみてぇな歌と音をやめろッ!!」

「耳がイカれるだろうがッ!!」

　我が慢まんの限界に達したのか、見張りについていた二人の兵士が声を荒らげる。

　しかし、タクミは寝ね転ころがったまま退たい屈くつそうにベッドの床ゆか板いたをガンガンと蹴ける。

「だって暇ひまじゃねぇかよ。牢獄の最下層だから他に誰もいないし、あんたらを話し相手にしようと思ったらずっとダンマリでつまらないしよ」

「お前……ちゃんと状況を理解してるのか？　捕まって頭のネジが飛んだか？」

「俺はリヒテルトにおける最高裁判、異端審問に掛けられるんだろ？　別に今すぐやってもらって構わないから、早くここから出してもらいたいもんだ」

　そうタクミが口にした途と端たん、兵士二人が冷れい笑しようを向ける。

「ハッ……外でお前を待ってるのは死だ」

「それも人間の尊厳を蔑ないがしろにする惨むごたらしい死、だ。手足がついている内に、しっかりとその感覚を記き憶おくに焼きつけとくがいいさ」

「ほうほう。それじゃ遠えん慮りよなく」

　そして、再びガンガンガンガンガンとベッドを蹴り始めた。

「ッ……いいかげんにしろッ!!　まったく、この牢へ入る奴はみんな狂くるってんのか!!」

「その口ぶりだと、前に入ってた奴のことを知ってるのか？」

「ああ……？　詳しくは知らねぇよ。俺おれは元々ここの牢名主をやってたんだ。牢を出た後にロクな職がねぇから見張り兵として結局戻ってきたけどよ」

　白しら髪が交じりの頭をかきながら、男はつまらなそうに言う。

　だが、タクミはゆっくりと身を起こした。

「なぁ、その話を詳しく聞かせてくれ。以前ここに入っていた奴の話だ」

「だから詳しく知らねぇって言ってんだろ」

「詳しくなくても構わないさ。暇ひま潰つぶしにはなるし、話を聞いたら俺も静かになるぞ？」

　そうタクミは持ちかけるが――もう一人の兵士、無ぶ精しよう髭ひげの男が割って入る。

「……おい、あまりこいつと話をするんじゃない。エルヴィス様から食事の時以外、接せつ触しよくを避さけるように言われているじゃないか」

「つっても、このままじゃうるさくて耳がバカになるだろうがよ」

　足を振り上げたタクミを見て、白髪交じりの男は忌いま々いましそうに舌打ちする。

「おいてめぇ、話したら本当に静かにしてんのか？」

「俺は奴隷商人だぜ？　対価をもらったらキチンとこっちも払はらうさ」

「奴隷を売る下げ衆すの言葉なんざ信用できねぇが……まぁいいだろう」

　溜息をついてから、白髪交じりの男は語り出す。

「さっきも言ったが俺も詳しくは知らねぇよ。当時の俺は牢名主としてある程度の自由を与えられていたが、ここの区画には立ち入れなかったしな」

「だったら、なんでここにいる人間について知ってたんだ？」

「そりゃお前、ここはよく音が響ひびくだろうがよ。その音が空気穴を伝って、上の階まで微かすかに聞こえてくるんだ。お前くらい騒さわいでたら上の階にもかなり響くだろうがな」

　言いながら、男は僅わずかに空いた空くう洞どうを指差す。

「さっきの音で、てめぇの捕つかまえた元貴族様たちはカンカンだろうさ。外へ出る時には熱ねつ烈れつなラブコールがくることに期待しておけよ」

「そんなもん初日に十分受け取ったさ。それより話の続きをしてくれよ」

「まぁ、そいつはてめぇと違って静かだったが……夜になると同じ言葉を呟つぶやいていてな。俺は詳しくねぇが、女め神がみだとか英えい雄ゆうとかって聞こえたから聖本じゃねぇか？」

「……へぇ、その言葉ってどんな内容か覚えてないか？」

「バカ言え、十五年以上も前の話だぜ？　それにブツブツと聞こえてただけで、はっきりと内容が聞き取れてたわけでもねぇしよ」

　白髪の男は勘かん弁べんしてくれと頭を振ってみせる。

　タクミが考え込むように俯いていた時、男が何か思い出したように声を上げた。

「そういや牢名主の役を終えて外に出た時、噂うわさを聞いたことがあったな」

「…………噂？」

「ほれ、十五年前つったらアレだ。国を揺るがしたあの事件のことだよ」

　そう前置いてから、白髪交じりの男は言う。

「女王陛下殺害と姫ひめ殿でん下かの誘ゆう拐かい……その犯人がここにいたって話でな。異端審問に掛けられるには十分な理由だし、もしかしたらお前の前にいた奴が――」

　男がその先を語ろうとした時――

「――その男と会話をするな、と私は厳命していたはずだが？」

　重苦しい、寒気すら覚える声音が牢獄に響いた。

　カツン……と杖つえを打つ音を聞き、白髪交じりの男はゆっくりと振り返る。

　鋭く、射殺すような視線を向ける初老の男の姿。

　その姿を見た瞬しゆん間かん、二人の兵士は慌あわてた様子でかしずく。

「エ、エルヴィス様……なぜ、このようなところに？」

「我わが息子を殺した男が、どのような面つらで死を待っているか見物にきたのだとも。それよりも……先の件について、何か弁解の余地はあるか？」

　咎とがめるような口調で睥へい睨げいするエルヴィスを見て、白髪交じりの男は声を震ふるわせる。

「も、申し訳ありません……。罪人が大声で歌を口ずさんだり、ベッドを蹴って暴れていたものですから、それを咎めようと会話を行っておりました」

　その言葉を聞き、エルヴィスは小さく頷く。

「……なるほど。それは難なん儀ぎであったな」

　そう、男に言葉を掛けてから――

　勢いよく男の頭に向けて杖を振り抜ぬいた。

「づッ……ぁあ……!?」

　頭を打ちつけられて男が地面を転がり、その白髪が血によって赤く染まる。

　同どう僚りようが頭から血を流す姿を見て、無精髭の男は慌ててその身に駆かけ寄よる。

　その様子をエルヴィスは眉まゆ一つ動かさずに眺めながら言う。

「私が我慢ならないのは失態を重ねる者……そして失態に気づかぬ者だ」

　カツン、カツンと杖を打つ音が牢獄に響き渡わたる。

「そこの男が行っていたという歌と騒そう音おんは……外部への連絡だ」

「し、しかしッ！　この牢獄は外部と隔離されていますッ!!　最下層にあるこの牢獄は壁かべに囲まれておりますし、外部に伝達する手段など――」

「ほう。お前もこの男と同様。失態に気づかぬ間ま抜ぬけということか？」

　エルヴィスに睨にらまれた瞬間、無精髭の男はすぐさま口をつぐむ。

「ここは地下であり、音は酷ひどく反はん響きようする。そして……王都の地下には水路が流れている。地下水路に人間を配置していれば、音と符ふ号ごうによって伝達することが可能だ」

　言いながら、エルヴィスは牢の中にいるタクミを睨みつける。

「さて……その男と会話をしたこと、外部への連絡を阻止しなかったこと。失態を重ね、それにすら気づかぬ人間など……豚ぶたにすら劣おとる不要な存在だ」

　その言葉と共にエルヴィスが小しよう剣けんを抜いた瞬間、無精髭の男が小さく悲鳴を上げる。

　そのまま、ゆっくりと白髪の男に近づこうとした時――

「――そんなにはしゃぐなよ、おっさん」

　軽けい薄はくな声音でタクミが言葉を発した瞬間、エルヴィスがゆっくりと顔を向ける。

「……ほう、私を止めるために言葉を発したか」

「そりゃ止めるに決まってるさ。こっちはあと何日ここにいるのかわからないってのに、壁や床ゆかが血まみれになったら気分悪いからな」

　軽い調子で肩かたを竦めてみせるが、エルヴィスの表情は微び動どうだにしない。

「それとご高説を垂れてたが、俺が騒いでたのはただの暇潰しだ。そんなに気になるなら地下水路でも壁の中でも調べたらどうだ？」

「当然、既に人間を配置している」

　そして……小剣を腰こしに戻してから、エルヴィスは白髪交じりの男を一いち瞥べつする。

「そこの豚を運べ。代わりの兵を連れてこい」

「は、はいッ！　直ちに取とり掛かりますッ!!」

　恭うやうやしく礼をしてから、無精髭の男は同僚を抱かかえて階段を上がっていく。

　その音が遠ざかってから……タクミは口を開いた。

「それで、わざわざ三大公のフォルテシア様が何の用だ？」

「先の言葉通りだ。死を目前にした貴様を眺めにきたが……その様子では、微み塵じんも死の恐きよう怖ふを抱いだいていないようだ」

「そりゃそうさ。こっちは死ぬつもりなんて毛頭ないからな」

　ベッドに座すわりながら、不敵な笑えみを浮うかべる。

「なにせ……俺は女神さまに愛されているもんでよ」

「それは面白おもしろい話だ。女神フィリアの寵ちよう愛あいを受けているのであれば……その身を聖火に投じても傷一つ負うこともないだろう」

　タクミが調べた限り、異端審問とは地球の歴史における魔ま女じよ狩がりと同義だ。

　信しん仰こう心しんを試ためすという名目で行われる処しよ刑けい。

　決して絶えることのないフィリア大聖堂の聖火に身を投じ、罪人の身を清める儀式。

　つまるところは火か刑けいであり、苦痛に悶もだえて火中から出れば罪人として認にん定ていされ、さらに凄惨な拷ごう問もんが死ぬまで続く。

　唯ゆい一いつ魔女狩りと異なるのは……聖火の火刑を無傷で乗のり越こえ、異端審問の閉へい廷ていを迎むかえた人間は女神の寵愛を受けた者と認められる。

『女神の代行者』として、全ての行動が女神の御み心こころによるものとされる。

　リヒテルトにおいて女王に次ぐ権力を有し、何人たりとも裁くことができない。

「かつて英雄は捕とらわれた師を助けるため、自身が身代わりとなって聖火の中へ身を投じた……英雄は火傷やけど一つ負わなかったが、果たして貴様はどうだろうな」

「火の中に入って無傷とか正しよう真しん正しよう銘めいの化け物じゃねぇか」

「ハッ……化け物か、それは否定できないな」

　エルヴィスの鉄面皮が僅かに崩くずれる。

　しかし、すぐにその表情は元の厳格なものへと戻る。

「しかし英雄は魔法の創始者であり、当時は未知であった魔法によって聖火を防いだと伝えられている。魔法を使うことができない貴様では到とう底てい不可能だ」

「俺が魔ま法ほうを使えないとか、やけに決めつけで語るじゃないか」

「いいや……貴様は魔法を使うことができない。我がフォルテシアの『勇ゆう剛ごう』を対処できないからこそ、貴様はキアッドの魔ま術じゆつ式しきを解体するしかなかった」

　タクミという存在を見定めるように、曇くもった双そう眸ぼうを向けてくる。

「魔ま力りよくを強制的に奪うばい、その魔力を魔術式と相反する性質へと変へん換かんして再び流す……ずいぶんと手間が掛かかるせいで、身動きの取れない相手にしか使えない代しろ物ものだ」

　エルヴィスが詳細を言い当てた瞬間、タクミは笑みを消して目を細める。

　なぜタクミの行ったことがわかったのか……という点ではない。

　その解明法を理解したからこそ、その表情を歪ゆがめている。

「あいつは気に食わない奴やつだったが……それでも、お前の息子むすこだったはずだ」

「ほう？　まさか、そこに怒いかりを露あらわにするとはな」

　冷れい酷こくな瞳と共に、エルヴィスはカツンと杖を一ひと突つきする。




「たかが――豚を一匹ぴき、肉にく片へんになるまで解体しただけの話だろう」




　些さ事じであるかのように、エルヴィスは淡々と事実を告げる。

　キアッドを手に掛けた理由は、タクミを陥おとしいれるためだけではない。

　法則式がどのような作用をもたらし、どのような過程を経へて魔術式の解体に至ったのかを特定するために、息子の身体からだを切り刻んだ。

　徹てつ底てい的てきに、それこそ肉片に変わり果てるまでに。

　実の息子を……死後であろうと、どこまでも利用し尽つくすために。

「……下層を追い出されるほどの外げ道どうですら、そこまでしないだろうよ」

「貴様が言えたことではないだろう。魔法が絶対である魔法士にとって魔術式とは命そのものだ。貴様が奴を生かしたところで、辿たどる道は生いき地じ獄ごくしかない」

　息子の死が最善だったと言わんばかりに、どこまでも冷れい淡たんに語る。

「魔法、魔法、魔法……まったく、おかしくて笑っちまうぜ」

「魔法は人間に残された唯一の希望だ。それを第一として考え、高めることが我々の使命であり、世界の歪みを正すために必要なことだ」

「おいおい。俺が笑ってんのはそこじゃねぇよ」

　口端を吊り上げ、小こ馬ば鹿かにするように顎あごを上げる。

「必死に取り繕つくろっている……目の前の臆おく病びよう者ものを笑ってるんだ」

　心底愉ゆ快かいそうに、クツクツと笑いながら身体を揺ゆする。

「必死に取り繕って心を守らないと……臆病なお前は怖くて仕方がないんだろ？」

　全すべてを見み透すかす黒の瞳ひとみによって、鍍金メツキを剥はがして心中を抉えぐり取る。

「魔法は絶対の力、魔法を扱あつかえる人間は強者である……そうやって、元から下にいる存在をさらに貶おとしめて、最底辺にまで叩たたき落おとさなければいけないほどに――」

　瞬間――カァンッと鉄てつ格ごう子しに杖が叩きつけられる。

　エルヴィスの表情は先ほどと一切変わっていない。

「このエルヴィスを前にして、臆おくさない度胸は褒ほめてやろう」

　どこまでも冷淡で厳然たる強者としての姿。

「だが……時と相手は見定めるべきだったな、小こ僧ぞう」

　感情が希き薄はくだった瞳には、明確な殺意と怒ど気きが浮かんでいる。

「貴様は異い端たん審しん問もんによって、民衆への見せしめにするつもりだったが……気が変わった。フォルテシアの由ゆ縁えん……『勇剛』をその魂たましいにまで刻みつけてやろう」

　圧あつ倒とう的てきな力を振ふるうため、小剣に手を掛けようとした時――

「フォルテシア？　何を言ってやがる――」

　しかし、タクミはその殺意と怒気を跳はね返かえすように告げる。




「――お前はそんな名前じゃないだろう？」




　そう、はっきりと告げた。

　目を見開き、エルヴィスはその動きを止める。

　無機質だった瞳に、初めて人間らしい動どう揺ようを浮かべながら。

「……想定していたよりも、こちらに踏み込まれていたようだ」

「さてさて、この場で俺を殺したら答え合わせはできなくなるぜ？」

「ハッ……私がそこまで愚おろかではないと貴様も理解しているだろう」

　ゆっくりと小剣から手を離はなし、その瞳から再び感情が消きえ失うせる。

「いいだろう。異端審問の場で……貴様から全てを引きずり出だしてやる」

「おお怖い怖い。拷問なんてされたら、いくら俺でも簡単に吐いちまうだろうな」

　おどけるタクミとは対照的に、エルヴィスはつまらなそうに鼻を鳴らす。

　そして踵きびすを返して外へ向かおうとしたところで、不意に立ち止まった。

「貴様は……女神フィリアを知っているか？」

　その問とい掛けの意味を測りながら、タクミは怪け訝げんそうな表情を作る。

「そりゃ知ってるさ。この世界が大好きな女神さまだろう」

「…………そうか」

　そして去り際ぎわにエルヴィスは呟く。

「どうやら……貴様と私は違ちがうようだ」

　消え入りそうな言葉を残し、杖をつきながら階段を上って行く。

　その背中は……子供のように小さく、どこか寂さびしげであった。




◇




　陽ひが傾かたむき始め、町並が朱しゆに染まりつつある頃ころ合あい。

「それじゃミルト、後のことは任せたわね」

「えと、本当に今から出発するんですか？　いくら急ぎとはいえ、夜中に馬車を走らせるのは危険だと思うんですけど……」

　不安そうな表情を作るミルトに対し、カリンは軽い調子で笑みを返す。

「いいのいいの。途と中ちゆうで拾わなきゃいけない奴らもいるしね」

「拾う……？　エルスさんの他にも同行者がいるんですか？」

「ええ。バカとアホだけじゃ不安だからね」

　言いながら、ちょいちょいと幌ほろの中を指さす。

「うぉぉおおおンッッ!!　リーゼ殿と離ればなれとはぁぁあああッッ!!」

「耐たえろエイグルッッ!!　村にロリっ娘こがいると信じるんだァッ!!」

「レヴィン殿……我わが輩はいはリーゼ殿の冷めた視線で罵ば倒とうされたいのでありますッ!!」

「だが……完かん遂すいした暁あかつきには、クノン教官とリーゼ嬢ちゃんのご褒ほう美びだぜェ？」

「ッ――ご褒美に……罵ののしってもらえるッ!?」

「夕方なんだから静かに死になさい、バカ鳥とアホ竜りゆう」

「器用な噛かみ方かたをしましたなぁカリン殿ッッ!!」

　騒ぐバカとアホを見て、ミルトが困ったように笑う。

「たしかにお二人だけだと不安ですねぇ……」

「そういうこと。魔ま獣じゆう狩がりだし、戦力は多いに越したことはないしね」

　たとえ小型とはいえ、魔獣の存在は侮あなどれない。

　獣けものを遥はるかに超こえる体たい躯くと身体能力。それが群れを成して押おし寄せれば、小さな村では為なす術すべもなく蹂躙されることになる。

　魔獣出現の規模が不明瞭な以上、相応の戦せん闘とう訓練を積んだ人間は多いほうがいい。

「こちらは任せてくださいねっ！　リーゼさんをしっかりサポートしますからっ」

「ええ。頼たよりにしてるからね、首領さま」

　意気込むミルトに苦笑を向けてから、御ぎよ者しや台だいに乗り込んで馬を走らせる。

　静かに馬車は進み出し、ガタガタと揺れながら下層の関所を抜ける。

　しばらくの間、馬車は無言のまま進んだ。

　先ほどまで騒いでいたエイグルとレヴィンも、人が変わったように静まっている。

　そして王都が遠ざかり、空が群ぐん青じように覆おおわれたところでエルスが口を開く。

「……そろそろ説明してもらおうか、カリン」

　幌の中で座っていたエルスが口を開く。

　その表情は普ふ段だんとは違う、険しいものであった。

「前女王陛下の殺害に……エルヴィスが関かん与よしているというのは本当か」

　重く、刃やいばのように鋭するどい眼光を向けながら問う。

　そんなエルスとは対象的に、カリンは軽い調子で答えた。

「ええ。関与どころか、女王殺害に手を下した張本人よ」

「……それは確たる証拠があってのことか」

「証拠……といっても、信じるかどうかはあなた次し第だいね」

　ちょんちょん、とカリンは自身の瞳を指さす。

「あたしの眼めは相手の心を盗ぬすみ見れる。それは現在だけじゃなく、記憶を遡さかのぼった過去の出来事についても覗のぞける。そこで……叙じよ勲くんの時、あいつの中を覗かせてもらったわ」

　御ご前ぜん試合の後に行われた叙勲洗礼の儀ぎ。

　カリンはタクミの指示で、エルヴィスの心を覗き見みた。

　返り血を浴びたエルヴィスの姿と、血の海の中で倒れる女性。

　その女性が前女王陛下であることは既すでに確認している。

「それにタクミの話だと、エルリア陛下もエルヴィスが前女王陛下を殺害したと考えているようね。そっちの方が信しん憑ぴよう性せいあったかしら？」

「エルリア様は誘拐事件の当事者でもある。そのエルリア様がエルヴィスに疑いを持っているというのなら……お前の言葉にも自おのずと信憑性が出てくる」

「信じてもらえたならそれでいいわ。あなたにとって、この話は聞きき逃のがすわけにはいかないことでしょうしね」

「……ああ、その通りだよ」

　抱えるように握にぎり締しめていた長ちよう剣けんが怒りによってカタカタと揺れる。

「それが真実であるなら――奴は、私の父を異端審問で殺したことになる」

　最後に行われた異端審問は十五年前。

　女王陛下殺害、及および姫ひめ殿でん下か誘ゆう拐かいの犯人。

　残されているのは記録のみで、貴族たちには緘かん口こう令れいが敷しかれた。

　三大公……ゼルエル・フェアシュタットに対する異端審問。

「私の中に父の記憶はあまりない。だが……記憶の中にある父の姿は誰だれよりも厳格で、悪を決して許さない清せい廉れん潔けつ白ぱくを体現する人間だった」

　だからこそ、そんな父が女王を殺あやめたなど信じられなかった。

　何かの間ま違ちがいだと、兄のルクスに泣いて縋すがりついた。

「父は聡そう明めいな人間だった。きっとエルヴィスの思おも惑わくについて、その一いつ端たんを掴むことができたんだろうが……その時には既に遅おそかったんだろう」

　気づいた時には、エルヴィスはその前を行くように立たち塞ふさがっていた。

　たとえ一いつ矢し報むくいることができても、その全てを踏ふみ潰つぶされてしまう。

　だからこそ、ゼルエルは異端審問の場で自身の全てを賭とした。

「聖せい本ほんと複数の高位聖職者を要する隷れい属ぞく魔ま法ほう……それは『女神の御み業わざ』と呼ばれ、その力は人では到とう達たつできない神域に匹ひつ敵てきする。父はその魔法を受け入れて罪の告解を行った」

　女神が行使する、この世界における絶対の力。

　魔法によって支配され、全ての事実を嘘うそ偽いつわりなく吐と露ろする。

　しかし、たとえ異端審問の場であっても意識や精神までは隷属されない。

「人心や精神支配の魔法は聖本によって禁じられている。それは魔法が解けた後、その人間の記憶、精神、存在……その全てを蝕むしばみ、消し去り、人としての尊厳を冒ぼう涜とくする」

　意識が他者に支配され、精神や感情も自由にできず、自身すら認にん識しきできない。

　死の直前まで自身の存在を冒涜されながらも、自分以外の全てを守ることを選んだ。

「父は自ら精神支配を申し出て、異端審問の場で全ての罪は自分にあると語り……父は私とルクス兄様、そして自身を支持していた貴族たちを守った」

　女王殺しの大罪を犯おかし、フェアシュタット家の者は極きよつ刑けいに処されるはずだった。

　しかしゼルエルはその直前で全ての家か督とくをルクスに委い譲じようし、自身はフェアシュタットの名を捨てた人間だと主張した。

　そして精神隷属で嘘偽りなく「全て自分が単独で計画と実行を行い、協力者は誰だれ一人ひとりとしていない」と語ったことで、ゼルエル以外の人間が罪に問われることはなかった。

「父の犠ぎ牲せいによって多くの人間が救われた。そして父に守られた貴族たちの助力に支えられ、当時まだ十五に満たなかったルクス兄様はフェアシュタットの家督を正式に継つぎ、才覚だけでなく血ち反吐へどを吐はいてまで尽じん力りよくして三大公の座を守り抜いた」

　ゼルエルが身を賭して守った貴族たちと共に、父は何一つ間違っていないことを証明するために、ルクスは自身の全てを賭してフェアシュタットの家を守った。

　父の覚かく悟ごに恥はじないように。

　そして、何よりも――自分たちを愛してくれた父のために。

　父の遺品である長剣を、エルスは力強く抱だきしめる。

「奴が自身の罪を私の父になすりつけ、その全ての尊厳を貶めて殺したのならば……私は『公正』の名において、奴を断罪しなくてはいけない」

　どこか濁にごりを帯びた翠玉の瞳で、エルスは虚こ空くうを睨みつける。

「あの男に父と同じ苦しみを与あたえ……同様に、存在そのものを殺し尽くしてやる」

　命を奪われただけでなく、存在を抹まつ消しようされた父の末路。

　それと同じことを『公正』に下してやらねばならない。

「魔ま獣じゆう討とう伐ばつが終えて王都に戻もどったら……止めないでくれよ」

「別に止めないわよ。そもそも止めるつもりなら話してないしね」

「ハハッ……そうだな。もしかして、これがあいつの狙ねらいだったか」

　乾かわいた笑いを零こぼしてから、エルスは肩を竦めてみせる。

「異端審問の場で私が押し入いり、エルヴィスを殺す……そうすれば異端審問そのものが有う耶や無む耶やとなり、あいつを救い出すことができるだろうからな」

　どこか自棄やけに近い、そんな笑みをエルスが浮かべていた時――

「――いやいや、そんなわけないじゃないですかー」

　あむんっ、とクノンがエルスの耳に噛みついた。

「ひぁぁぁぁああああああっ!?」

「ハフミはほこはでおハハひゃはいでふほー」

「ふぁっ……耳は――というより何をしてるんだ狼おおかみ娘むすめッ!!」

　顔を真っ赤にしながら、はもはもと耳を噛むクノンを無理やり引きはがす。

「だって隊長さん、妙みように力んでたじゃないですか。それに……タクミはそんな終わらせ方をする、おバカでつまらない人じゃないですもん」

　クノンが楽観的な笑みを作るが、エルスの表情は険しい。

「それなら……なぜその話を私に打ち明けた」

「隊長さんに協力して欲しいからですよ？　今回の件はちょっと面めん倒どうそうですし、大おお掛がかりなことをしたり、緘口令を敷ける立場にある証言者が必要になりますしねぇ」

「…………証言者？」

「だってあのヒゲおじさん、魔獣討伐を終えたら『魔獣を討伐した亜あ人じんは脅きよう威いであり、いずれ国家に仇あだ為なす存在である』とか利用するつもりですからね」

　あっけらかんと、クノンはエルヴィスの思惑について口にした。
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　そして、くるくると指を回しながら言葉を続ける。

「あとはそうですねぇ……レナントはデンメルグに近いのでわたしたちが魔法を破った情報を渡して他国に売ったとか言ってー、魔法が破られて立場が危あやうい貴族たちを焚たき付つけて、他国に亜人を利用される前に討伐案を組んでー、それに反はん抗こうした亜人を吊つるし上あげて無害な亜人を処刑してー、亜人を危険指定して殺害するのが認にん可かされて――」

「ま、待て待て待てっ!!　お前のその言い方はまるで――」

「ええ、つまりそういうことですよ？」

　狼ろう狽ばいするエルスを見て、クノンは笑みを濃こくする。




「あの人の目的は、亜人をこの世界から根絶やしにすることです」




　エルヴィスの真意について、そう語った。

「し、しかし……たしかに亜人は過去の戦争に敗北して、生まれながらに奴ど隷れい身分となったが……代わりにその生命と種の存続が保証されていて――」

「そんな話は最初の最初の話ですよ？　現に今じゃ法は形けい骸がい化かしてますし、仮に直接手を下さなくても、危険な作業や戦地に従事させて間接的に殺してるじゃないですか」

　笑いながら、クノンはその事実を語る。

　そういった場面を、今までに数え切れないほど見てきた。

「そもそも人より優すぐれた存在である亜人が、どうしてニンゲンたちに従っているのか不思議に思わなかったんですか？」

「それは……人間が魔法という力を持っていたのが理由だろう？」

「でも、わたしたちはそれを破りました。わたしたちだけじゃなくて、他の亜人でも対処できるような方法だって考案してあります。それなのに……長い歴史の中で、今に至るまで一度もなかったなんて不自然だと思いませんか？」

　その言葉には妙な説得力があった。

　カリンはエルフとしての技ぎ巧こう、クノンは獣人としての身体能力と五感。

　それは方法さえ知っていれば、他の亜人たちにも実現できるものだ。

　遥か昔に起こった異種族戦争から現在に至るまで、誰一人としてその手法を考案することができなかったとは考えにくい。

　まして、以前は魔ま具ぐが今よりも発達していなかった。

　それを考こう慮りよすればもっと早い時期に亜人が魔法を打破していても不思議ではない。

　それが今までに一度も表出してこなかったというのは――

「……フォルテシアが、その事実を葬ほうむり続けてきたということか？」

「んんーっ！　ちょびっとだけ正解ですかねー」

　ふりふりと尻尾しつぽを振りながら、腕うででバッテンを作る。

「だって、その流れはリヒテルトだけじゃなくて大陸全体にあるんですよ？　それはどう考えてもフォルテシアの領分を超えているじゃないですか」

「たしかに……いくら三大公とはいえ、ヴェリル大陸全土に影えい響きようを与えるのは不可能だ。たとえフォルテシアの威い光こうを振りかざしても限度がある」

　繋つながりが噂されている北方のデンメルグならばともかく、海上にある列島国家、西方の英雄国家、それらを越えたさらに遠方の国にまで影響を与えるなど不可能に近い。

　しかし、亜あ人じん蔑べつ視しは大陸全土で見られ、亜人たちすら自身を卑ひ下げする傾けい向こうにある。

　徐じよ々じよに波は及きゆうしたものとはいえ、今の状じよう況きようは明らかに歪んでいる。

「わたしたちにとってそれが当然だったから、歪んでいることに気づかない。そうやって気が遠くなるほど昔から亜人を貶めていたってことです」

「……フォルテシアだけでなく、過去複数の人間が共同して行っていると？」

「いいえ、それを行っているのはたった一人ですよ？」

「…………は？　どういうことだ？」

　エルスが困こん惑わくし始めたところで、カリンが軽く息を吐いてから振り返る。

「クノン、これ以上はエルスも困惑するだろうし、別の機会にしなさいね」

「はぁーい。たしかに魔獣討伐が先ですもんね」

「いや話の内容もだが……狼娘が賢かしこい会話をしていたことに困惑している」

「さらっと酷いこと言われましたっ!?」

「その子、普段はアレだけど頭の回転は速いわよ？　能力を使っているあたしと違って、素すでタクミの話についていけるくらい理解力あるんだから」

　自分のことのように、カリンはふふんと誇ほこらしげに胸を張る。

「さてと……そろそろ合流地点かしらね。それじゃエルス、悪いけどここから先は他言無用、報ほう酬しゆうと引ひき換かえに見たもの聞いたものは全部口外しないと誓ちかってちょうだい」

「……承知した。フェアシュタットの名に誓って約束は守る」

「それじゃあとで書面にも起こしておこうかしら」

　エルスの言葉にくすくすと笑みをこぼしてから告げる。

「ラング、もう出てきていいわよ」

　そう口にした瞬間、エルスの足元にある床板がぱこりと外れ――

　ヌルリと、丸っこい頭が出てきた。

「うおおおおあああああああああっっ!?」

　驚おどろきながら御者台まで後ずさったところで、下から現れた丸頭がくりくりとした目を動かしながら外へ這はい出でてくる。

「な、ななななんだこいつはッ!?」

「あら、エルスって水すい棲せい人じんを見るのは初めてなの？」

「水棲人!?　なんでそんな奴がここにいるんだ!?」

　亜人の中でも、水棲人はやや特とく殊しゆな分類に当たる。

　名前の通り水中での活動に特化しており、陸上で活動することもあるが、基本的には水辺や水中を生せい活かつ圏けんとしている。

　ヴェルヌ湖に隣りん接せつする王都リスティナでは、他の場所より水棲人を見かける機会が多いとはいえ……今しがた出てきた存在には水棲人特有の水かきやヒレ耳などがない。

　まるっとした頭、クリクリとした目、ずんぐりとした胴どうと手足に、湿しめり気けのある肌はだ。

　ラングと呼ばれた水棲人は、ぽけーっとした容姿でのそりと立ち上がり――

「――驚かせてしまったようで申し訳ありません、フェアシュタット様」

　間抜けな顔のまま、やたら紳しん士し的てきにお辞じ儀ぎをした。

「わたくし、リスティナの水路清せい掃そう、下水処理を担当しているラングと申します。めったに表へ出ることがないため、今までご挨あい拶さつが遅おくれておりました」

「は、はぁ……こちらこそ、驚いてすまなかった」

　のぺーっとした顔に向かって、反射的にお辞儀を返す。

「いえいえ、水棲人とはいえ私の容姿は変わっておりますので。タクミ様は私を見てオオサンショウウオのようだと申しておりました」

「……ええと、それはなんだ？」

「私も存じ上げませんが、なんでも似たような生物を見たことがあるようでして」

　ぬぼーっとした様子のわりに、まともな対応をされて思わず面食らってしまう。

　特にタクミたちの仲間であるエイグルやレヴィンと比べて、ずいぶんとしっかりとしていてまともな雰ふん囲い気きを持った――

「ちなみに私の好物は女性の尿にようでございます」

「なんとなくそんなことだろうとは思っていたさッ!!」

「ラング殿どのは相変わらず変態でありますなぁッッ!!」

「まったく度どし難がたい変態ってやつだァッ！」

「ハッハッハッ。お二人には負けますとも」

　バカ鳥とアホ竜と一いつ緒しよに談だん笑しようしながら、ラングがぺとぉっとハイタッチを交かわす。

「なぁカリン……お前らの仲間にはまともな奴がいないのか……？」

「あそこにいるバカとアホとマヌケは仲間じゃないわよ？」

「当人たちの前で言い切るお前が清すが々すがしいよ……」

「同類と思われたら心外だもの。他の二人はまともだから安心してちょうだい」

「……他の二人？　まだ仲間がいるのか？」

　その言葉を聞いて若じやつ干かん警けい戒かいしていると、不意に馬車が揺れた。

　そして――しばらくしてから、後方の幌がめくれ上がる。

「…………うわ、変態揃そろい踏ぶみ」

「ひぅっ!?　し、知らない人もいますよぅ!?」

　眠ねむたげに半眼を開ける、ふわふわとした白はく髪はつとねじれた有角を持つ女性。

　そして栗くり毛げ色の垂れ耳を押さえながら身を隠かくした少女。

「…………あれ、フェアシュタットのお嬢じよう様さま？」

「……私を知っているのか？」

「うん、お金になりそ――じゃなくてワタシは商人だから、この国の貴族や重じゆう鎮ちんは全員、名前と顔を覚えてる。お客さま候補を調べておくのは大事」

　とても商売人とは思えない無愛想な様子で、有角の女性がコクコク頷うなずく。

「……ワタシはメリノ。ほら、クロリスもご挨拶」

「ぼ、ボクも挨拶するんですかぁ!?」

「挨拶は大事。ということで、れっつごー」

　背後で隠れる垂れ耳少女を抱っこして、エルスの前に差し出してくる。

「うっ……ひぐっ……ぼ、ボクはクロリスですぅぅ……」

「よ、よろしく……ええと、泣いてるんだけど大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫。この子、怖こわがりで人見知りなだけだから」

　淡たん々たんとした表情でメリノは言うが、抱えられている当人は今にも死にそうなくらい顔面蒼そう白はくで、ぱたぱたと耳をはためかせながら震えている。

　そうして顔合わせを終えたところで、クノンが軽く手を叩く。

「はいはーい。それじゃ隊長さんに紹しよう介かいを終えたので、みんな報告をしてください」

　そう告げた直後、先ほどまで弛し緩かんしていた空気が一いつ瞬しゆんで引き締まる。

「クロリス、目的地周辺の状況について報告を」

「は、はいぃ！　斥せつ候こう隊たいっ！　視し認にんした魔獣は小型の獣じゆう竜りゆう種、足あし跡あとの痕こん跡せきからかなりの規模が予想されますが、未み確かく認にんの匂においが風に混じっていたと報告がありましたぁっ!!」

「メリノ、準備はどこまで進んでいます？」

「……工兵隊、周辺地域の陣じん地ち形成は完かん了りよう。以後、銃じゆう火か器きを所持する後方員は周辺警けい戒かい。退路の安全確保を最優先。あと、必要そうな武器類を後方の馬車に積んできた」

　二人の淀よどみない報告を聞いてから、クノンはゆっくり頷く。

「エイグル、状じよう況きよう分ぶん析せきをどうぞ」

「既に数度交戦した猟りよう兵へい隊たいによりますと、魔獣たちは通常とは異なる挙動を見せたと報告を受けておりますッッ!!　例年の出現とは別物であると考えるのが妥だ当とうかとッッ!!」

「レヴィン、未確認も含ふくめて敵勢力の打破について具体案を提示してください」

「小型は複数と仮定、重兵隊二名を囮おとりにして後方員が確固狙そ撃げき。未確認対象が中型の場合は防ぼう御ぎよ隊形を取って猟兵隊と共に削けずる。大型なら……オレたちの出番だなァッ!?」

　普段のふざけた様子ではなく、姿勢を正しながら二人が各自の考えを語る。

　その様子を見て……エルスは驚きよう愕がくしていた。

　そもそも亜人たちは他種族同士で積極的に交流を行わない。

　種族、宗教、慣習、性格……それぞれが大きく異なっていること、そして人間に迫はく害がいされる中、亜人同士で無用な争いを生まないように接せつ触しよくを行っていた節がある。

　だからこそ、人間という種族は優位を保つことができていた。

「それでは事態が動くまで地元住民との接触は避さけ、隠おん密みつ行動を徹てつ底ていするように各隊へ通達してください。それと……ラング、タクミの返答はどうでしたか？」

「符ふ丁ちようは七○六でございます。ここまで大掛かりなのは久々でしょうか」

「部隊全員で動くこと自体が久々ですしねー。まぁ、タクミも今回の魔獣討伐にはそれくらいの戦力が必要になると考えたんでしょう」

　しかし……この場に集まっている面々には、そのような様子が一いつ切さいない。

　互たがいを深く知り、余計な感情や思考を省き、目的完遂のために一丸となって動く姿。

　それがどれほどの脅威であるか、考えるまでもなく理解できる。

「そんなに怯おびえなくていいんですよ、隊長さん？」

　エルスの表情から何かを悟さとったのか、クノンが口元に笑みを作る。

「わたしたちは……人間と違って、最底辺にいる亜人なんですから」

　そう、最底辺に位置づけられた高位の存在は不敵に笑う。




「さぁ……楽しい楽しい狩かりの始まりですよ」







二章　それぞれの下準備







　クノンとカリンが出立した翌日。

　昇のぼりはじめた朝陽を浴びながら、リーゼは下層の町を闊かつ歩ぽしていた。

「まったく……全員、薄はく情じようにもほどがあるのですっ」

　そしてぷりぷりと怒りを露わにしていた。

《鈴すず蘭らん》の面々が満まん場じよう一いつ致ちでタクミを助けないと決断するとは思っていなかった。

　それがタクミに対する信しん頼らいだというのはわかっている。

　様々な事情があって動けないのもわかっている。

　だけど……それでも、やっぱり納なつ得とくはできない。

　自分を救ってくれた人に対して、何もしないなんてできない。

　異端審問なんかで死なせるわけにはいかない。

「がんばるのです、わたしっ！」

　むん、と気合を込こめながら拳こぶしを高く掲かかげる。

　……………………。

　そして、そのまま固まった。

「…………えっと」

　タクミを助けるという気持ちが急せいていたせいで、何も考えていなかった。

　女王の使者、そしてリーゼ自身も大司教という立場もあるため、無理やり異端審問の場に参列することは叶かなうだろう。

　異端審問の最終判決は聖法士の資格を持つ者たちの投票制。

　しかし、他の大司教、さらに上の立場である枢すう機き卿きようたちは確実にフォルテシアの息が掛かっていると見ていい。

　その上、聖職関係者はタクミを快く思っていない。

　大司教……リーゼを一時的とはいえ、奴隷身分に落とした。

　女め神がみに仕える聖職者が奴隷という下げ賤せんな身分に落ちるなどあってはならない。

　そのためリーゼも関係者からは敬遠されており、異端審問の場でタクミの弁護を行ったとしても、賛同を得る事は難しい。

　状況は限りなく最悪に近い。しかも味方は誰一人としていない。

「だったら……まずは味方を増やすのです」

　自分以外にもタクミを慕したう人間は多い。

　特に下層は《鈴蘭》やタクミの世話になった人間も多く、そういった人間を集めて嘆たん願がん書しよを作ったり、人を集めて異端審問を中止に追い込むことができるかもしれない。

「そうと決まれば、さっそく行動なのです！」

　気を取り直し、テトテトと薄うす汚よごれた石いし畳だたみを歩き始める。

　何度か方向転てん換かんをし、踵を返してみたり、左右を確かく認にんしてみたり――

　そして、最終的に元の場所へと戻ってきた。

「ここは――どこなんですか……ッ!?」

　くるくると頭を動かしてみるが、どこもかしこも似たような景色で判別できない。

　リーゼが下層に来るようになってまだ数日。昇しよう降こう船せん付近と《鈴蘭》までの道のりは覚えているが、それ以外の地理についてはからっきしだ。

「ま、まずはリリアさんのお店に――」

　きょろきょろと道を探していた時、ふらふらと歩く男を見つけた。

「あ、あのっ！　道をお尋たずねしたいのです」

「あぁー？　なんだい、嬢じようちゃん人生に迷っちゃったのかぁー？」

　顔を真っ赤にした酒さけ臭くさい男を見て、思わず顔をしかめる。

「いやぁ、わかるわかる。俺おれも女によう房ぼうに逃にげられてから人生迷いっぱなしでなぁ」

「……いえ、とりあえず道を――」

「だぁから！　俺にもわかんねぇって言ってんでぇ――ぉぇふぅっ!?」

　そのままえろえろと道みち端ばたに吐き始めたのを見て、リーゼは冷めた目を向けながらそそくさとその場を後にする。

「……そういえば、ここの治安は最悪だったのです」

　周りの人々が良い人ばかりだったので、すっかりと忘れていた。

　しかしそう思ってから、リーゼはぶんぶんと首を振る。

「いけません、わたしは女神と女王陛下にお仕えする大司教なのです……！　下層とはいえ、その国民である皆みなさんを信じているのです」

　気を取り直してリーゼは道行く人々に声を掛かけてみる。

「あぁッ!?　なんだガキぃ！　こっちは仕事明けで疲つかれてんだよッ!!」

「ちょっとアンタ！　客じゃないならそこを退どいておくれよ！」

「道だぁ？　そうやって案内させて、仲間に襲おそわせて身ぐるみ剥がそうってか？　ケッ、これだからガキってのは信用できねぇんだよ！」

　声を掛ける度たびに、リーゼの眉み間けんに深いシワが刻まれていく。

「最悪です……本当にここの住人たちは最悪なのですっ」

　記念すべき十人目に逃げられたところで、あからさまな不ふ機き嫌げん顔を作る。

「大司教と言っても鼻で笑われたり、子供だからって理由で盗人ぬすつと扱あつかいされたり……ここの住民には、他者への思いやりとか気き遣づかいが存在してないのですかっ！」

　たしかにリーゼは名前こそ公おおやけにしていたが、女王陛下とフォルテシアの計らいで表おもて舞ぶ台たいに出ることは避けていた。知らない人間がいてもおかしくない。

　だからといって、「その服はどこから盗ぬすんできた？」とか、「服装で誤ご魔ま化かしてもこっちは騙だまされない」とか、「どこの詐さ欺ぎグループの差し金だ」とか――

「わたしは……れっきとした、大司教ですっっ!!」

　ぷりぷりと不満を漏もらしながら、勢いよく小石を蹴けった時――

　目の前を歩いていた集団に、こつんと当たってしまった。

　怪訝そうな表情で大男が振り返り、そしてニタリと嫌いやな笑えみを作る。

「おいおいおい……痛いじゃねぇか嬢ちゃんよぉ!?」

　肩かたをいからせながら、大男を筆頭にぞろぞろと柄がらの悪い男たちが近づいてくる。

　それを見て、リーゼは申し訳なさそうにぺこんと頭を下げる。

「ご、ごめんなさいなのです……」

「あー痛いてぇ……こいつは足がバキバキに折れてんなぁ」

「あの小石で折れてしまったのですか!?」

「おめーアレスさんは足が弱よえぇーんだよ！　繊せん細さいなんだよ!!」

「だから俺たちが付き添そってたのに、二度と歩けなくなったらどうすんだゴルァッ!?」

　恫どう喝かつされながらにじり寄られ、徐々に壁かべ際ぎわへと追おい詰つめられていく。

「見たところ嬢ちゃんはいい身なりしてんじゃねぇか、おい？」

「ほんとですかっ!?　ちゃんと立派に見えるですか!?」

「や、やけに食いついてきたな……ともかく治ち療りよう費ひを払はらってくれや」

「お金は……えと、一人じゃ使っちゃダメって言われてるのです」

　女王陛下から使者としての活動資金は与えられているが、まだ世間に慣れていないということで、誰かと一緒じゃないと使ってはいけないと厳命されている。

　しかし、大男はお構いなしに詰め寄よってくる。

「だったら俺たちがいるんだし、金を使っても問題ねぇよなぁ？　それにちゃんと治療費払ってもらわねぇと、こっちは二度と歩けなくなっちまうからよぉ！」

「い、今折れた足で踏み出したけど大丈夫なのですか!?」

「バッカおめーアレスさんは痛みに耐えてんだよ！」

「本当はもう粉々だけど、てめーを心配させねぇように我が慢まんしてんだオラァッ!!」

「そ、そんな……っ！　わたしを気遣ってくれるだなんて……っ！」

　キラキラと表情を輝かがやかせるリーゼを見て、男たちが怪け訝げんそうに顔を見合わせる。

「とにかく金を払――」

「わかりましたっ！　わたしがあなたの足を治します！」

「…………は？」

　リーゼはウキウキと紙に羽ペンを走らせ――

　その紙を大男の足に押し当あてた瞬しゆん間かん、淡あわい光に包まれた。

「なっ――てめぇッ!!　いきなり何しやがるッ!?」

「汎はん用よう治ち療りよう法則式を詰め込んだ聖法なのです。骨折程度ならこれで一瞬です」

　誇らしげに胸を張るが……男たちは得体の知れないものを見たように大きく跳とび退のく。

「てめぇ……ナメたことしやがってッ!!」

「おめーアレスさんナメてると痛い目みんぞッ!!」

「いいから金目のもん寄越せってんだクルァッ!!」

　リーゼを警戒すると共に、懐ふところから鈍にぶく光るナイフを抜ぬき放つ。

「う、動いちゃダメです！　無む茶ちやしたらまた足が痛んでしまうのです！」

「この通りピンピンしてらぁッ!!」

「ほんとです!?　やっぱりわたしの聖法は優ゆう秀しゆうなのですっ!!」

　どこかズレたやり取りをする中、徐々に男たちが殺気立っていく。

「あ、あのっ！　わたし、ちょっと道を聞きたくて――」

「ゴチャゴチャ言ってんじゃねぇぞオラァッ!!」

　唾つばを飛ばしながらナイフを振ふり下おろした瞬間――その刃が不可視の壁かべに阻はばまれる。

「ヒィッ!?　な、なんだ今の!?」

「な、なんかコイツやべーっすよ、アレスさん!?」

「ズラからないとマズイんじゃないすかコレェッ!?」

　聖法によって施ほどこされた壁に得体の知れない恐きよう怖ふを感じたのか、大男たちは蒼あおざめた表情でしどろもどろに逃げ出だしていく。

「あの……道、聞きたくて……」

　去っていった方向に手を伸のばすが、寂さびしげにその手をゆっくりと下ろす。

　他の人たちと違ちがう反応だったし、色々と気遣ってくれた人たちだったので大丈夫だと思っていたが……結局、逃げられてしまった。

　ぽつん、と一人きりで立ち尽つくしながら俯うつむいてしまう。

「タクミさんを……助けなきゃいけないのに」

　それなのに、こんなところで立ち止まっている。

　一人でどうにかすると意気込んでおきながら、何もできていない。

　自由になったからこそ、自分の意思で彼かれを助けると決めたのに。

　そう、じわりと視界が滲にじみ掛けた時――

「――だ、大丈夫でしたかリーゼさんっ!?」

　後ろからパタパタと駆かけ寄ってくる音が聞こえてくる。

　振り返かえると……そこには、息を切らせて駆け寄ってくるミルトの姿があった。

「リーゼさんが下層に来てるって聞いて、慌あわてて捜さがしていたんですよ」

　息を整えてから、にこりと柔やわらかい笑みを向けてくれる。

　思わず安あん堵どして涙なみだが溢あふれそうになり、ぽふんとミルトの腰こしに抱きついた。

「う……ぅぅぅぅっ！」

「わっ、とと！　そうですよね、怖かったですよね？」

「……いえ？　怖くはなかったですけど……？」

「へ？　そ、そうなんですか？」

　ぐりぐりと顔を押おし付けるリーゼを見て、ミルトがきょとんと首を傾かしげる。

「……でも、どうして来てくれたんですか？」

　ミルトたち《鈴蘭》はタクミを助けないと決めたはずだ。

　それなら、タクミを救い出そうとしているリーゼに構う必要だってない。

　しかしミルトは困ったように笑う。

「うーん……理由はありますけど、強しいて言うならなんとなくでしょうか？」

「……なんとなく、ですか？」

「だって、家族を助けたりお手伝いするのに理由はないでしょう？」

　優やさしく頭を撫なでながらミルトは語る。

「リーゼさんだけじゃなくて、下層の人たちが困ってたら助ける……それが《鈴蘭》の在り方です。私はその首領として、そういった姿勢を示していきたいんです」

　温かく柔らかい笑みを作りながら、照れくさそうに頬ほおをかく。

「私はタクミみたいに何でもできるわけじゃないので、そんなことくらいしかできないんですけど……それで少しずつ、下層が変わってくれたらなぁって」

　そんなミルトの笑え顔がおを、静かに見つめる。

　そして――リーゼはこくんと小さく頷いた。

「…………ミルトさん、何か隠してませんか？」

「な、ななななにも隠してませんよっ？」

「……怪あやしいのです。なにか誤魔化そうとしてる気がするのです」

　逃がさないようにミルトをぎゅーっと抱きしめると、困惑と共に顔を逸そらされた。

「そ、そんなことありませんよ？　私が下層を想おもっているのは本当ですし、首領としてそう在りたいなぁっていうのは本当ですからっ！　ね、ねっ？」

「そういえばさっき、理由があるって――」

「あ、あーっと！　ところでリーゼさんはこれからどうするんですか？　私たちが《鈴蘭》としてではなく、下層の一市民としてリーゼさんをお手伝いしますからっ！」

　ミルトが必死というか、半泣きで話を逸らしてきたので追つい及きゆうはやめることにした。

「えっと……色んな人たちに声を掛けて、全員でタクミさんの無実を訴うつたえれば、異い端たん審しん問もんそのものを中止にできるかもって……」

「なるほど……それなら、まずはタクミと取引をしていた人でしょうか」

　顎あごに指を添え、ミルトは取引した面々を思い返していく。

「それじゃ私と一緒に取引先を回りましょうか。下層の案内は私ができますし、《鈴蘭》として取引をしている方々も多いですしねっ」

　そう、自然な笑みと共に手を差さし伸べてくれる。

　その温かさに触ふれて――

「――はい、よろしくお願いするのです」

　リーゼも自然とその手を取っていた。




◇




　ミルトの後ろに付いて下層を歩く中、改めてそのすごさを思い知らされた。

「あらまぁ、ミルトちゃんじゃないかい！　今日はお散歩かい？」

「首領さんじゃねぇか！　この前は手伝いを寄よ越こしてくれてありがとよ！」

「ミルトさん、この前はありがとうございました！　融ゆう通ずうして運んでもらえたおかげで、仕事の負ふ担たんがずいぶんと減ったんですよ！」

　それはもう、誰だれもがニコニコと声を掛けてきた。

　それに対してミルトも丁てい寧ねいに応対し、軽く談笑してから次へ向かおうとすると……また別の人間に声を掛けられるという始末。

　しかもそれだけではない。

「あら？　ミルトちゃんいらっしゃ――と、さっきの子供じゃないか。もしかして、その子ってミルトちゃんの知り合いだったのかい？」

「はい。こちらはリーゼ・クレスト大司教で、《鈴蘭》にお迎むかえしている方なんです」

「大司教って、こんなちっちゃい子が!?」

　目を丸くしてから、露ろ店てんの女店主は申し訳なさそうに頭を下げてくる。

「さっきは悪かったねぇ……下層をうろついてるガキは商品をかっぱらう奴やつが多いし、妙に小こ奇ぎ麗れいな服を着てたから余計に怪しいと思っちまったもんでさ」

「い、いえ……わかってもらえたらそれでいいのです」

　先ほど怒ど鳴なられたこともあって、ミルトの背に隠れながらビクビクと言葉を交わす。

　これほどあっさり態度を変えられると癪しやくに思えてくるが、逆に言えばそれほどミルトのことを信頼しているということが見て取れる。

　他にも何人かミルトに声を掛ける度、リーゼのことを紹介してくれたが、誰だれ一人ひとりとして大司教であることを疑う人間はいなかった。

　先ほどまで素す気げ無ない態度を取っていた人物も、紹介した後は素す直なおに謝罪してくれたり、朗ほがらかに接してくれたりもした。

「ミルトさんは一体何者なんです……？」

「へ？　知っての通り《鈴蘭》の首領ですけど……？」

　リーゼの手を引きながら、ほにゃりと気の抜けるような笑みを浮うかべる。

　今までの印象は料理上手で優しい人だったが、下層の住民たちすら態度を崩くずしたところを見ると、実はすごい人なのかもしれない。

「もしかして……ミルトさんは荒あらくれ者ものすら相手にできる強い人なのですか？」

「父やジルさんから護身術は習いましたけど……身体からだの大きい人だったり、複数の相手を取とり押さえるとかはたぶんできないと思いますよ？」

「……前に聖せい法ほうが使えると言ってましたし、実はすごい使い手だったりとか？」

「あ、それって私が魔ま法ほうと勘かん違ちがいしていたやつですねっ！」

「…………商会運営だったり、商人として目が肥えているとか」

「そういえば運営は結局ずっとガイツさん任せでしたね……」

「いったいミルトさんは何ができる人なんです？」

「そこまでハッキリ言われるだなんて!?」

　困ったように頬をかきながらも、ミルトが笑みを絶やすことはない。

「たぶん、私は何もできませんよ。《鈴蘭》の人たちみたいに荒あら事ごとは慣れてませんし、ガイツさんのような商才もありませんし、タクミのように知ち恵えがあるわけでもないです」

　だというのに、ニコニコと笑みを作っている。

「でも……私は誰かを従わせるより、一緒に笑い合える関係性の方が好きですから」

　父の真似まねではなく、自分らしいやり方を見つけた少女は笑う。

　その在り方と理想を貫つらぬくために、全すべての垣かき根ねを取り払って親身に接する。

　それを行い続けるのがどれほど難しいか、リーゼにも理解できる。

「……ミルトさんは優しいだけじゃなくて、強くてすごい人なのです」

「ええと、私は皆さんと違って何もないですよ？」

「そんなことないのです。だってミルトさんには大きな胸があります」

「今の話でなぜそっちに飛んだんですか!?」

「大きな胸は母性や豊ほう穣じようの象しよう徴ちようで、女神フィリアさまもそうだったと記述があるのです。だから胸が大きいミルトさんは女神さまみたいという最大の賛辞で――」

「わーっ！　わーっ!!　そういうことはあまり往来で言っちゃダメですからっ!!」

　顔を真っ赤にしながら、ミルトが抱だきかかえるように口を塞ふさいでくる。

　しかしリーゼは目を輝かせながら言葉を続ける。

「わたしは聖職者として、少しでも女神さまに近づけるようになりたいのです。どうやったらミルトさんやエルフさんみたいに、胸が大きくなるのですか？」

「そ、そう言われても……ほ、ほらっ！　もうすぐゲルドさんのお店ですよっ」

「…………ゲルドさん？」

「タクミが小まめに取引をしていた銃じゆう匠しようさんですね。今はそちらを優先しないとっ！」

「むぅ……それでは、あとでお話を聞くことにするのです」

　ミルトがほっと胸を撫で下ろしたところで、銃匠『鋼玉』のドアを開ける。

　むせ返るような熱気と共に、金かな床とこを叩たたく音や金属の擦こすれる雑多な音が聞こえてきた。

　そして来客に気づいてか、店の奥おくから竜りゆう人じんの少女がテトテトと歩いてきた。

「い、いらっしゃいませ！　銃匠『鋼玉』にどのような御ご用よう件けん――あっ」

　そして目の前でズベーッと転び、箱の中身が床にぶちまけられた。

「えっと……大丈夫ですか、コロナさん？」

「いたた……す、すみません――って、《鈴蘭》の首領さん、ですよね？」

　目に涙を浮かべ、ぶつけた鼻を擦りながらコロナが顔を上げる。

「《鈴蘭》首領のミルト・ファミリエです。ゲルドさんはいらっしゃいますか？」

「親方ですか？　それなら工こう房ぼうの奥で設計図を書いてますけど……」

　そうコロナが答えたところで、店の奥からズカズカと物々しい音が聞こえてくる。

　そして勢いよくドアを蹴け破やぶり、髭ひげ面づらのドワーフが駆け寄ってきた。

「おいなんだぁ!?　さっきデケェ音が――って玉鋼がバラバラじゃねぇか!?」

「うぅ……すみません、転んだ拍ひよう子しに引っくり返しちゃって……」

「だぁから無理して運ぶなって言っただろうがッ！」

「でも、設計が終わったら親方が作業に移るかと思って……」

「そんなもん急ぎじゃねぇし、ゆっくりやりゃいいんだよ！　おいお前らッ！　作業終わって手が空いてる奴は拾うのを手伝ってやれッ!!」

　ゲルドの一声で工房の職人たちが顔を出し、苦く笑しよう混じりに玉鋼を拾い始める。

　その光景を眺ながめながら、リーゼはぱちくりと目を丸くしていた。

「ドワーフの工房なのに……竜人がいるんです？」

「あぁ？　なんでぇ嬢ちゃん――っと、そっちにいるのはミルトさんじゃねぇか。いつも依い頼らいやら顔見せはタクミさんなのに珍めずらしいじゃねぇか？」

「ええと、タクミの件でゲルトさんにお話がありまして……」

　その言葉を聞いて、ゲルトは怪訝そうに眉まゆを上げた。

「直近の依頼や納品は無かったはずだが……ベクト、てめぇ何か聞いてるか？」

「……いや、俺も特に聞いてないですよ？」

　床の玉鋼を拾っていたベクトが首を傾げたところで、リーゼが一歩前に出る。

「……タクミさんは異端審問に掛けられるのです」

「あぁッ!?　バカ言ってんじゃねぇ！　何を根こん拠きよに言ってやがるッ!?」

「事実なのです。現在、タクミさんはキアッド・フォルテシア公こう爵しやくの殺害容疑が掛けられ、中層北ほく端たんにある牢ろう獄ごくに投とう獄ごくされているのです」

「フォルテシアって……タクミさんがそんなバカなことをするわけねぇッ!!」

　頑かたくなに否定するゲルトの姿に、リーゼも深く頷く。

「わたしも彼がそんなことをする人だとは思えないのです。だから……彼を助けるために、あなた方のお力を借りたいのです」

　要領を得ない拙つたない言葉だったが、どこまでも真しん摯しに小さな頭を深く下げる。

　その姿を見て、毒気を抜かれたようにゲルトは髭を触さわる。

「まだ上手うまく掴めねぇけどよぉ……そもそも、嬢ちゃんはいったいなんなんだ？」

「わたしは大司教、リーゼ・クレストなのです。異端審問の場で彼の無実と人ひと柄がらを証明するため、下層の方々から話を聞いて回っている最中なのです」

「……そいつぁ本当なのか、ミルトさんよ？」

「はい。この子は聖職者として大司教の座に就つき、今は女王陛下の遣つかいとして《鈴蘭》に身を置いています。タクミが投獄された件も事実です」

「……ったく、なんだってそんなことになってんだ」

「それはっ……わたしのせいなのです。わたしを助けたせいで、エルヴィス様に目を付けられて……その見せしめとして、異端審問に掛けられて処しよ刑けいされるのです」

「それで嬢ちゃんは、タクミさんを助けるために動いてるってわけか？」

「はい。彼に助けられた身として、今度はわたしが彼を助けたいのです」

　悔くやしげに、ぎゅっと手を握にぎり締しめる。

「だから、彼を助けるために――」

　表情を改め、再び協力を請こおうと顔を上げた時――

「――くぅぅぅぅぅッッ!!　泣ける話じゃねぇかよぉッ!!」

　ダバダバと涙を流しながら、ゲルトが男泣きし始めた。

「互いに助けて助けられ……これが人情ってもんだよなぁッ!!」

「うわぁ……親方が泣いてるところとか初めて見た」

「お、親方っ！　タオル、タオルじゃないと拭ぬぐえない量が出てますから！」

　ベクトが唖あ然ぜんとし、コロナがあたふたとタオルを手て渡わたす。

　タオルで涙を拭い、思いきり洟はなをかんでからゲルトはニカりと笑う。

「よぉしわかったぜッ！　ベクト、職人街の奴ら全員にこの事を伝えてこいッ！　今まで世話になってきたツケを返したいって奴がたくさんいるだろうからよぉッ!!」

「ウッス！　まとめた情報は《鈴蘭》に送っておきます！」

「それとコロナッ!!　たしかお前のダチが中層で働いてよなぁ!?」

「は、はい！　薬師さんのとこで薬草収集のお手伝いしてます！」

「そいつに声掛けて中層にも呼びかけとけッ！　声掛けられそうな奴は片かたっ端ぱしだッ!!」

「そ、それじゃレシィさんとか……あっ、ストレプトさんも航海から戻もどってたような」

「全員だ全員ッ！　顔が浮かんだ奴ら全員に話せば問題ねぇ！　他の奴らも飲み仲間だろうがなんだろうが関係ねぇ、タクミさん知ってる奴ら全員に声を掛けろ!!」

　豪ごう快かいな笑いと共に号令を出すと、他の職人たちも作業を止やめて工房から駆け出ていく。

　目まぐるしい様子にリーゼは呆ぼう然ぜんとしていたが、我に返って思わず問とい掛ける。

「そ、そんなにすぐ決めていいのですか？　もしかしたらって考えたりは――」

「ああ？　そんなこと考える必要もねぇよ」

　歯を見せながら、ゲルトは快活な笑みを作る。

「今こうして助けた嬢ちゃんが、今度はタクミさんを助けようとしてんだろ。だったら、タクミさんは何も間ま違ちがったことはしちゃいねぇってことだ」

　タクミの人柄と行動を信じて出た言葉。

「それに……あの人はオレの銃を笑わなかった。『ドワーフのくせに玩具おもちやを作ってる』とか言われていた時、タクミさんはオレの銃を面白おもしろい『武器』だって言ってくれたんだ」

　当時を懐なつかしむように、ゲルトは口髭を揺ゆらす。

「最初は憎にくたらしいガキだと思ったもんだ。だけどあの人はオレをドワーフじゃなくて、銃匠ゲルトとして見てくれた。オレは間違ってねぇって教えてくれたんだ」

　その言葉を信じて、ゲルトはここまで銃匠としてやってきた。

「それだけじゃねぇ。泣き虫ベクトは今じゃ立派な職人だし、毛け嫌ぎらいしていた竜人はこれ以上ないほど働き者で細けぇことにまで気を回せる。あの人が間違ったことなんて一度もねぇ。だから今回だって、オレはタクミさんが間違ってるとは思わねぇってことだ」

　心中を語って気き恥はずかしくなったのか、ゲルトが照れくさそうに鼻頭を掻かく。

「ともかく、タクミさんを助けるってんなら派手にやろうじゃねぇか！　下層の奴ら全員で押しかけるくらいド派手によぉッ!!」

「だ、だからって銃で撃うったりしちゃダメですからね？」

「そいつぁ向こうの出方次し第だいってもんだ！」

「ダメですって！　慣れてない人が撃ったら他の人に当たっちゃいますから！」

「……それもそうだな？　んじゃ多少荒っぽいくらいにしといてやらぁッ!!」

　ミルトの制止を聞きながら、ガハハと大口を開けて豪快に笑う。

「そんじゃオレは中層の顔なじみに声掛けてくらぁ！　嬢ちゃんもしっかりやれよ！」

「は、はい。よろしくなのです」

　リーゼの肩をバシバシ叩いてから、ゲルトは留守札を掛けて工房を後にしていった。

　その後ろ姿を眺めながら、リーゼはぽつりと呟つぶやく。

「あの人は……色々な人を助けているんですね」

「ええ。人間も亜あ人じんも、他のことも一切関係なく……たくさんの人を救っているんです。なにせタクミは《鈴蘭》が誇ほこる『お人ひと好よしの奴ど隷れい商人』ですからね」

　自分のことのように、ミルトは誇らしげに胸を張る。

「ゲルトさんは大丈夫そうですし、そろそろ次のところに――」

「っとと！　ちょっと待ってくれミルトさん！」

　そう声を掛けられて振り返ると、紙束を持ったベクトが二人に駆け寄ってきた。

「タクミからは俺以外の誰にも見せるなって言われてたけど……もしかしたら、こいつが原因で異端審問に呼ばれたんじゃないかと思って……」

「これって……設計図なのですか？」

「ああ。あいつが今まで俺に依頼してきた銃の設計図だよ」

　ぺらりとその内の一枚を見てみるが、リーゼはむむっと眉間にシワを作る。

「……わたしの知っている銃とずいぶん違うのです」

「ずいぶんどころか、俺たちが今まで作ってた代しろ物ものとは次元が違うものだよ。銃の構造、射出方法から弾だん薬やくに至るまで、未知の技術って言ってもいいくらいだ」

「有史以前、十国の一つが今とは違う銃やキカイというものを作っていたという記録はありますが……それらの実物や資料は一切残されていないはずなのです」

　有史以前の記録はほとんどが失われており、唯ゆい一いつ伝え続けられているものは聖本にある女神の教えと無名の英えい雄ゆう譚たんくらいしかない。

　それを聞いて、ベクトはさらに表情を険しくする。

「もしかしたら……この銃のことが漏れて、情報を引き出すために異端審問を開いたんじゃないかとも思ってさ。だから信頼できるお二人にこいつらを渡わたしておきたかったんだ」

「わかりました。これらは《鈴蘭》で厳重に保管して、私たち以外の目には触れないようにしておきます。リーゼさんもそれで――って、どうされたんですか？」

　ミルトが言葉を返している最中も、リーゼは一枚の設計図を眺めていた。

　そして他の設計図を眺めてから、ベクトに向かって尋ねる。

「あの、このちっちゃい銃の設計図なんですけど……」

「それかい？　タクミの話じゃ回転式拳けん銃じゆうっていうものらしくて、この回転部分に弾だん丸がんを詰め込んで、弾たまを撃ったら次弾が装そう填てんされるって仕組みで――」

「仕組みはいいのです。それよりこの銃だけやたら細かい注文が付いているのですけど」

「ああ……たしかに珍しかったな？　他の銃は機構とかを説明された程度だったけど、その拳銃は素材どころか、銃じゆう身しんの厚みや握りまで全部指定されたんだよ」

　そこまで言ったところで、ベクトは思い出したように顔を上げる。

「そういや……設計の時、『これが記念すべき十二番目だ』って言ってたな」

「…………記念すべき？」

「変だよな？　記念って言うわりに中ちゆう途と半はん端ぱな数字だしさ」

　ベクトは首を傾げていたが、リーゼの中で何かが引ひっ掛かっていた。

「……もしかしたら、また何か聞きに来るかもしれないのです」

「ああ、構わないさ。だから……タクミの奴をよろしく頼たのんだ」

　最初に奴隷として売られた人間……タクミと長い間共に過ごしてきた人間の一人として、ベクトは敬意と共に深々と頭を下げる。

　その言葉に対して、リーゼは新たな決意と共に答える。

「任せてください。必ずあの人を救ってみせるのです」

　自分だけではない……タクミを慕う人々のために、彼を救い出すと決めた。




◇




　王都を発たってから三日。

　陽ひが傾かたむきつつある中、馬車は予定より速度を緩ゆるめてレナント村へと向かっていた。

　そして今、その御ぎよ者しや台だいにカリンの姿はない。

「目標六、距きよ離り七○○、七時方向へ移動中――先頭、エイム」

　御者台に立つエイグルが、声量を抑おさえながら告げた直後、

　バガンッ――と物々しい音が起こり、硝しよう煙えんと薬やつ莢きようが排はい出しゆつされた。

「命中。三体が硬こう直ちよく、九時方向に進路変へん更こうした後方二体へ――エイム」

　言葉を発することなく、カリンは静かに引ひき金がねを絞しぼる。

　そして言葉の代わりに、バガン、バガンッと銃じゆう弾だんが射出される。

「命中。三体がその場で足あし踏ぶみ、周囲を警けい戒かいして首を振る――エイム」

　三度、やかましい音を響ひびかせたところで、カリンは小さく息を吐はく。

「命中。目標全停止――いやはや実にお見事ですなぁ、カリン殿どのッッ!!」

「～～～～っ!?　このバカは、いきなり耳元で叫さけぶんじゃないわよッ!!」

　床に伏ふせたままエイグルの脛すねを勢いよく蹴るが、鉄のように堅かたい足はまるで動じない。

「まったく……メリノ、回収命令」

「……もう通達した。弾だん頭とう回収後、傷口を潰つぶして偽ぎ装そうする」

　眠ねむそうな表情のまま、メリノは小さくＶサインを作ってから弾だん倉そうを放る。

　銃じゆう床しように弾倉を叩き込んだところで、エルスが呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「移動中に何度も見たとはいえ……その銃の性能は異常だな」

「そりゃね。貴族連中が使う狩かり用やお飾かざりとは違うもの」

　愛用の長銃を抱かかえながらカリンは不敵に笑う。

　装そう丁ていはこの世界に即そくしているが、その中身は地球における狙そ撃げき銃じゆうと同等である。

　この世界における銃じゆう器きどころか、遠えん距きよ離り武器全ぜん般ぱんを凌りよう駕がする射程距離を持ち、大規模な準備を要する魔法を除けば射程外から一方的に狙撃することもできる。

　本来ならば銃で小型魔ま獣じゆうを撃ったところで足止めにもならないが、銃と弾丸の性能によって十二分の威い力りよくを発揮することができる。

　タクミの話では対物ライフルという堅い装そう甲こうを撃ち抜くための銃とのことで、弾丸についても他の銃器と比べて口径が大きく、魔獣の堅い皮ひ膚ふと骨を砕くだくこともできる。

「試ためしに撃ってみる？　当てるならともかく、撃つだけなら子供でもできるわよ？」

「そ、そうなのか？　たしかにお前はあっさり撃っていたけど……」

「あ、でも下手に撃ったら肩が外れるから」

「お前はよくそんなものをバカスカと撃っていたな!?」

「そこはエルフだからね。銃の扱あつかいで重要なのは力じゃなくて反動の抑え方かただし、あたしはその反動の逃がし方や利用方法が直感で理解できるのよ」

　エルフは道具や武器の扱いを直感的に理解し、たとえ初めて握った物であったとしても熟達した手しゆ腕わんを振るうことができる。

　非力であるため近接武器ではその特性を活いかすことは難しいが、弓や投とう擲てきといった軽量武装……そして銃においては、その能力が遺い憾かんなく発揮される。

「力で抑えるなら、そこのバカ鳥かアホ竜くらい頑がん丈じようじゃないとダメかしらね」

「な、なるほど……従来の銃とはまた別の技術が必要ということか」

　後ろでポージングを取っているバカとアホを無視して、エルスがこくこくと頷うなずく。

　そんなやり取りをしていた時、メリノが会話に入ってきた。

「……たとえ使えたとしても、その銃はカリンしか使えない」

「へぇ、エルフにしか使えない機構があったりするのか？」

「……じゃなくて、その銃は主様からもらった思い入れのある物で――おっとっと」

「ぴゃああああっ!?　なぜボクを盾たてにするのですかメリノぉぉぉっ!?」

　クロリスを盾にされてしまい、カリンは仕方なく銃を下ろす。

「メリノ、次に余計なことを言ったら撃つからね」

「……まったく、カリンは照れるとすぐに銃を向けてくる」

「クロリス、悪いけどそのままメリノに抱えられていてちょうだい」

「それってボクごと撃つって意味ですよねぇっ!?」

「…………クロリス、がんばってね」

「なにをどう頑がん張ばってもボクじゃ無理ですよぅ!!」

　えぐえぐと泣き始めたクロリスを見て、ふとエルスが疑問を口にする。

「ところで、二人もこういった銃を扱えるのか？」

「……ワタシたちというか、部隊の亜人たちは全員使い方を知ってるし、相応の訓練も受けてる。だから戦せん況きようによってはワタシたちも戦せん闘とうに参加する」

「ええと……クロリスも戦闘に参加するのか？」

「むしろボクは斥せつ候こう隊たいなので戦闘の機会が多いんですよぅ……。本当はボクもメリノみたいな後方支し援えんに回りたいのにぃ……」

　身を縮ませ涙目で怯おびえている様子を見ていると、たしかに向いているとは思えない。
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　そんなエルスの疑問に答えるように、クノンが欠伸あくびを一つしてから答える。

「クロリスは普ふ段だんそんな感じですけど、かなり優秀な子なんですよ。敵を見つけたら即そく座ざに逃にげる、ちょっとでも危ないと思ったら逃げる、もう全力で逃げますから」

「……それってすごいのか？」

「そりゃもう。斥候は生きて情報を持ち帰ってなんぼですけど、情報収集のために深入りするかどうかの判断も重要です。クロリスはその見み極きわめが天才的な上に、隊長として部隊全員を確実に生存させて戻ってきますしねー」

「だ、だって誰かが死ぬのは嫌じゃないですかぁ……」

　垂れ耳を押さえながら、クロリスがぷるぷると首を振る。一見すると頼たより無ない様子だが、部隊の中では確固たる信しん頼らいと実績があるらしい。

「さてと……それじゃ隊長さん、そろそろ村に着きますけど流れは大だい丈じよう夫ぶですね？」

「……私は領主であるお前たちの検分役、竜人と鳥人は護衛だろう」

「ですです。メリノ、クロリス、ラングの三人は馬車に潜ひそんでもらって、夜になったら村を離はなれて配置に就つきます。一応、隊長さんにもこれを渡しておきますね」

　言いながら、クノンは馬車にある背はい嚢のうから腕うで輪わを取り出す。

「これは……魔ま具ぐか？」

「うちの部隊で使っている通信用魔具です。これは受信専用ですけど、ここにいる全員から報告が聞けるので念のために持っていてください」

「……まさか、こんなものまで用意しているとはな」

「この程度ならわたしたちの魔ま力りよくでも使えますし、情報伝達は重要ですからねー。任務完かん遂すいは当然として、誰も死なないように立ち回るのがわたしたちのやり方ですからっ！」

　そう言って、クノンはふふんと胸を張る。

　人間たちが使い捨てるように亜人を戦場へ送っていたからこそ、クノンたちは戦いの場で同族を死なせないという矜きよう持じを持っているのだろう。

「……もう村が近い。ワタシたちはそろそろ隠かくれる」

「うぅっ……馬車の下とか暗くて怖こわいですよぅ……」

「大丈夫ですよ、クロリス。おしっこを漏もらしたら私が飲みますので」

「この変態ヌメヌメマンには一生息を止めていて欲ほしいのですよぅ……」

「ハッハッハッ、これは手厳しい」

　そんなやり取りを経へてから、三人は荷台の収容スペースに身を隠す。

　そして――しばらくしてから、馬車がレナント村の入り口に到とう着ちやくした。

　森林で伐ばつ採さいした木々と煉れん瓦がで組まれた家々。

　村の周囲には城じよう壁へきのように太い丸太が組まれており、それによって野生動物の侵しん入にゆうを防いでいる。おそらく日ひ頃ごろから現れる小型魔獣の対策でもあるのだろう。

「あ、そういえば隊長さん。もう一つ言い忘れたことがありました」

　エルスが馬車を降りようとした時、クノンが不意に呼び止める。

「隊長さんは、何があっても検分役としての立場を貫いてくださいね？」

「うん？　それが私の役目だし、他に余計なことはしないが……」

「はいっ！　約束ですから、ちゃんと守ってくださいねっ！」

　にぱりと笑ってから、クノンはぴょんと馬車から飛び降りる。

　怪訝そうな表情を作りながら、エルスも馬車から降りようとした時――




「――今すぐ村から立ち去れッ！　この亜人共がッ!!」




　怒ど号ごうと共に、いくつもの野や次じが聞こえてきた。

　慌てて幌ほろから顔を出すと――村の入り口には、武器や農具を手にした村人たちが集結し、先に降り立ったカリンたちに敵意を向けていた。

　その様子にカリンは動じることなく、村人たちと対たい峙じする。

「悪いけど、立ち去れって言われてハイそうですかってわけにはいかないのよ。こっちは領主としてあなたたちを守らなくちゃいけないんだから」

「何が領主だッ!!　俺おれたちは亜人が領主だなんて認めた覚えはねぇッ!!」

「そうだッ！　なんで俺たちが亜人なんかに頭を下げなきゃいけないんだッ!!」

　もはや聞く耳すら持たないといった様子で、村人たちは口々に罵ば声せいを浴びせてくる。

　しかし、カリンたちは言葉を発することなく粛しゆく々しゆくと佇たたずんでいる。

「別に認めたり頭を下げる必要はないけど、女王陛下の命に背そむくことになるわよ？」

「それがどうしたッ！　てめぇらにデカイ顔されるなら死んだ方がマシだッ!!」

　その言葉と同時に、拳こぶし大だいの石がカリンたちに向かって放ほうり投なげられる。

　その一投を皮切りに、村人たちが次々と投石を始めた。

「ッ……おいッ！　お前たちやめ――」

　慌ててエルスが止めに入ろうとした時、クノンが腕うでを差し出して制止する。

　そして、そのまま降り注ぐ石の中をすたすたと歩く。

「別にわたしたちは魔獣を狩りに来ただけですよー。それが終わったらさっさと帰るので、ちょっとの間だけ村に入れてくれませんかー？」

「ふざけるなッ！　亜人なんかを俺たちの村に入れたら末代までの恥はじだッ!!」

「そうよそうよッ！　卑いやしい亜人が村に入ったら何をするかわからないわッ!!」

　止まらぬ罵声と投石を受けながらも、クノンはにこにこと笑えみを絶やさない。

　そして――石の一つが、クノンの頭に当たった。

　衝しよう撃げきによって頭が揺れ、傷口から流れた血が煌きらびやかな金きん髪ぱつを染める。

　一いつ瞬しゆん、それによって村人たちの罵声が止まった時――

「うあああああっ！　痛ぁいッ!?　しかもすっごい血出てますっ!?」

　途と端たんに頭を抱え、クノンがその場でゴロゴロと転がり始めた。

「ややぁッッ!?　しっかりしてください領主殿ッッ！　傷は浅いですぞッッ!!」

「大丈夫だ痛くねェッ！　頭ってのはちょっと切れただけで血が出るもんだァッ!!」

　大声を上げながらエイグルとレヴィンが駆け寄よってクノンを抱え起こす。

　呆然としている村人たちを他所よそに、クノンはふらふらとエルスに近づく。

「フェアシュタットさぁぁぁん……わたしじゃダメなので説明してくださいよぉ……」

「お前は何がしたかったんだ!?」

「歩み寄りの精神があればいけるかなって思ったんですよぉ……」

　情けなく涙を流しながら、エルスに縋すがるように泣きつく。

　しかし、先の言葉によって村人たちの反応が変わった。

「フェアシュタットって……たしか三大公の？」

「どうしてそんな人間がこの場にいるんだ……？」

　にわかにざわめき出だした村人を見て、エルスは何かに気づいたように顔を上げる。

「私はエルス・フェアシュタット！　女王陛下の命、そして『公正』を冠かんするフェアシュタット家の者として、領主二名の動向と成果を監かん視しする役目を帯びている！」

　よく通る声を響かせ、村人たちの注目を一手に担になう。

「事前通達によって領民であるレナント村の者たちを混乱させたことを深く謝罪する！　今一度、事情説明のために代表者を出していただけるだろうかッ!!」

　朗々と告げられたエルスの言葉に、村人たちが再びざわめき……やがて、村人たちを掻き分わけるように初老の男が慌あわてて飛び出してきた。

「お、お目に掛かかれて光栄でございます、フェアシュタット公！　私はレナント村の村長を務めております、ライゼルと申します！」

　恭うやうやしく頭を垂れて傅かしずいたライゼルに対し、エルスはふんぞり返って鷹おう揚ように頷く。

「我々はエルヴィス・フォルテシア公の命により、魔ま獣じゆう討とう伐ばつの任を全まつとうするためにこの地へと赴おもむいた。その認にん識しきについて違ちがいはないな？」

「は、はい……我々は急増した魔獣の対応のため、救きゆう援えんを国へ要よう請せいしましたが……」

　そう言ってから、ライゼルは忌いま々いましそうにカリンたちを見る。

「……しかし、亜人たちが領主であるといった話には承服致いたしかねます」

「この者たちは亜人とはいえ、女王陛下主しゆ催さいの御ご前ぜん試合でリヒテルトの魔法士たちを破り、正式に騎き士し叙じよ勲くんを受けた者たちだ。しかし領主としてはまだ認められていない」

「……それはどういった意味でしょうか？」

　一世一代の演技がバレないように、エルスは平静を努めながら言葉を絞り出す。

「実力はあるが、亜人の領主は前例にないものだ。だからこそ、私は検分役としてこの者たちが領主の器うつわに相応ふさわしいか見極めるために同行している」

「つまり……魔獣討伐に失敗した場合、領主任命の件は白紙に戻ると？」

「それだけではない。領主とは領民の信を得てこそだ。魔獣討伐後に村民たちの支持を得ることができなければ、領主に不適格として女王陛下に報告する手て筈はずとなっている」

　それらは全てエルスが咄とつ嗟さに考えたでっち上げだった。

　領主任命は既すでに決定事じ項こうであり、覆くつがえることはない。

　しかし亜人に反感を抱いだいている村民たちと衝しよう突とつしながら、魔獣たちを討伐するという最悪の状じよう況きように陥おちいるよりはいい。

　クノンたちの実力は道中で理解しているし、魔獣たちが押おし寄せる中で村を守り抜ぬけば村民たちの信頼は得られる。

　だからこそ、そう話を通そうとしたが――

「なるほど……事情については把は握あくしました。しかし魔獣討伐が領主任命の条件にあるのならば、どちらにせよお引き取り願うことになります」

「…………なんだって？」

　エルスが顔をしかめたのと同時、ライゼルがにたりと不快な笑みを作る。

「魔獣討伐については既に別の御お方かたへと依頼しました。亜人などという素す性じようの知らぬ者たちとは違い、フェアシュタット様と同等の家いえ柄がらである御方でもありますので」

「……悪いが、その者について詳くわしく――」

　怪け訝げんそうな表情と共に、エルスがその人間について尋たずねようとした時――




「――あぁー、なんかメンドくせーことになってるな」




　心底気だるそうな声と共に、村の奥から一人の男が歩いてきた。

　使い込まれた甲かつ冑ちゆうに身を包つつんだ無ぶ精しよう髭ひげの男。

　そして――その肩かたに担かつがれた、異様な形状の大たい剣けん。

　その剣身は肉厚で幅はば広ひろく、峰みねには卸おろし金がねのような凹おう凸とつがあり、鍔つばに当たる部分には巨きよ大だいな盾が取りつけられている。

　そんな大剣を担ぎながら、男はボサついた暗い赤あか髪がみを掻きながら欠伸をする。

「魔獣が出たのかよメンドくせーって思って出てきたら、なんか村人全員で騒さわぎまくってるし、なんか魔獣じゃなくて亜人がいるし――っと？」

　気だるそうに歩み出たところで、無精髭の男はエルスの姿を見つけて目を丸くする。

「おーっ！　なんだエルスじゃんか！　なんでお前こんな辺境にいるんだ？」

　少年のように人ひと懐なつこい笑みと共に、無精髭の男はエルスに向かって親しげに話す。

　しかし、当のエルスはただひたすらに困こん惑わくしていた。

「ま、待てっ！　お前こそどうしてこの村にいるんだ!?」

「どうしてって……まぁ、オレはいつも通りフラフラしてたんだけどよ？」

　特に理由なんてないと言わんばかりに、無精髭の男が首を傾かしげる。

　そんな二人のやり取りを見て、傍かたわらにいたらカリンがこっそりと耳打ちする。

「……エルス、知り合いなの？」

「……知り合いどころか、お前たちにも関係ある奴だよ」

　そう返してから、エルスは男の名を告げる。







[image: ]










「シグルド・フォルテシア……エルヴィスの息子むすこで、キアッドの弟だ」




◇




　魔獣討伐の件について話し合うため、一行はレナント村の集会所に集まっていた。

　シグルドが魔獣討伐を行うのならば、カリンたちが行う必要はない。

　だからこそ、話し合いによって解決を図はかろうとし――

「そんじゃ、オレは魔獣討伐の件から降りるっつーことで」

　一同が着席した瞬しゆん間かん、話し合いが終わった。

「ちょ、まッ――お待ちくださいシグルド様ッ!?」

「え、だってエルスたちが魔獣討伐してくれんだろ？　それならオレいらねーし、そっちに全部任せればいいじゃんか」

　狼ろう狽ばいするライゼルを他所に、シグルドはつまらなそうに欠伸をする。

「だいたい小型魔獣とか相手にしてもつまんねーしよ。なんか立ち寄ったら困ってるって言うから手を貸すって言ったけど、他の奴やつがいるならその必要もねぇしさ」

「し、しかしッ！　方々に勇名を馳はせるシグルド様と違い、この亜人たちの実力などわかったものではありませんッ！」

「でも、こいつらリヒテルトの魔ま法ほう士しブッ倒たおしたんだろ？　小型魔獣なら朝飯前だろうし、中型魔獣が出たとしても対処できるんじゃねーか？」

　シグルドが言葉を返す度たび、ライゼルが口くち惜おしそうに表情を歪ゆがめる。

　おそらく、ライゼルはシグルドが魔獣討伐に固こ執しつすると考えていたのだろう。

『魔獣殺し』……それがシグルドの異名である。

　各地を放ほう浪ろうし、魔獣たちを相手に単独で戦いを挑いどむ戦せん闘とう狂きよう。

　しかし、そんな『魔獣殺し』は冴さえない表情で頭をポリポリ掻いている。

「オレが戦いてぇのは最低でも中型、もしくは……神しん獣じゆうと呼ばれる大型魔獣だ。そいつらが相手だって言うなら奪うばい合あいもあるが、そうじゃないなら好きにやってくれや」

「ですがッ、シグルド様――」

「あーもうメンドくせぇな……むしろオレは久々に会った顔かお馴な染じみと世間話してぇんだよ。とにかくつまんねー話は後にしてくれや」

　煙けむたがるように手を振ふるシグルドを見て、ライゼルは表情を歪めながら口を噤つぐむ。

　しかし機き嫌げんを損そこねたら話が拗こじれると考えたのか、ライゼルは「それではお寛くつろぎください」と恭しく一礼し、そのまま部屋から出て行った。

　そしてライゼルが去ったところで、シグルドはニカリと人懐こい笑みを作る。

「それにしても、こんなところでエルスに会うとは驚おどろいたもんだなぁ」

「……それはこっちのセリフだ。ヴァテルの水すい葬そう式が終わってから一度も王都に戻らなかったし、その間もずっと各地を転々としていたんだろう？」

「そうそう！　わざわざデンメルグまで行って魔獣を片っ端からブッ殺してたんだけど、思った以上に張り合いがなくてつまんねーのなんのってよ！」

　まるで世間話のようにシグルドは言うが、そもそも魔獣相手に単独で渡り合うのは自殺行こう為いであり、よほど自分に自信があるか、極きわめてバカでなければ決してやらない。

　そして、シグルドはその両者である。

「少し前に中型炎えん竜りゆうが六体出た時はオレも焦あせったけどよ。まぁなんとかできるだろって適当にやってたら殺せちまってさ。一体逃のがしちまったから惜おしかったなぁ！」

　ナッハッハッ、とシグルドは笑い話のように馬ば鹿かげた武勇伝を語る。ちなみに中型炎竜六体の相手とは、小国の軍隊同数を相手にするのとほぼ同等である。

　そんなシグルドに対して、カリンは軽く手を挙げてから会話に入る。

「念のために確かく認にんしておくけど……魔獣討伐はこっちで進めていいのね？」

「おう。むしろメンドーなことを引き受けてくれて助かるってくらいだから、そっちは適当にやってくれて構わねぇよ。エルフちゃん」

「……いやエルフちゃんって」

「別にいいじゃねーか。一いつ緒しよにいるってことはエルスと仲が良いいみたいだし、オレは親父おやじとか兄貴と違って堅っ苦しいのは好きじゃねーしよ」

　カリンに対しても変わらぬ調子で接しながら、白い歯を見せて笑う。

　その様子を見て、カリンはちょいちょいとエルスの服を引っ張って耳打ちする。

「……ねぇちょっと、こいつ本当にフォルテシアなの？」

「そう言いたくなるのはわかるが……シグルドは紛まぎれもないフォルテシアの人間だよ」

「エルスが言うなら間違いないだろうけど……ねぇ？」

　言いながら、エルスは再びシグルドに視線を向ける。

「おっ！　鳥の兄ちゃんいい筋肉してるじゃねぇか！」

「むぬぅんッッ!!　我わが輩はいの美び麗れいたる肉体に着目するとはお目が高いッッ!!」

「そっちの竜りゆうの兄ちゃんはなんかスゲーな！　その鎧よろいみたいなのって鱗うろこなのか!?」

「よくわかったじゃねェかッ!?　だが筋肉ならオレだって負けてないぜェッ!?」

「こりゃ面白くなってきた！　オレも魔ま獣じゆう狩がりで鍛きたえた肉体を見せてやらぁッ!!」

　何やら通ずるものがあったのか、シグルドはバカとアホと一緒になり、ポージングを取りながら筋肉自じ慢まんを始めていた。

「うちのバカ共と仲良くなってるから、間違いなくバカね」

「一応、剣けん術じゆつや戦闘については天才的なんだがな……フォルテシアから半ば勘かん当どうされているし、常に放浪しているからエルヴィスたちとは違う毛色になったんだろう」

「…………勘当？　魔獣を単独で狩かるほどの実力者なのに？」

「ああ。シグルドは先天的に魔法が使えない体質なんだ」

　その一言でカリンは全すべて納なつ得とくした。

　リヒテルト、そしてフォルテシアは魔法至上主義だ。

　そのフォルテシアの人間が魔法を使えないともなれば、エルヴィスは体面のために容よう赦しやなくシグルドを切り捨てる。それこそキアッドのように。

　しかし、シグルドを完全に切り捨てていない理由もある。

「シグルドは魔法こそ使えないが……あいつは、英えい雄ゆう種として生を得た人間なんだよ」

「英雄種って……獣じゆう人じんで言うところの猛もう獣じゆう種みたいなものよね？」

「そうだ。猛獣種が獣人の頂点なら、英雄種は人間の頂点……卓たく越えつした身体能力と、異能と呼ばれる魔法とは異なった力を持つ人間だ」

　人間を超こえた人間、一いつ騎き当とう千せんの力を宿す存在。

　西方の都市国家ではその英雄種の人間たちが統治を行っており、数多あまたの魔獣が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こするベスティア原生林で日常的に中型魔獣を狩っているとも聞いている。

「なるほど。英雄種としての力があるから、フォルテシアを名乗れてるってわけね」

「そういうことだ。しかし魔法が使えないということもあって、半ば勘当気味に放ほう逐ちくされたんだが……その結果、そこらで魔獣を狩りまくる戦闘狂になったわけだ」

「……つまり、エルヴィスの考えとは別って考えてもいいのかしら？」

「一いち概がいにそうとは言い切れないが、まぁ――」

　そう言いながら、エルスはちらりとシグルドたちに視線を向ける。

「あ……あぁッッ！　シグルド殿の僧そう帽ぼう筋きんが歌っております……ッッ!!」

「あんちゃん……あんたの広背筋、最高にバリバリじゃねぇかァッ!?」

「おいおいそんな褒ほめるなって！　そんじゃ次は……腹直筋だッ!!」

「んんんブラボーッッ!!　なんとも見事なシックスパックッッ!!」

「おいおいおいィッ！　グレートケツプリじゃねぇかァッ!?」

　互たがいの筋肉を披ひ露ろうしながら、男だん性せい陣じんが気持ち悪いほどに盛り上がっていた。それはもうバカ共と比べて遜そん色しよくがないほどのバカさだった。

「……あまり深く考えなくていいと思う」

「……そうね。ちょっと心覗のぞいたけど、マジで筋肉のことしか考えてなかったわ」

　二人が揃そろって溜息をついたところで、一ひと汗あせかいたシグルドが満面の笑みで戻って来る。

「いやぁ久々に骨のある筋肉が見られて楽しかったなぁ！」

「もう骨なのか筋肉なのかどっちかにしてくれ……」

「骨みたいにガチガチな筋肉ってことだな！　あ、それで一つ訊ききたかったんだけどよ」

　そう、変わらず人懐こい笑みを浮うかべながら――




「兄貴をブッ殺したのはそこのキツネちゃんで間違いねぇか？」




　いつの間にか手にしていた大剣を、クノンに向けて突つきつけていた。

　その動きに対して誰だれ一人ひとりとして反応することができなかった。

　ただ一人……口を閉じて静かにしていたクノンを除いて。

　そして突きつけられた大剣を見ながら、クノンは底そこ抜ぬけに明るい笑みで答える。

「まず、わたしはキツネじゃなくて狼おおかみですけど」

「やっぱそうだったか？　明らかに雰ふん囲い気きが違うから猛獣種だとは思ってたけどよ」

「あと、キアッドを殺したのもわたしじゃないですよ？」

「ってそれも違ったのかよ！　なんだよ、チョイ恥ずかしいじゃねーか！」

　調子こそ先ほどと変わらないが、その大剣の切っ先は寸分たりともブレない。

　そしてクノンも笑みを湛たたえたまま、眼光の奥おくでシグルドを睨にらみ続けている。

「兄貴って性格はともかく魔法士として凄すご腕うでだったし、この中で殺せるとしたら狼ちゃんだと思ったんだが……なぁ、ほんとに違うのか？」

「わたしじゃ無理ですよ。なにせ素人しろうとの石に当たっちゃうくらいですから」

「わざと当たっておいて何言ってんだ。どうせ村の奴らを警戒させないとか、エルスに泣きついて亜人の立場はあくまで人間より下だってあいつらに思わせたんだろ？」

　クノンがぴくりと眉まゆを動かしたのを見て、シグルドがニカリと笑みを作る。

「お、今度は当たったみてぇだな？」

「……ニンゲンのくせに、ずいぶんと耳が良いみたいじゃないですか」

「まぁ人間超えてっからなぁ。さすがに亜人には負けるけどよ」

　カラカラと笑ってから――シグルドは口こう端たんを吊つり上あげる。

「狼ちゃんは――そこらの魔獣より、よっぽど強そうじゃねぇか」

　好敵手を見つけたかのような嬉き々きとした笑み。

　戦意と殺意を惜しみなく放ち、その身こそが剣のように映る様相。

　それらをクノンは真正面で受け止めてから――

「――わたし、怪我けがしてるからイヤですもーん」

　そのままごろんとエルスの膝ひざ上うえに寝ね転ころんだ。

「わぁーい！　隊長さんのふとももふかふかーっ！」

「まっ!?　お前はいきなりなにしてるんだッ!?」

「だって頭に石が当たって痛いんですもーん」

「理由になってないだろ！　というか耳っ！　耳が変なとこ当たってくすぐったいっ!!」

「おぉっ！　エルス、スカートめくれてパンツ見えてんぞ！」

「貴様も余計な茶々を入れるなぁぁぁぁぁっっ!!」

　顔を真っ赤にしながら、エルスがぶんぶんと腰こしの剣を振ってシグルドを威い嚇かくする。

　すっかり気が削そがれたのか、シグルドはけらけらと笑いながら大剣を下ろす。

「まぁ狼ちゃんとの殺し合いは別の機会っつーことでな。なんか親父にちょっかい掛けてるみたいだし、どこかでやり合うこともあるだろ」

「そういえば言い忘れてましたけど、キアッドを殺したのはエルヴィスですよ？」

「あ、やっぱり？　親父って厳しいし、いつか殺すんじゃねーかって思ってたんだわ」

　肉親が肉親を殺したというのに、シグルドは特に気にする素そ振ぶりを見せない。やはり、どこかしらで頭のネジが外れているのだろう。

「ま、面白おもしろそうだからオレもしばらく村に残るとすっか」

「えぇー……わたしとしてはさっさと消えて欲しいんですけど」

「そんな露ろ骨こつに嫌いやそうな顔されると傷つくじゃねぇか！　魔獣討伐に手出しするつもりはねーし、近くの温泉入ってのんびりしてるだけだから見み逃のがしてくれよ」

　そう人懐こい笑みを作ってから、シグルドは異様な形の大剣を担いで外へと向かった。

　そして一同が重苦しい溜息をついたところで、ようやく空気が弛し緩かんする。

　眉み間けんに寄ったシワを伸のばすように、カリンは額に手を当てる。

「はぁ……ただのバカかと思ったら、油断できないバカなのね」

「普段はバカで気分屋だが、実力だけは本物だからな……。しかし放浪していたあいつがキアッドの話を知っているということは、エルヴィスから連れん絡らくがいっているんだろう」

「……ここであたしたちを見逃したってことはエルヴィスに協力的ってわけじゃなさそうだし、敵対しないって可能性もあるんじゃない？」

「いや……むしろ、シグルドはエルヴィスの言葉には絶対服従だから厄やつ介かいなんだ」

　頭を抱えながら、エルスは以前に聞いた話を語る。

「そもそも、シグルドが魔獣狩りをしている理由はエルヴィスの命令なんだよ」

「……もしかして、魔獣狩りに何か意味があるとか？」

「無いとは言い切れないが……少なくとも、魔獣狩りを始めたのは五歳さいの時だ」

「…………は？」

「魔法が使えないとわかった途端、エルヴィスは五歳のシグルドを外に放って『魔獣を殺し尽つくしてこい』と命令したらしい。それ以来、あいつは各地を巡めぐって魔獣を殺し続けて、今じゃ立派な戦闘狂になったってわけだ」

　それはシグルド本人から聞いた話で、当人は笑い話のように語っていた。

　しかし、その命令を従順に守って今も魔獣狩りを続けて放浪している。

　他にも父から来る連絡はどこそこの魔獣を殺してこいというものでしかないが、強い奴と戦えるなら何でもいいとのことで、それらの命令には必ず従ってきている。

「私たちを見逃したということは、エルヴィスから直接命令を受けていないということだろうが……少なくとも、あいつは狼おおかみ娘むすめを『手て応ごたえのある奴』と認識した」

　それはエルヴィスがクノンを標的に選べば、シグルドが敵に回るということ。

　そして敵に回れば、シグルドはこの上ないほど厄介な障害と成り得る。

「あ、やばい……もう想像しただけで胃が痛くなってきた……」

「隊長さん、胃薬ありますけど飲みます？」

「お前はいつまで膝ひざの上でゴロゴロしてるんだよぉ……」

「まぁまぁ。要はわたしが勝てばいいって話なんですから大丈夫ですよー」

　どこまでもノンキに、クノンは寝転がりながら耳と尻尾しつぽをパタパタ動かす。

「まぁ、魔獣討伐についてはあたしたちが行うってことで落ち着いたし、今は目先のことを優先しましょうか。エイグルとレヴィンもその方向で動きなさい」

「あいや承知ッッ！　猟りよう兵へい隊たいは変わらず遊ゆう撃げきとさせていただきますッッ!!」

「重兵隊はどうすっかねェ……あんちゃんを警戒するためにも、一いつ旦たん退かせてから村の周辺に待機させておくっきゃねぇかァ」

　二人が今後の方針を定める中、カリンは魔具を確認して連絡を取る。

「別働三名、状況報告」

『……メリノ、工作隊と合流。潜せん伏ぷく中の部隊員に糧りよう食しよく、装備を支給中』

『く、クロリスっ！　合流した斥候隊と共にメルド山脈の観測地点で待機、今のところ魔獣敵てき影えいや目立った異常、変化等は見られないのですよぅ……』

『ラング、河か川せんを移動中でございます。流れや水面に変化はありません』

　各自の報告を聞いて、無事に馬車から配置に就けたことを確認する。レナント村の人間たちが無む駄だに騒いだこともあって、想定以上に容易たやすく事を運べた。

「さて、もう夜も遅おそいし、あたしたちはしばらく休きゆう憩けいを――」

　そうカリンが告げようとした時、ふと魔具に別の通信が入っている事に気づいた。

　発信場所は――《鈴すず蘭らん》に設置した通信魔具。

　念のために周囲を確認してから、カリンはその通信を取る。

「…………もしもし？」

『あっ、あっ！　か、カリンですよね？　これって繋つながってますよねっ!?』

　魔具を通して、ミルトの声が直接耳元に響ひびいて聞こえてくる。

「繋がってるわよ。それでどうしたの？　通信できるか確認しただけ？」

『そ、そそそんな場合じゃないんですっ！　ええと、そのっ、リーゼさんを手伝って、下層の人とか中層の人とか、他にも貴族とかもなんですけどっ!!』

「……落ち着きなさい。はい深呼吸」

　慌てふためくミルトの様子を想像してそう促うながすと、向こうから深く息を吸ったり吐はいたりする音が聞こえてくる。

「それで、要領を得ないから簡潔に結果だけ答えてちょうだい」

『そ、それなんです！　その結果がまずいと言いますか、リーゼさんを手伝って、タクミを助けようと動いて、その結果失敗しちゃったと言いますかぁぁぁぁ……』

　今度は途と方ほうに暮れたような、涙なみだ混じりの声が聞こえてくる。

　首領になってからミルトは以前のように取り乱すことは減っていたが、どうやら今回はよほどのことが起こっているらしい。

「はいはい首領なんだから泣かないの。それで最終的にどうしたって言うのよ？」

　そして、息を整えたミルトが叫さけぶように言う。




『タクミが……やらかすつもりなんですよぉぉおおおおっ!!』




　その言葉を最後に、ミルトからの通信は途と切ぎれた。







三話　奴隷商人の思惑







　カリンたちがレナント村に到着する数時間前。

　王都リスティナでは異例の事態が起こっていた。




『――我々はッ!!　奴ど隷れい商人タクミの異い端たん審しん問もんに断固抗こう議ぎを申し入れるッッ!!』




　魔具によって拡声された怒号が、上層の町並の中で絶え間なく響いていた。

　場所は最上層へと至る関所前。

　そこにはかつてないほどに多くの人間が集まっていた。

　その人数は……一目で推おし量はかることができない。

　上層の半分を埋うめつくし、関所へと押し寄せる人々の姿。

　それは今までにない光景であると断言できる。

　まず、下層の人間はよほどの理由がない限り上層に進入できない。

　上層に住まう多くが貴族であり、防犯のために許可証を提示しなければならないのが大きな理由となっている。

　だからこそ、下層に住まう人間がこれほどまでに上層に押しかけた事態は異例だった。

「やれやれ……まさか、ここまで多くの人間を集めるとは思わなかったよ」

　最上層の関所の上、ルクスは押し寄せた人々を見て苦く笑しようする。

　そんなルクスに対して、リーゼはぺこりと頭を下げた。

「全員の許可証を発布していただいて助かったのです、ルクス様」

「いやいや、こういうのは足をすくわれないようにしないとねぇ。こういった方法は僕ぼくも考えていたし、参列者のリストを事前にもらえたから作業が捗はかどったよ」

　この場に集まった人間には、ルクスの名によって全て許可証が発布されている。

　もし不当に関所を通過した人間がいれば憲兵隊が動かざるを得ない。しかし、この場にいる人間は全て理由があってこの場に参列している。

『奴隷商人タクミにはッ！　恩おん赦しやを得る実績があることを我々は証明するッ!!　この場にいる一人一人、そして明確な証しよう拠こを明示する書状も用意されているッ!!』

　この場にいる一人一人が、タクミという人ひと柄がらと行ってきた全てを証明する。

　ガイツを通して行った大商会としての実績。過去に《鈴蘭》で行ってきた実績。中層と下層間における通商功績。他国との通商に関する安全なルートの確立。

　そういった商人としての側面だけではない。

　下層の治安維い持じ、崩ほう落らく個か所しよの舗ほ装そう。職業難に陥った者や孤こ児じたちに仕事を斡あつ旋せんして自立を促す活動。犯罪防止のため死角を潰つぶす形で行う警備順路。

　その他、大小を含ふくめタクミが解決してきた出来事について各おの々おのが書面を作り、それによって得られた結果を全員が書面に起こしてきた。

　七年間……タクミが奴隷商人として貢こう献けんしてきた全てを。

「恩赦って方法にも驚いたけど……全員分の書状まで用意するとは思わなかったよ」

「ほとんどの人が文字を書けなかったので、下層にいた写本師のツテでリスティナ中から掻かき集あつめたのです。彼かれらには夜通し頑がん張ばってもらって、今は休んでもらってるのです」

　キルファを通じて写本師から書面代理師など、書写に関する職業の人間を集め、文字が書けない人々のために代筆を依い頼らいした。

　千を超える書状……それは決して無視できる量ではない。

『――やはりリーゼを遣つかいに任命したのは正しかったですね！』

　通信用の魔具から、誇ほこらしげなエルリアの言葉が聞こえてくる。

『恩赦は君主である私に権限があります。そこにエルヴィスの裁量は存在しません』

　聖本には『恩赦の決定権を有するのは女め神がみの血を引く君主のみ』と記されている。

　女王エルリアはタクミ側に与くみしているというだけでなく、恩赦の決定についてエルヴィスが口出しすることは許されない。

『やーん！　さすがリーゼっ！　ちっちゃ可愛かわいいだけじゃなくて頭も良いし、機転まで利きいちゃうとかまさに完かん璧ぺきじゃないですかーっ！』

「え、えと……女王陛下……？」

「あー、陛下。クレスト大司教が困惑してるので、事が終わるまではいつも通りに」

『えぇー……こういった状況なんですから、ルクスも楽しめばいいでしょう』

「僕の胃は既に千切れる寸前なんです。ともかく事が終わるまでお静かに」

　そう、エルリアからの通信を切ったところで――

「――ええいッ！　なんだこの騒ぎはッ!!」

　その時、不意に群集の中から声が上がる。

　小こ奇ぎ麗れいな衣服に身を包んだ男。

　その身なりと服装から、その男が上層に住む貴族の一人であることが察せられた。

「フェアシュタット卿きようッ!!　この神聖な上層に集まった薄うす汚ぎたない下民はなんだッ!?」

「ああ、これはキーマセイヌ卿。お騒がせして申し訳ない」

「まったくだッ！　憲兵を呼んで即そつ刻こくこの下民たちを上層から追い出したまえッ!!」

「残念ながらそれはできないんですよ。この者たちは聖本に記された法に基もとづき、『不当な罪科への抗議』を行っておりまして、そのために必要な手順は全て踏ふんでいるのです」

　群衆が行っている行為は正当な理由、手順に基づいて行われている。

　仮に群衆が暴徒と化し、周囲の人民に危害を加えた場合は憲兵と魔法士団による武力行使が認められるが、現状として被ひ害がいは出ていない。

　それらは事前にリーゼが通達しているため、何があろうと手を出す人間はいない。

　しかし、理り屈くつで理解していても貴族が納得するわけがない。

「ふざけるなッ！　薄汚い下層でどれだけ騒ぎを起こそうが構わないが……我々貴族が住まう上層に足を踏み入いれた挙あげ句く、目め障ざわりな下民を放置するなど我が慢まんならんッ!!」

　言いながら、貴族が腰に携たずさえた小剣に手を伸ばした時――

「――今、貴き殿でんはこの者たちに魔法を振るおうとしたのかね？」

　すらりと小剣を抜いた男がいた。

「我々貴族が魔法を振るうのは有事の際だと厳命されている。この者たちが正式な手順と法を踏まえて行っている以上……魔法を使うのは女王陛下の命に背くことになるぞ？」

「ッ……アルファス卿!?　なぜ貴族である貴公が下民たちの肩を持つのだッ!?」

　狼狽する貴族を見み据すえながら、アルファスは静かに告げる。

「肩を持っているわけではない。聖本の法に基づいた行動ということは、この者たちは我らが崇あがめる女神フィリアの言葉を守っている。しかし――」

　鋭するどい眼光と共に、アルファスは静かに小剣を向ける。

「――その者たちを否定し、危害を加えるのであれば女神に対する冒ぼう涜とくと見なす」

　その言葉の重みをようやく理解したのか、食い下がろうとしていた貴族は悔くやしげに表情を歪めながらその場を立ち去った。

　瞬間、アルファスの行動を見ていた周囲から歓かん声せいが沸わき起おこった。

　その光景を眺ながめながら、リーゼは感かん慨がい深ぶかそうに呟つぶやく。

「正直に言えば……下層の人を助けるために、貴族が動くとは思っていなかったのです」

「僕は主にそっちに働はたらき掛けてたんだけどねぇ。想定していた以上に事が上手うまく運んだから、そこの彼が上手くやってくれたんじゃないかな？」

　言いながら、ルクスは挙きよ動どう不ふ審しんなガイツに視線を向ける。

「い、いえいえっ！　私は商会で取引を行っていた貴族の方々に口くち添ぞえを行っただけで、決め手になったのはルクス様の御お言こと葉ばですから！」

「……ところで、君はなんでそんなにオドオドしてるんだい？」

「そ、それは……もし失敗したら私は――うわあああああああああッッ!?」

　突とつ然ぜん頭を抱かかえだしたところで、ジルがその尻しりを蹴け飛とばす。

「土ど壇たん場ばで発ほつ作さを起こすんじゃない、ガイツ。大司教が組んだ手法に今のところ瑕か疵しはないし、このまま進めば無事にタクミを奪だつ還かんできるはずだ」

「あはは……だからって蹴っちゃダメですよ、ジルさん」

　首領として着き飾かざったミルトが、苦笑と共に歩み寄ってくる。

「ルクス様、《鈴蘭》の人員と憲兵の配置は終わりました。もしも暴動や武力行使に出た際は、憲兵隊と連れん携けいして鎮ちん圧あつする手筈になっていますから」

「エルスの代わりまで任せてすまないね、ミルトちゃん。それにしてもよかったのかい？　群衆には下層の人間が多いし、《鈴蘭》が対処したら今後に支障が出るかもよ」

「でも、事前に通達したのに暴力を振るおうとするのは悪いことじゃないですか。それなら多少痛い目に遭あってもらって学んでもらわないと」

「……うん。君は間ま違ちがいなくヴァテルさんの娘むすめさんだね」

「ふふっ。悪い子にはゲンコツというのが父のやり方でしたから」

　そう強したたかに返したところで、ミルトはリーゼに視線を向ける。

　強こわ張ばった表情で身体からだを震ふるわせているリーゼの姿。

「大だい丈じよう夫ぶ……やれることは、しっかりやったのです」

　確実にタクミを救い出だせるように、考えられるべき手は全て打った。

　どこにも瑕疵はないとリーゼも自負している。

　それでも……もしかしたら、と思うと身体の震えが止まらない。

　エルヴィスがそれ以上の手を用意していると考えると、表情が強張ってしまう。

　そんな時――ふわりと、リーゼの身体が抱だきしめられる。

「大丈夫ですよ。リーゼさんはたくさん頑張ったんですから」

　不安を拭ぬぐうように、ミルトが優やさしく言葉を掛かけてくれる。

「ゲルトさんのお店を出てからも、たくさんの人に頭を下げました。大だい工く頭がしらの皆みなさん、医術師の皆さん、用船所の方々に、占星師の皆さん、武具職人の組合員……リーゼさんがその方々に誠意を込めて頼たのんだからこそ、今こうしてたくさんの人が集まってます」

　周囲から聞こえてくる、溢あふれんばかりの喧けん騒そう。

「タクミが慕したわれているのもありますけど……皆さんを集めたのはリーゼさんです。彼を助けたいと動いたからこそ、他の人たちも動いてくれたんです」

　リーゼを勇気づけるように、ミルトは真まっ直すぐ瞳ひとみを見据えながら微笑ほほえむ。

「今回、リーゼさんは皆さんの先頭です。皆さんの上に立つ人間です。だから……そんな風に不安そうにしていてはいけません」

　かつて言われた言葉を、今度はリーゼに告げる。

「上に立つ人間はドンと構える、ですっ！」

　そう、胸に拳こぶしを当てながらミルトは笑った。

　その様子に励はげまされるように、リーゼは顔を上げる。

　震えは既すでに止まっている。『もしかして』なんて不安については考えない。

　力を貸してくれた人々のため、自分に与あたえられた役割を果たす。

　そのために……対たい峙じしなくてはならない人間がいる。

　王城から向かってくる一団、その先頭に見える人ひと影かげ。

　厳格と冷れい酷こく、その二つを体現したかのような人間。

「騒ぎを聞きつけて来てみれば……見知った顔がずいぶんといるではないか」

　関所に辿たどり着ついたところで、冷ややかな氷ひよう刃じんのような言葉を向けられる。

「この騒そう動どうは貴様の主導で行ったようだな――リーゼ・クレスト」

　キアッドと共に自分を縛しばりつけていた人間が、睨ねめつけるように眼光を向ける。

　しかし、以前のように俯うつむくことはない。

　そのままエルヴィスと対峙しながら、リーゼは凛りん然ぜんとした態度で臨のぞむ。

「――わたしたちはッ！　此こ度たびの異端審問に異議を唱えるのです！」

　エルヴィスに向けて高らかに宣告する。

「エルヴィス・フォルテシア公こう爵しやくは、不ふ明めい瞭りような証拠と不当な理由によって奴隷商人タクミを罪人に陥おとしいれ、女神の名を利用して抹まつ殺さつしようと画策しているのですッ!!」

　強者に対して臆おくすることなく、その事実を突きつける。

「不明瞭な証拠の否定材料、殺害動機の有う無む、対象の行動と目もく撃げき証言……そして、彼がリヒテルトに有益な存在であると証明する千二百三十の書状は既に用意してあるのです！」

　多くの人々から借りた力によって、この国に君臨する強者を打だ倒とうする。

　フォルテシアが強大であろうとも、それを超える数によって相対する。

「女王陛下の御み遣つかいとして彼の死はリヒテルトの国益に多大な損害を与えると判断し、彼に恩赦を与えて異端審問そのものの中止を言いい渡わたすのです！」

　そこでようやく、エルヴィスは興味深そうに顔を上げる。

「主張そのものは理解した。しかし拒きよ否ひした場合はどうする？」

「……決まっているのです。不当な理由によって、リヒテルトの国益を意図的に損なおうとする貴公に対して、わたしは大司教としてあなたに宣告します」

　狙ねらいを定めるように、エルヴィスに指先を突きつけてから――




「――エルヴィス・フォルテシアに、異端審問の執しつ行こうを言い渡すのです」




　誰だれかに似た、自信に満ちた笑えみと共にそう宣言した。

　朗々としたリーゼの宣言によって、一気に場が静まり返る。

　三大公……絶対強者であるフォルテシアへの宣戦布告。

　それを年とし端はもいかない少女が宣言したという事実。

　そして――カツン、と杖つえを打ちつける音が響いた。

「……面白い、実に面白い。我わが家名に怯おびえ、家か畜ちくとして過ごしてきた子供が、どこぞの男を真似まねするかのようにフォルテシアへと歯向かってくる……舐なめられたものだ」

　カツン、カツンと……石いし畳だたみに杖を打ちつける。

　これ以上ないほど愉ゆ悦えつに満ちた笑みを湛えながら。

「さて……貴女あなたの要求は奴隷商人に対する恩赦だったか」

「……そうです。彼が国に貢献した実績は大小問わず多く、目立ったものでは元四大商会、アンベルク商会の違い法ほう賭と博ばく等の不法行為を解決した功績を有しているのです」

「なるほど。先の件を鑑かんがみれば恩赦を受けるには十分な功績だ。公おおやけにされていない事実も含めれば、奴隷商人はリヒテルトに多大な貢献をもたらしている」

　エルヴィスの言う公にされていない事実とは、タクミたちが行った奴ど隷れい送そう還かんだ。

　アンベルク商会の件で捕とらえられた異国の奴隷たち。その奴隷たちを元の国に送還し、国家間における摩ま擦さつを事前に回かい避ひしたという事実がある。

「だが――奴隷商人に対する恩赦は認められない」

　そう、エルヴィスは厳然たる口調で告げた。

「それは……こちらの要求を拒否したと受け取って構わないのですね？」

「何か勘かん違ちがいしているようだな、クレスト大司教。先に提示した異端審問の中止という要求は『奴隷商人が恩赦を受けるほどの功績を持つ』という前提に基づいたものだ」

　その言葉の意図が理解できず、リーゼは思わず口を噤む。

　そこへ畳たたみ掛けるように、エルヴィスは数度杖を打ち鳴らした。

「恩赦を受けるほどの人間であれば、異端審問に掛けるのは不適切とし、即そつ刻こく取とり止やめることも検討する。だが……その恩赦が受けられないのであれば話は別だ」

「ッ……恩赦の決定権は、神王国家リヒテルトの君主であるエルリア・リヒテルト女王陛下が有しているのです！　そこにあなたが口を挟はさむことは――」

「私はそういった話をしているのではないのだよ。クレスト大司教」

　リーゼの言葉を遮さえぎってから、エルヴィスは言葉を続ける。

「恩赦の決定権を有するのは女神の血を引く君主のみ……たしかに、エルリア女王陛下はこの神王国家リヒテルトの君主として在らせられる」

　そして、一ひと際きわ大きく杖を打ち付け――




「だが――エルリア様は女神フィリアの血を引く者ではない」




　はっきりと、その言葉を口にした。

　エルヴィスの放った言葉の意味が理解できず、リーゼの思考がその場で止まった。

　やがて、怒いかりで顔を紅潮させながらリーゼは叫ぶ。

「今の発言を撤てつ回かいするのですッ!!　言うに事欠いて、女王陛下を侮ぶ辱じよくするなど――」

「侮辱ではなく、事実を口にしたまでだ。エルリア様は前女王陛下の実子ではなく、当時の女王陛下の側近として仕えていた者の娘だ」

「そんなはずがないのですッ!!　だって……だって、リヒテルトの君主は、女神フィリアの血を引く正当な人間しかなれなくて……」

　混乱する頭を必死に回し、なんとか言葉を絞しぼり出す。

　そんなリーゼに対して、エルヴィスは冷ややかな視線を向けていた。

「十五年前、前女王陛下は賊ぞくの凶きよう行こうによって命を落とされた。そして……賊に誘ゆう拐かいされた姫ひめ殿でん下かについての行方ゆくえは、依い然ぜんとして不明のままだ」

　その事実を口にしながら、エルヴィスは表情一つ変えない。

「女王陛下の暗殺、姫殿下の行方不明……二つの不ふ祥しよう事じが重なっただけでなく、女神の血を引く後こう継けい者しやが途と絶だえたとなれば国の存続に関かかわる。だからこそ、現女王であるエルリア様を姫殿下の代人とし、新たな女王陛下として祀まつり上げたということだ」

「そんな……ウソです。そんなふざけた話が……あるわけ、ないのです」

　エルヴィスの言葉を否定しながらも、その言葉が徐じよ々じよに弱々しくなっていく。

　しかし、その話が偽いつわりであるという希望すらも打うち砕くだかれる。

「ほっほ……クレスト大司教には悪いが、エルヴィスの言葉は真実だとも」

　年老いてシワがれた声と共に、エルヴィスの背後から老人が一歩前へと踏み出す。

　リヒテルト三大公、その『調和』として君臨する人間。

「クラメル卿……ッ！　あなたまでエルヴィスの狂きよう言げんに加担するのかッ!!」

「そうカッカせんでくれ、ルクス卿。我がアドミニスタは『調和』、つまり三大公の中では常に中立というものだということをお忘れかね？」

　激げき昂こうするルクスを宥なだめるように、クラメルは穏おだやかに口くち髭ひげを揺ゆらす。

「奴隷商人の是ぜ非ひはともかく……女王陛下を利用しようとするのならば、それができないように調和を図はかるべきだと判断したものでね」

「この……ッ、日和ひより見みジジイが……ッ!!」

「ほっほ。若わか僧ぞうが吠ほえとるわい。それにワシはエルヴィスに肩かた入いれしたのではなく、今後君が女王陛下を利用して好き勝手しないようにしただけだしのぅ」

　笑いながら、老ろう獪かいは丸眼鏡を直して改めて告げる。

「当時、姫殿下代理に加担した者として、そして三大公アドミニスタの名と女神フィリアに誓ちかって……エルヴィスの言葉は偽りない信実だと宣言しよう」

　もはやリーゼの耳にその言葉は入ってこない。

　二人の言葉が理解できず、何度も頭の中をぐるぐると回っている。

　ただ一つだけ、理解してしまったことがある。

「惜おしかったなぁ……リーゼ」

　まとわりつくような、寒気を覚える声こわ音ねにビクリと身を竦すくませる。

「恩赦があれば、お前が奴隷商人を救い出す可能性もあっただろうにな」

　その冷れい淡たんな声に感情を乗せ、歌うように言葉を紡つむいでくる。

「千を超える奴隷商人の功績……だったな。異端審問の是非を問うため、それらを確かく認にんするまでの時間、そして証拠などの精査も含めれば一ヶか月げつといったところか」

　そんな時間は残されていない。

　国こく賊ぞくを裁く異端審問は、場合によっては国事よりも優先されて執行される。

　執行の猶ゆう予よ期間は七日。しかし既に召命から三日が経たっており、たとえ無理やり引き延ばしたとしても二週間が限界だろう。

「女王陛下の遣いであるお前ならば、奴隷商人を救い出すために必ずそれを利用してくると私は踏んでいた。武力では魔ま法ほう士しに敵かなわず、権力ではフォルテシアには勝てない」

　だからこそ、リーゼは法と女王という手段によってタクミの奪還を試みた。

　だからこそ、失敗してしまった。

「さぁて……頼みの綱つなである女王は偽りで、もはやお飾かざりとしての役割すら消えた」

　全すべてが裏目に出てしまった。

　エルリアの権限で恩赦を与えるだけでなく、書状と証拠の精査という時間稼かせぎの名目まで与えることになってしまった。

「希望は潰ついえてしまったなぁ……リーゼ？」

　エルヴィスの言葉一つ一つが、リーゼの心を蝕むしばんでいく。

　失敗してしまった。助けられなかった。

　その事実を認にん識しきして、視界がじわりとにじみ始め――




『あーあー、マイクテスト、マイクテスト』




　聞き馴な染じみのある、場ば違ちがいな声が響いてきた。

『おいリーゼ、せっかく先頭でカッコイイことしてるんだから泣くんじゃねぇよ』

　エルヴィスとクラメル、そして魔法士団のさらに奥から聞こえる声。

　その場にいる誰もが、その声がした方向へと顔を向ける。

　そこには……変わることのない、自信に満ちた男の姿があった。

「な、んで……？」

　なぜ投とう獄ごくされているタクミがここにいるのか、理解できなかった。

　しかしそれはエルヴィスも同様らしく、タクミの姿を見つめながら硬こう直ちよくしていた。

　だが、一人だけタクミを見て動じていない人間がいた。

「いやぁ、そういえば急いでいたから伝え忘れておったわい」

　口髭を揺らしながら、クラメルが楽しげに笑う。

「ここまで事態が大きくなっては収しゆう拾しゆうがつかないと思ったもんでの。渦か中ちゆうの人間の言葉なら従うと思って、この場に奴隷商人を連れて来ておったのだよ」

『いやぁ助かったよ、クラメル爺じいさん。久々の太陽が眩まぶしくて気持ちいいぜ』

　そんなやり取りをする中、エルヴィスが苛いら立だたしげに杖を突ついた。

「これは……どういうことだ。クラメル卿」

「はて、理由については先ほど説明したがね？」

「異端審問の対象者は執行日まで投獄すると定められているはずだ。それを勝手に連れ出すということは……逃とう亡ぼう幇ほう助じよと見なして構わないということか？」

「いやいや、さすがに国賊を逃にがすつもりはないでの。ほれ、ちゃんと奴隷商人に手て枷かせは嵌はめてるし、見張りも付けておるじゃないか」

　タクミの周囲に数人、背後には数十の憲兵が控ひかえており、手枷を嵌められているタクミに代わって拡声用の魔ま具ぐを当てている。

「あくまでワシが行ったのは事態の収拾目的でな。国の平へい穏おんと安あん寧ねいを何よりも尊ぶアドミニスタの者として至し極ごく当然の行動を取ったまでだ」

　そう言ってクラメルはにたりと笑みを浮うかべる。

　それを見て、エルヴィスは眉をひそめながら魔法士団に告げる。

「……総員、あの国賊を捕とらえろ。不ふ審しんな動きを見せれば殺して構わん」

『そんなせっかちなこと言うなよ、おっさん。俺おれは余計なことを言うつもりはないし、クラメル爺さんの頼み通り事態の収拾しか行わないからよ』

　軽い調子で言いながら、タクミは改めて関所へと向き直る。

『そういうことで集まっている奴やつら全員、俺の言葉をよぉーく聞け』

　そしてタクミは勢いよく息を吸いこみ――




『キアッド・フォルテシアを殺したのは、この奴隷商人タクミだッッ!!』




　全ての人間に聞こえるように、あらんかぎりの大だい音おん声じようを響かせた。

　静まり返っていた一同が、さらに静まり返った。

　それどころか、エルヴィスが持っていた杖を落とす始末だった。

　カランと杖が倒たおれる音が響いたところで、タクミは再び声を張り上げる。

『ほら、そういうことだから解散しろ。ただでさえ下層の奴らは金が無いんだから、こんなところで油売ってないで仕事してこいっての』

「ま、待つのですっ！　あなたは自分が言った言葉の意味を理解しているのですか!?」

『キアッドを殺したってところか？　そりゃまぁ俺が殺したって言われても仕方ないと思うし、それで罪に問われるって言うなら納なつ得とくじゃないか？』

　普ふ段だんと変わらない調子で、タクミはそう語る。

　しかしその言葉は最悪と言っていい。

　今まではキアッド殺害の容疑でしかなく、決定的な証拠があればタクミは容疑を免まぬがれ、異端審問を中止にすることもできた。

　だというのに、タクミはその選せん択たく肢しを自ら潰した。

「おい……ウソだろタクミさんよぉッ!!　脅おどされて無理やり言わされてるんだろ!?」

『ああ？　ゲルドの旦だん那なじゃないか。銃じゆう匠しようの工こう房ぼうを放ほうり出して何やってんだよ。というか、本当にすげぇ集まってるな。よく三日でここまで集めたもんだ』

　ノンキな言葉と共に、タクミは関所に集まっている面々を眺める。

『なになに……大工の棟とう梁りよう、医術師の兄ちゃん、銃匠の旦那に、用船所のバカ共、それに占うらない師しのねーちゃんたちと、武具職人のおっさんたちまで揃そろってるじゃねぇか。下層が丸ごと引ひっ越こしてきたみたいだな』

「全員あんたを助けるために集まったんだよッ!!　あんたを知ってる中層の奴らだって集まってくれたし、上層にいる貴族様だってタクミさんは無実だって言ってんだッ!!」

　ゲルドの叫びに呼応するように、群衆が口々に言葉を発する。

　状じよう況きようが再び激化し、もはや暴徒と化す寸前となった時――

『――お前たちは二年前の出来事について覚えているかッ!!』

　あらんかぎりの大音声によって、群衆の言葉を無理やり掻き消けす。

『下層を立て直した、ヴァテル・ファミリエの水すい葬そうだッ！　お前たちは確かに毎度バカをやって騒さわぎを起こしてたが、死に往ゆく人間には敬意を表して送り出しただろうッ!?』

　変わらぬ笑みを湛たたえながら、タクミは声量を落として告げる。

『だから……俺も静かに送り出せ。ヴァテルは悪いことをした人間に対して、反省するまでゲンコツでブン殴なぐっただろ。俺もそれを受けるってだけの話だ』

　それはタクミ自身が、異端審問を受け入れるという意思を込めた言葉だった。

『みんな、わざわざ集まってくれてありがとうな。リーゼもよく頑張ったじゃないか、正直に言って、ここまで成果を上げてくれたのは嬉うれしい誤算ってやつだ』

　どこまでも変わらない笑み。

　その笑え顔がおを見て、もはや誰だれ一人ひとりとして声を荒あららげる者はいなかった。

　ある者はただ静かに佇たたずみ、ある者はすすり泣き、ある者は嗚お咽えつに耐たえていた。

　その様子をしばらく見つめてから……タクミは口を開く。

『おっさん、これで俺の言いたいことは終わった。他の奴らはしばらくすれば解散するだろうし、さっさと俺を牢ろう屋やにブチ込んでくれ』

「……この場は、貴様に敬意を表して意図を酌くんでやろう」

『俺の意図だって？　まったく本当に疑うたぐり深ぶかいおっさんだな』

　しばらく、エルヴィスは無言のままタクミを見つめていたが……やがて目を伏ふせる。

「……魔法士団、憲兵と共にその男を護送して投獄しろ」

「し、しかしエルヴィス様！　関所に集まった者たちが――」

「あの者たちの戦意は削そがれた。他でもない……奴隷商人の手でな」

　そう告げてから、エルヴィスは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくすリーゼに告げる。

「結局……お前は最後まで奴隷商人に助けられたな」

　リーゼもその事実を正しく理解していた。

　タクミが罪を認めたのは、この場に集まった人間を救うためだ。

　恩赦を得るためにリーゼと下層の人間で集めた、無実の証拠と千を超こえる書状。

　もしもタクミが罪を認めず、異端審問によって処しよ刑けいされたら……その後、証拠集めと書状を記した者たちは国賊に加担した者として罪を受けることになる。

「奴隷商人が罪を認めたため、恩赦の件や此度の騒動は意味を為なさなくなった。我々は異端審しん問もんの準備を進めるべく、これ以上無む為いな追つい及きゆうを行うつもりはない」

　エルヴィスの言葉は、「この場にいる全員を見み逃のがす」といった意味だった。

　それは身を挺ていして罪を引き受けた人間に対する敬意だったのかもしれない。

　最後まで、タクミは自分ではなく他人を救うことを選んだ。

「奴隷商人タクミの異端審問は……滞とどこおりなく決行される」

　そう告げてから、エルヴィスは踵きびすを返して王城に戻もどっていく。

　その背中を……リーゼはただ、黙だまって眺めていることしかできなかった。




◇




　最上層前の関所に集まった人々を解散させた後。

　一同は下層にある《鈴蘭》の事務所に戻っていた。

　しかし面々の雰ふん囲い気きは一様に暗く、どこかどんよりとした空気が漂ただよっている。

『……黙っていて、申し訳ありませんでした』

　そんな空気の中、魔具を通してエルリアの声が聞こえてくる。

「念のために確認しますが……エルヴィスの言葉は真実ですか？」

『……はい。私は前女王陛下の実子ではなく、女神の血を引く人間ではありません』

　ルクスの問いに対して、エルリアは弱々しくも明言した。

「しかし前女王陛下暗殺より前から、姫殿下の生誕は公布されていたはずです」

『前女王陛下は子宝に恵めぐまれない方でした。しかし女神の血を引く後継者が生まれないとあっては、国民に無用の不安を抱いだかせてしまう……だからこそ、前女王陛下は先じて姫殿下の生誕を公布したのです』

「その場合、本当の姫殿下が生まれた時にはなんて発表するはずだったんだい？」

『訃ふ報ほう、といった形で存在しない姫が亡なくなられていたでしょうね。公布の際に姫殿下は身体が弱いため、大事を取って表に出ないとも公表されてましたから』

「……なるほど。僕も当時から王城に出入りしていたけど、姫殿下の姿を見たことは一度も無かった。側近の娘だったエルリア様は遠くから何度か見かけていたけどね」

『ルクス、もう私に様をつける必要なんてありませんよ？』

「こりゃ失敬。僕にとってはエルリア様が慣れ親しんだ女王様なものでね』

　自じ嘲ちよう気味に言うエルリアに対し、ルクスはおどけながら答える。

『それに……言い訳となってしまいますが、まさかエルヴィスがこの事実を公にするとは考えてもいませんでした』

「そうだねぇ。仮に僕が全て知ってたとしてもエルリア様と同じ事を言うよ。なにせ国の根幹、しかも行く末まで影えい響きようする事実だ」

　エルリアが女神の血を引いていない。

　その事実については緘かん口こう令れいが敷しかれたが、それにも限界がある。

　もしもその事実が国全体に広まれば……神王国家リヒテルトは崩くずれかねない。

　だからこそ、エルヴィスがその事実を公にしたのが不可解だった。

「逆に言えば、それだけクレスト大司教の策が懐ふところに迫せまっていたとも考えられるけどね」

「でも……彼を助けることはできなかったのです」

　ぽつりと、リーゼは椅い子すの上で膝ひざを抱えながら言う。

「それどころか、わたしがやったのは彼を追おい詰つめただけなのです」

　覆くつがえされたリーゼたちを助けるために、タクミは自身の罪を認めた。

　それを再さい認にん識しきした瞬しゆん間かん、じわりと瞳に涙なみだの膜まくが広がっていく。

　そんな時――不意に、ミルトが小さく手を挙げた。

「ええと……たぶん、リーゼさんがやったことについては問題ないと思いますよ？」

「……別に、慰なぐさめてもらわなくてもいいのです」

「いや、タクミは大丈夫って言ってましたから」

「…………えと、どういうことです？」

　わけがわからず、リーゼはこくんと首を傾かしげる。それはルクスも同様らしく、怪け訝げんそうに片かた眉まゆを上げていた。

　しかし、ジルやガイツといった《鈴すず蘭らん》組は理解しているようだった。

「もしかしたらあの場で捕とらえられる可能性もあったのに、タクミはゲルドさんの名前を呼びました。身元がバレる可能性を考えると、普段のタクミは絶対やりません」

「……それでもあいつは続けて大工や医術師など他の職業まで挙げた。それだけでなく、一度は呼んだゲルドを繰くり返かえし挙げている」

「あ、あれだけ大勢いた中で、その職を限定して呼んだということは……つまり、その言葉に何かしらの意味を持たせているということでして」

　そう《鈴蘭》組が語ったところで、リーゼはタクミが挙げた職業を思い返す。

　大工、医術師、銃匠、用船所、占い師、武具職人。

「それらの頭を繋つなげると――『だいじょうぶ』と、なるわけです。あまり子細にするとエルヴィス卿に勘かん付づかれると思って、簡単な一言にしたんでしょうね」

「つまり……君たちはタクミくんがまだ何かやる気だと言うのかい？」

「はい。そうなんです……そうなんですけどぉ……」

　ぱたりとミルトが力ちから尽つきるように突っ伏ぷす。ジルやガイツも同様に渋じゆう面めんを作っている。

「リーゼさんの行動が何かしらに繋がっているとは思うんです。だけど結局、タクミが何をするつもりなのか私たちにもわからなくて……」

「カリンくんに聞いてみたらどうだい？　彼かの女じよなら何か知ってるかもしれないし」

「ええと、カリンも何も聞いていないそうで……」

「…………クノンくんは？」

「肉料理のソースについて熱く語ったとしか……」

「なんでもっと他の話をしていないんだよ……」

　頭を抱えながらルクスが胃を押おさえ始める。全く同じ反応をするあたり兄妹きようだいだ。

「せめてタクミが何をしようとしているかわかればいいんですけど――」

　そうミルトが口にした時、控え目めなノック音が響ひびいた。

「えっと……お話し中にすみません。頼まれていた書状を集めてきたんですけど……」

　恐きよう縮しゆくした様子で、リリアがドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせてくる。その背後には大きな袋ふくろを背せ負おっているキルファの姿もある。

「ああ、ご苦労さまです……お二人もこちらで休んでください」

「い、いいんですか？　ルクス様がお見えになってるのに……」

「ああ、僕ぼくのことは気にしなくていいから。今の僕は胃を押さえる置物だから」

　ルクスが力無くひらひらと手を振ふったところで、二人も執しつ務む室しつに入ってくる。

　そして溜ため息いきをつきながらキルファがどかりと袋を下ろした。

「……こいつらを全部処分……焼しよう却きやく…………はぁ」

「すみません、キルファさんたちは夜通し書状の代筆をしてもらったのに……」

「いえ、俺はタクミの無む茶ちやによく付き合ってるので大丈夫です。写本師以外にも知り合いの聖本装そう飾しよく師しや、文字を書ける奴ら全員を呼んでありましたしね」

　そうキルファは言うが、眼鏡めがねの奥おくにはくっきりとしたクマができている。

「それに、タクミがよく言ってきた無茶と比べたら楽なもんですよ。上役に渡すから聖本の複写に特とく殊しゆなインクを使えとか、綴とじ紐ひもの穴はこの間かん隔かくだとか……しかも、他にも山ほど仕事がある中で細かい注文を付けられたから苦労しましたよ」

　それを聞いた瞬間、リーゼが跳はねるように頭を上げた。

「キルファさん、今のもう一度教えて欲ほしいのです」

「……ええと、タクミからの注文をですか？」

「そうなのです。覚えている限り、注文の内容を事細かく教えて欲しいのです」

「任せてください、クレスト大司教！　記き憶おく力りよくには自信があるので全部覚えてます！」

　先ほどまで疲つかれ切きっていた様子はどこへいったのか、キルファは活いき活きとした様子で紙とペンを手に取り、タクミから受けた注文を記し始める。

「……リリアさん、なんで突然キルファさんは元気になったんですか？」

「えっと、キルファって聖せい本ほんの複写しながら法則式の勉強をしてるみたいで、その時に一番参考にしたのがクレスト大司教の法則式なんだそうです」

「あぁー……そういえば、前の歓かん迎げい会かいで二人とも盛り上がってましたね」

　ミルトとリリアがひそひそと会話する中、キルファは異様な速さで手を動かしていく。

「これがタクミから受けた聖本複写の注文です。紙の種類、インク配合、綴じ紐、書式文体細かく入れたら、合計で三十六項こう目もくでしょうか」

「……違ちがいます。千七百二十八なのです」

「…………は？」

　リーゼの言った意味がわからず、キルファは不思議そうに目を丸くする。

　それを無視して、リーゼは書き記された内容にジッと目を凝こらす。

「キルファさん、この他にタクミさんから受けた複写依い頼らいはあるのですか？」

「……定期的にやっていたので、これ以外にあと十一件あります」

「なら、その依頼内容も全部写してください。あと、この複写に装飾を施ほどこした聖本装飾師を見つけ出して、図面と注文書を持って来させるのです」

「装飾師については……いや、細かい指定があったという依頼に絞れば、知り合いの装飾師から辿れるかもしれません。リリア、悪いがエクリールさんのとこで聞いて来てくれ。俺の名前とクレスト大司教の名前を出せば対応してくれる」

「う、うん！　それじゃ急いで行ってくる！」

　二人の気き迫はくに圧され、リリアがぱたぱたと執務室から出て行く。

「ミルトさん、メモに使うので大量の紙とインクを用意してください。ムスッとした怖こわい人とビクビクおじさんはタクミさんが製本のために仕入れた材料を洗い出すのです」

「……ガイツ、俺はそこまで怖いか？」

「いやジル殿どのは威い圧あつが……それに、ビクビクおじさんよりマシでしょう」

　互たがいに顔を見合わせながらも、ジルとガイツが資料の収集に取とり掛かる。

「それと念のため確認するのです。タクミさんが聖本を持っていたことはありますか？」

「いや……俺は少なくともないですね。それにあいつ、『聖本の中身は全部覚えたし、邪じや魔まになるから捨てちまった』とか言ってましたから」

「……この上ないほどバチ当たりな人なのです」

　しかし、以前タクミは聖本に書かれている内容を暗唱した。つまりキルファの言葉通り、タクミは聖本を一いつ切さい必要としていない。

　それならば、なんのために聖本の複写を行ったのか。

「キルファさん、最後に複写を行ったのはいつ頃ごろですか？」

「たしか……《鈴蘭》が大商会になる少し前でした。あの頃はやたらと聖本の複写依頼が来ていて、タクミに恨うらみ言ごとを吐はきながらやってましたから」

「それは聖職者たちが聖本の入いれ替かえを行う時期だったからです。聖職者の聖本は十二年周期で新調することが定められているのです」

「……十二年？　どうしてそんな半はん端ぱな年数なんだい？」

　ルクスにそう尋たずねられ、リーゼは手を止めることなく答える。

「十二という数字は法則式において重要な意味合いを持つのです。旧時代に存在した十国が滅ほろび、新たに二つの国が生まれた……それらを合わせた十二という数字は破は壊かいと再生、完全なる数字として、形を変えて様々な法則式に組み込まれるのです」

　ベクトから渡された設計図と『記念すべき十二番目』という言葉。

　それらがリーゼの中で引っ掛かっていた。

　しかし、キルファの記した注文を見て確信した。

「キルファさんが受けた注文は単純に見れば三十六項目ですが、法則式の意味合いを持っていると考えて各項目を組み合わせると、千七百二十八の意味を持つのです」

「……今の内容を聞いただけで、そこまで弾はじき出したんですか？」

「当然なのです。わたしは天才なのですから」

　普段の調子に戻ったように、リーゼはふふんと不敵な笑みを作る。

「つまりクレスト大司教、君は彼かれの思おも惑わくがわかったのかい？」

「まだなんとも言えないのです。聖本装飾でも何か仕込んでいそうですし、そちらは造形や象しよう徴ちよう物ぶつを使って意味を作るので、解読するとしても時間が掛かるのです」

　ひたすら紙に書かき綴つづりながら、リーゼは明言する。

「だけど……彼が聖本を使って、何か目もく論ろんでいるのは確実なのです。そしてそれは必ず、彼が異い端たん審しん問もんで行おうとしていることに繋がるはずです」

　異端審問は被ひ告こく、そして大司教以上の位を持つ十二名の聖職者の下もとで執とり行おこなわれる。

　そして……まず最初に、聖本を開いて女め神がみへの宣せん誓せいを行う。

　そこで何かが起こるように、タクミは何かを仕組んでいる。

「法則式の天才の名に懸かけて……必ず、それを見み抜ぬいてみせるのです」

　そう意気込みながら、リーゼはひたすらペンを走らせ続けた。




　そして一時間後。

「うっ……ひっく、うぅ……うぅぅぅぅぅぅぅっっ!!」

　法則式の天才が悔くやしげに涙を流して唸うなっていた。

「なんなのです、このぐにゃぐにゃした文字っ！」

「たしか前にタクミから『ひらがな』とか言われた文字だったような……」

「どこの大陸ですかっ！　それはどこの大陸文字なのですかっっ!!　さっきキルファさんが言った『カタカナ』と何が違うと言うのですかっ!?」

「あいつの国の文字で音はわかりますけど、法則式上の意味までわかりませんよ！」

「それでもあなたは法則式を学んでいたのですかっ！　あとなんでここに『月』と『狼おおかみ』が当てはまるのですか!?　これだと他に干かん渉しようするんですよっっ!!」

「俺はこの『虎とらと猿さると蛇へび』の解読で手いっぱいなんです！　あとすみません！　ここにある『剣けん』ってどこの意味に掛かかってるのか教えてください!!」

「そこは『剣』に重なる意味を半分に割って別に足すという意味なのです！」

　もはや言い合うように、リーゼとキルファが並んだ図面の解読を進める。

　キルファの書き起こした注文については、早々に解読することができた。

　十二冊分とはいえ、聖本の中身自体は全て一いつ緒しよで変わらない。そのため、インクや紙の種類などでそれぞれに意味を持たせていることがわかった。

　だが、問題はリリアが持ってきた聖本装飾の図面だった。

「ええと、私にはわからないんですけど……そんなに難しいんですか？」

「難しいどころか……なんで法則式が成り立っているのか理解できないのです。しかも意味を悟さとられないようにダミーまで重ねて仕込まれているのです」

「もしかして……聖本は無関係だったとか？」

「いえ、断だん片ぺん的てきにわたしの知ってる法則式が組み込まれているので、何かが組まれているのは間ま違ちがいないのです。ここまで厳重ということは絶対に意味があるはずなのです」

　ミルトの言葉に答えてから、リーゼはぐしぐしと目元を拭ぬぐう。

「キルファさん！　ダミー排はい除じよの共通法則式を組んだのでそれを当てはめるのです！」

「ほんとですか!?　よく解読しながら組み上げましたね！」

「わたしは天才なので余よ裕ゆうなのです！」

　そんな二人を、手て持もち無ぶ沙さ汰たな面々はただ眺ながめていることしかできない。

「いやぁ……仮にも三大公なのに、僕ってなんだか無能だなぁ……」

「あはは……私もリーゼさんたちの食事を用意することしかできなくて……」

　奔ほん走そうしたリリアや、資料整理をしているジルやガイツにも軽食を用意しながら、ミルトは困ったように笑う。

　そんなミルトに苦く笑しようを返してから、ルクスはまとめられた資料を見る。

「まったく……彼は一体何をどこまで考えているのやら」

　複写に使ったインク、紙、綴じ紐……そして装飾についても細かく指定がされており、使用する金属や素材含がん有ゆう量りようまで細かく定められている。

　しかし、ルクスが眺めているのは内容の詳しよう細さいではない。

　それらの材料や道具を揃えた日付。

　その日付は最も古いもので――七年前。

　つまり、タクミは七年前から準備を進めていたことになる。

　逆に言えば……七年前から、この事態を想定していたということ。

　自らが捕らわれ、異端審問に掛けられることまで、余すことなく。

　そしておそらく、この先についてもタクミは全て想定している。

「……本当に、エルヴィスの言う通りだったよ」

　タクミを御ぎよして利用するなど、見けん当とう違ちがいも甚はなはだしかった。

　その考えを掴つかもうとするどころか、その動きすら利用されている錯さつ覚かく。

　誰しもが手のひらで踊おどらされ、無意識の内に従っている。

　それはまるで――奴ど隷れいのように。

「……いや、そう言うにはやり方が優やさしすぎるかな」

「ええと？　どうされたんですか、ルクス様？」

「いいや、なんでもないよ。さて……ここで僕にできることはないだろうし、先に王城に戻って憲兵たちと一緒にエルリア様の警護を――」

　そう言いながらルクスが腰こしを上げた時――

「――や、やったのですっ！　一冊、一冊目が終わったのですっ!!」

　嬉き々きとしたリーゼの声が室内に響いた。

「法則式の起動条件をようやく見つけたのですっ！　これがわかれば、あとは逆算で意味合いを解いたり、他の本との関連性も見いだせるのですっ!!」

「ほんとですか!?　さすがですね、クレスト大司教ッ!!」

「当然なのですっ！　天才に不可能なんてないのですっ!!」

　あまりにも嬉しかったのか、リーゼとキルファがその場で手を取り合い、やんややんやと踊るようにくるくる回り始める。

「この起動条件から見て、飛ぶのはそこのページで……なるほど、『月と狼』は一度相そう殺さいするために使うものだったのですか。それで空いた箇か所しよに別の意味を当てはめて――」

「り、リーゼさん？　それでタクミは何をするつもりなんですか!?」

　不意に固まったリーゼを見て、ミルトがせっつくように尋ねる。

　そして――そのまま、リーゼはぱたりと地面に倒れた。

「リーゼさんっ!?　どうしたんですか!?」

「バカなのです……あの男は正しよう真しん正しよう銘めいの大バカなのです……」

　精根尽き果はてたように、リーゼは倒れたままうわ言を呟つぶやいている。

「女神と旧時代の英えい雄ゆうたちを冒ぼう涜とくする行こう為いなのです……」

「クレスト大司教ッ！　それで彼は何をするつもりなんだ!?」

　ルクスが焦あせった様子で尋ねたところで――リーゼはその内容を口にした。

　それを聞いた瞬間、ルクスが机に向かって勢いよく頭を打ちつけた。

　ミルトもぽかんと口を開け、そのまま呆然としていた。

「僕も野心というか、いつかフォルテシアを超えようとかは考えてたけどさ……」

「最悪なのです……わたしが失敗していることまで想定してるあたり最悪です……」

　他の面々も似たような反応で、誰だれもが言葉を失っていた。

「ミルトさん……エルフさんたちに通信を繋いで欲しいのです……」

「わ、わわわかりました！　ま、前に言っていた魔具ですよねっ？」
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　ミルトが慌あわてた様子で執務室にある魔具を手に取り、そのまま通信を繋げる。

「あっ、あっ！　か、カリンですよね？　これって繋がってますよねっ!?　そ、そそそんな場合じゃないんですっ！　ええと、そのっ、リーゼさんを手伝って、下層の人とか中層の人とか、他にも貴族とかもなんですけどっ!!」

　慌てて口走ってから、深呼吸を繰り返して息を整える。

「タクミが……タクミが、やらかすつもりなんですよぉぉおおおおっ!!」

　そう魔具に向かって叫さけんだ直後、

　ぽふんと間ま抜ぬけな音が起こり、魔具から煙けむりが上がった。

「え？　あれっ？　カリン？　聞こえてますかカリンーっ!?」

　ミルトが必死に呼びかけるが、魔具から応答する声はない。

　そんなミルトの様子を見て、キルファがふらふらと魔具の調子を確かめる。

「……壊こわれてますね。しかもこれ、法則式が全部吹ふき飛とんでるんですけど」

「わ、わたっ、私が何か変なことしちゃって……キルファさん直せますかっ!?」

「いや俺じゃどうしようもないですって！　簡単な魔具ならともかく、この魔具を組み上げたのってクレスト大司教なんでしょう!?」

「ど、どどどうしましょうリーゼさん!?　リーゼさぁぁぁぁんっ!!」

　泣きながら床ゆかに倒れるリーゼを抱だき起こし、ガクガクとその身体からだを揺する。

　しかし、リーゼは力尽きたかのようにぷらんぷらんと揺られるだけだった。

　リーゼが起きるまで、この混こん沌とんとした状況はしばらく続いた。







四章　神獣







　ミルトからの通信が切れた後、しばらく待っても再び通信がくることはなかった。

「それにしても、さっきのミルトはなんだったのかしらね」

「……いや、なんだと言われたら、私はこの状況のことを言いたいんだが」

　湯の中に口をつけ、エルスがぶくぶくと息を吐く。

　レナント村にある温泉。

　村まで三日の行程を掛けたため、カリンたちは温泉に浸つかって身体を休めていた。

「んんーっ……温泉って初めてだけど、案外気持ちいいわねぇ」

「うぅ……熱い。他の湯治場と比べて、ここの温泉は少し熱すぎじゃないか？」

「ここの水脈ってメルド山脈の地下も通ってるし、たぶん魔ま力りよく狂ぐるいの磁場が水質に溶とけてるんでしょうね。エルスは人間だから影響があるんでしょう」

「…………え、それって大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ここに流れて来る間に磁場は薄うすれてると思うわよ？　むしろ澱よどんだ魔力溜だまりをほぐしたりするから、身体の調子は良くなるでしょうしね」

　たしかに熱いと感じるものの、身体の調子は不思議と悪くない。おそらく村人たちもそういった効能を目当てに温泉を利用しているのだろう。

「そもそも……私たちまで温泉に入らなくてもよかっただろう」

「だってバカとアホだけじゃ不安だもの」

　仕切られた向こう側から、エイグル、レヴィン、シグルドの談だん笑しようする声が聞こえる。

　温泉に向かうと言ったシグルドの動向に合わせて二人も無理やり同行させて、万一に備えてクノンが応対できるようにしたが――

「うあああ……わだじのしっぼがぁぁぁぁ……ツヤツヤの毛並がぁぁぁ……」

　しかし肝かん心じんの戦力であるクノンは、湯の中で号ごう泣きゆうしていた。

「風ふ呂ろくらい静かにしていろ、狼おおかみ娘むすめ」

「だいぢょうさぁぁぁぁん……わたしもう上がりたいですよぉぉぉ……」

「私を利用してまで温泉に来たんだ。その報むくいだと思っておけ」

　温泉へと向かう際、村人たちは当然良い顔をしなかった。そこで再びフェアシュタットの家名を出だし、半ば無理やり入浴についての許可を取り付けた次し第だいである。

「見ないでください……こんなに貧相になった尻尾しつぽを見ないでください……」

「いや……尻尾が濡ぬれただけだろ？」

「隊長さんはわかってません！　わたしたち狼人にとって、尻尾の毛並とツヤと大きさは誇ほこりなんですよ！　屈くつ辱じよくです、こんな尻尾になるのは屈辱なんですよっ!!」

「お前は風呂に入る度たびにそんなことを言ってるのか？」

「クノンは風呂に入る度に言うわよ。それに尻尾が濡れるからって風呂どころか水浴びすらしようとしないし、毎度あたしが無理やり入れてるのよ」

「別にいいじゃないですかっ！　濡れたタオルで身体を拭ふけばっ!!」

　ぷりぷりと怒おこるクノンを宥なだめるように、エルスがぽんと肩かたに手を置く。

「わかったわかった。その尻尾を洗ってやるから機き嫌げんを直せ。私もずっと温泉に入っていたら……なんだか悲しい気持ちになってきたからな」

「まさか……隊長さんにも立派な尻尾が？」

「いや無いから。私は人間だから。そうじゃなくて……こう、まさか湯の上に浮くものなのかと衝しよう撃げきを受けただけだ……」

「……なんであたしの方を見るのよ？」

　湯に浸かるカリンと……身体の一部に視線を向けてから、エルスが溜息をつく。

「カリンはおっぱいを浮かせて、『肩が軽くなったわ』とか言いますからね……」

「いや言ったことないでしょ。それに大きいと伏ふく射しや姿勢の時に邪魔なだけよ」

「でも、前にタクミが胸の大きい子が好きって言った時は嬉しそうに――うあああッ!?　なんで尻尾にお湯を掛けるんですかっ!? 　やめてください萎しぼみますからっ!!」

「尻尾を濡らしておけば、しばらく余計なことは言えないでしょう……っ！」

「……お前たち、純じゆん粋すいに楽しんでないか？」

　石の敷き詰められた地面に移動してから、エルスは小ぶりな椅子と石せつ鹸けんを手に取る。

　そしてクノンの尻尾をわしゃわしゃと洗いながら、気になっていたことを尋ねた。

「ところで……魔ま獣じゆうたちの動きは把は握あくしてるのか？」

「把握どころか、順調に殲せん滅めつしてるところよ？」

　言いながら、カリンは手に嵌はめられた魔ま具ぐを見せる。

「討とう伐ばつ件数は五十件弱、その全部が獣じゆう竜りゆう種で例年の出現より少し多い程度ね。これだけだったら普ふ通つうに討伐して終わりってところだけど……」

「……魔獣が普段と違う挙動を取ったというところか？」

「そうね。てっきり食しよく糧りよう不足で山を越えてきたのかと思ったけど、餌えさを使った罠わなには一切見向きもしない。それにこっちの攻こう撃げきを無視してひたすら逃にげようとしたそうよ」

　魔獣は野生における頂点であり、極きわめて獰どう猛もう、野生動物のみならず人や亜あ人じんにも容よう赦しやなく襲おそい掛かるのが一いつ般ぱん的てきである。

　今回見かけている獣竜種もその例に漏もれず、人や家か畜ちくを狙ねらう小型魔獣のはずだった。

　しかし、レナント村の周辺で動物が食い散らかされた形けい跡せきはほぼ無く、他の集落についても魔獣による大きな被ひ害がいは確かく認にんできなかった。

　そんなカリンの言葉を聞きながら、エルスは思いついたことを口にする。

「もしかしたら……魔獣はシグルドから逃げていたんじゃないか？」

「……どういうこと？」

「シグルドは魔ま獣じゆう狩がりをしている男だ。魔獣討とう伐ばつをした後ならその匂においが付いているだろうし、魔獣は野生動物と違って一定の知能を持っているからな」

「……なるほど。その匂いを嗅かぎつけて、獣竜たちが逃げてきたってことね」

「私の推測でしかないけどな。シグルドについては他にも妙みような噂うわさがあったりするし、はっきり断言できるものじゃないよ」

「…………噂？」

　カリンが首を傾げたところで、エルスは噂を思い出すように顔を上げる。

「なんだったかな……魔獣がいるところに必ずシグルドが現れるとか。魔獣狩りが通った後には他の魔獣が出やすくなるとか……と言っても、後者については魔獣が消えて、その縄なわ張ばりに新たな魔獣が来ただけだろうけどな」

　そうエルスは冗じよう談だん混じりに語るが、カリンはその内容を聞いて考え込んでいた。

　そして何かに思い至ったのか、苦々しい表情を作った。

「ねぇエルス……魔獣の知能ってどの程度か知ってる？」

「私は詳くわしく知らないが……獣けものより少し上くらいか？」

「小型魔獣だったらそれくらいでしょうね。だけど……中型は人間と同等、それに大型に至るまで生き残った魔獣なら人間なんかより遥はるかに知能が高いのよ」

　俗ぞくに言う神しん獣じゆうが魔ま法ほうを扱あつかえるという点も、その知能の高さに基もとづいている。

　魔獣も人間と同様、魔法を使うには法則式が必要となる。法則式自体は人間と異なるが、法則式の存在を理解し、それを実行するだけの知能を有している。

「総員、持ち場から離り脱だつ。集結地点で各隊と合流後、編隊を組んで大規模戦せん闘とう態勢」

　湯から上がり、カリンは飛沫しぶきを払はらいながら魔具に向かって告げる。

「ちょ、ちょっと待て！　いきなりどうしたんだ？」

「今から魔獣が来るから迎げい撃げきするのよ。あたしたちの保証人として連れてきたけど、エルスにも戦闘に参加してもらうからそのつもりでいてね」

「あー、やっぱりそうですか。あの男が言ってたので考こう慮りよしてたんですけど」

　ぶるるっと尻尾を震ふるわせ、クノンが水気を勢いよく払う。

　しかし、エルス一人はいまだに理解できていないままだった。

「だからっ！　せめて私にもわかるように説明してくれっ！」

「別に難しい話じゃないわよ？　あなたがここへ来る前に思ったことと同じだもの」

　タオルで水気を取り、服に袖そでを通しながら答える。

「身内が殺されたと知ったら、殺した人間を恨むのは至し極ごく当然。そして恨みを抱くのは人間だけじゃなくて……知性を持つ魔獣だって同じってことよ」

　そう告げた直後、エルスの耳に魔具を通した音声が響く。

『――せ、斥せつ候こう隊たいっ！　撤てつ退たい行動中にメルド山脈山間で敵てき影えいを確認したのですよぉっ！』

「クロリス、三感報告で魔獣の数を可能な限り報告しなさい」

『し、視し認にんは炎えん竜りゆう種の小型が約三百、中型については十五っ！　匂いは対象の匂いが強すぎて観測不可、揺ゆれによる確認も数が多すぎてわからないですよぉ！』

「揺れについては……数だけじゃないんでしょうね」

　言いながら、カリンは遥か先に見えるメルド山脈の頂を見る。

　その方向は――不気味なほどに明るかった。

　既すでに夜が回って長いというのに、山脈の頂は赤い靄もやが掛かったかのように明るい。

　そして山やま肌はだには血を垂らしたような紅くれないがゆっくりと下っている。

　その軌き跡せきを遡さかのぼるように、カリンが空を見上げた時――

　巨きよ大だいな頭が顔を覗かせた。

　炎ほのおを纏まとう、白銀に輝かがやく竜りゆう骨こつ。

　山頂から覗かせた顔には皮ひ膚ふや筋肉がなく、白銀の頭骨が露ろ出しゆつしていた。

　頭骨だけではない。僅わずかに見える前まえ脚あしにも肉は一切なく、紅々とした炎によって足あし下もとを焦こがし、その熱によって溶けた岩石がドロドロと流れていく。

　眼球のない眼がん窩かの奥には怪あやしく蒼あお白じろい光が揺らいでおり、そこから感じ取れる生命の意思だけがその存在を『生物』たらしめている。

　あまりにも異様で、あまりにも巨大で、生物の本能的に畏い怖ふを抱く存在。

　その炎を纏う竜骨は天を仰あおぐように尖とがった鼻を突つき出していたが――ゆっくりと、その首を下ろして山頂から眼下を睥へい睨げいする。

　その一いつ瞬しゆん、カリンは竜骨と目が合い――




　カラカラカラカラ――と、と竜骨が嘲あざ笑わらうように音を立てた。
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　カリンたちが村に戻もどった時、既に村人たちは蜂はちの巣を突ついたように騒さわぎ立たてていた。

「村長ッ！　魔獣……魔獣の群れが来てるんだよッ！」

「それだけじゃないわッ！　それ以上に大きい魔獣だって来てるのよッ!?」

「シグルド様はッ！　シグルド様はどこにいるんだッ!?」

　村人たちが殺さつ到とうする中、ライゼルはただ狼ろう狽ばいしながら声を荒あららげる。

「落ち着けッ！　シグルド様もこの事態に気づいておられるッ!!」

　そう叫んだ直後、戻ってきたシグルドを見て、縋すがるように駆かけ寄よっていく。

「シグルド様ッ！　魔獣が、大型魔獣がこちらに向かってきておるのです！」

「あー……そうみてぇだなぁ。すげぇ、あいつ超ちようデカイじゃねーか」

　ノンキな様子で応対するが、その表情はにわかに険しい。

「前に魔法士団がブッ殺した奴やつと同じくらいか。こいつはさすがに、いつも通りブッ殺すってわけにはいかなそうだな」

「し、シグルド様でも対処できないのですか!?」

「そりゃそうだろ。神獣って呼ばれてるだけあって、大型魔獣は正真正銘のバケモノだ。負ける気はねぇが、絶対に殺せる自信ってのはねーよ」

　戦意こそ衰おとろえていないが、シグルドの表情は険しい。

「それに雑魚ざこと中型までいるってのがなぁ……。神獣だけ相手にするってわけにはいかないだろうし、中型を全員ブッ殺してから大型の相手だな」

「そ、その他の魔獣は？　他にも多くの魔獣が押し寄せているんでしょう!?」

「ああ？　そこについては知らねーよ」

　村人の言葉に対し、シグルドは素す気げ無ない言葉を返す。

「こっちは雑魚なんざ相手にしたくねぇんだよ。今から逃げ出して、上手うまいこと小型の奴らに見つからなければ生き残れんだろ」

「そ、そんな……それじゃ村は捨てろと仰おつしやるんですか!?」

「わ、私の祖父は足が悪いんです！　とても魔獣から逃げ切るなんてできませんっ！」

「俺おれの女によう房ぼうは身ごもってるんだ！　無理をさせたら赤あかん坊ぼうが死んじまうッ!!」

　そう口々に騒ぎ立てる村人たちに向かって――

「――あー、うるせぇな。だったらお前らは死んどけ」

　冷たく、射殺すような視線と共に言い放った。

　異様な大剣を担かつぎ上あげ、シグルドは口こう端たんを吊つり上げる。

「この世界は弱い奴が死んで、強い奴が生き残るんだよ。ここでお前らが死ぬのは自分が弱かったせいだし、弱い奴が死んだところでオレには関係ねぇ」

　幼少の頃から強者と戦い続け、生き残ってきた男の死生観。

　しかし今の村人たちにとって、その言葉は絶望と同義であった。

　頼たのみの綱つなが絶えたと気づいた瞬しゆん間かん、村人たちが慌ただしく動き始める。

「……逃げろッ！　急いで逃げればまだ間に合う!!」

「動けない奴らはどうするんだよ!?」

「置いて行くしかねぇだろ！　じゃないと全員死ぬだけだろうがッ!!」

「家や家畜じゃねぇんだ！　家族を捨てて逃げられるわけないだろッ!!」

　村人たちが揉もめ始めたことを皮切りに、村中が恐きよう慌こう状態に陥おちいっていく。

　怒ど号ごうを散らし、暴れ出し、泣なき喚わめき、女神に祈いのり出す。

　そんな混こん迷めいが極まった状じよう況きようの中――

「――全員、生き残りたければ聞きなさいッ!!」

　凛りんとした声が、村人たちの間を突き抜ぬけた。

　静まり返った一瞬を見み逃のがさず、カリンは言葉を続ける。

「魔獣の対処はあたしたちがやる。あんたたちは村から動かないでちょうだい」

「ふ……ふざけるなッ！　魔獣の群れがすぐそこまで迫せまってるんだぞ!?」

「この村にある馬を掻かき集あつめても、逃げられるのはせいぜい十数人。魔獣の足を考えたら、一人か二人生き残ったら良いい方でしょうね」

　激げき昂こうする村人に対して、カリンは淡たん々たんと事実だけを告げる。

「ここであんたたちが逃げ出して、方々に散らばったら……それこそ守るのが難しくなる。だから領主として、今からこの村を出ることを禁ずるわ」

「何が領主だッ！　みんな騙だまされるんじゃないッ!!」

　鼻息を荒らげながら、ライゼルが肩をいからせて近づいてくる。

「こいつらは亜人だッ！　私たちを囮おとりにして、こいつらだけ逃げるに決まっている！　そういった薄うす汚ぎたない考えをする連中だッ！」

「……まったく。この期ごに及およんで、まだそんなことを言う奴がいるなんてね」

「当然だッ！　貴様のようなエルフなど、所しよ詮せんは――」

　そうライゼルが口にしようとして――言葉を止めた。

　眉み間けんにピタリと当てられた銃じゆう口こう。

　背負っていた銃を構える素そ振ぶりすら見せない、一瞬の動き。

「所詮、弱くて人間の慰なぐさみ者ものでしかない種族……とでも言おうとしたのかしら？」

　その瞳ひとみに怒いかりはなく、どこかつまらなそうに飽あいた目をしていた。

「いいかげん、あんたたちが抱いだくエルフのイメージを聞かされるのは胸むな糞くそ悪くてね。それ以上言うのなら、魔獣に食われる前に頭を吹っ飛ばすわよ」

　その言葉に、ライゼルが怯おびえを見せた瞬間――カリンは手の中でくるりと長銃を取り回し、苛いら立だちをぶつけるようにその顎あごを打うち抜いた。

　声を上げる間もなく失神したライゼルには目もくれず、カリンは村人たちに向き直る。

「別にあたしたちを領主として認めろってわけじゃない。あたしたちの邪魔になるから、弱っちい人間たちは隠かくれて縮こまってろって言ってんのよ」

　冷や水のような、棘とげのある言葉を村人たちに言い放つ。

　村人たちが困こん惑わくする中、村人の一人が渋じゆう面めんを作りながら口を開く。

「……だが、お前たち亜人が逃げない保証がない」

「だったら、あたしたちが逃げる素振りを見せたら好きにするといいわ。あたしを凌りよう辱じよくした末に殺そうが、首を刎はねてそこらに捨てようが、首を晒さらして辱はずかしめようが構わないわ」

　妖よう艶えんな雰ふん囲い気きをまとい、カリンは口元に笑えみを浮うかべる。

「あたしたちは逃げない。逃げるような弱い存在じゃない」

　自信に満ちた、強者としての笑み。

「あたしたちは人間と違って強い。そして魔獣よりも強い。どれだけ人間によって最底辺に位置づけられようとも……その事実は決して揺るがない」

　漆しつ黒こくの髪かみを揺らし、妖あやしげに金の瞳を光らせる。

　その雰囲気に呑のまれ、人々が思わずカリンに目を奪うばわれる。

　場の空気を確かめてから、カリンは大きく息を吸いこみ――

「――――総員、傾けい注ちゆうッ!!」

　魔具に向けて凛り々りしく言葉を放った瞬間、傍かたわらのエイグルとレヴィンが佇たたずまいを直す。

　そこに普ふ段だんのふざけた様子は欠片かけらもなく、微び動どうだにしない直立不動を貫つらぬく。

　凛りん然ぜんと構えながら、カリンは高らかに告げる。

「今から我々は迫りくる魔獣の群れを討伐するッ！　ザコは三百、デカイだけが取とり柄えのザコが十五、多少は骨のあるザコが一体だッ!!」

　神獣を相手に雑魚と称しようしてから、調子を付けながら唄う。

「しかし残念ながら、ここにいる人間たちはそれ以上の弱者だ！　だと言うのに、我々を薄汚い輩やからと罵ののしり下げ賤せんの者と嘲笑う、どうしようもないバカ共だッ!!」

　歯に衣きぬ着せぬ物言いに、村人たちがカリンから顔を逸らすように俯うつむく。

「だからこのバカ共にすら理解できるように力を示せ！　最底辺にいる我々こそが誰よりも強く、そして弱者たちすら守る慈悲深い存在であると証明しろッ!!」

　一拍、言葉を溜めてからカリンは告げる。




「我々こそが『亜人』であると――誇りと共に吼ほえろッッ!!」




　そう号令を上げた瞬間、村中が震え上がった。




　オオオオオオオオオアアアアアアアッッッ――――ッッ!!




　村の周囲から生まれた、数多あまたの雄お叫たけび。

　それらは尾を引くように響き、鬨ときを上げるように天高く轟とどろく。

　その迫力に圧され、村人たちは息を呑み、そして言葉を失っていた。

　そしてシグルドもまた、別の理由で言葉を失っていた。

「おいおい……どこにこれだけいたんだよ」

　村の周囲を取り囲むように現れた……数多の亜人たち。

　空を羽ばたく鳥人。
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　森の中から飛び出してきた獣人。

　地面を踏ふみ揺らしながら姿を現した竜りゆう人じん。

　そして数こそ少ないが、その中には水すい棲せい人じん、エルフ、ドワーフの姿もある。

　王都から今に至るまで隠おん密みつに徹し、行動していた者たち。

「あはっ、カリンは本当にタクミに似てきましたね」

「そりゃ隣で見て学んできたからね。こっちの方が派手で盛り上がるでしょ？」

「ですねっ！　俄が然ぜんやる気が出るってもんですよ！」

　愉たのしげに笑ってから、クノンは魔具を通さずに声を張り上げる。

「さぁ皆みなさん、お仕事の時間ですよ！　任務内容は村人たちの護衛、そして接近している炎竜型魔獣の殲滅。こんな簡単な仕事で死んだら間抜けもいいところですねー？」

　クノンが冗談めかして言うと、亜人たちが声を出して笑う。

　そこに無む駄だな緊張や空元気といったものは一切ない。

「間抜けを出さないためにも、各分隊ごとに拠点防衛隊形を組んでください。隊長は担当分隊に指示を出した後、わたしと共に中型と大型の処理を行います」

　クノンの言葉によって、亜人たちが一糸乱れぬ統率された動きを取る。

　瑕か疵し一つ見られない洗練された動き。

　個としての動きではなく、『亜人』という群れの動き。

　全員の散開を見届けてから、クノンは魔具に向かって告げる。

「さて、それではこの場にいる全員を生かすわけですが――」

　口を裂かんばかりに口端を上げ、獰猛な笑みを作りながら、

「――――魔獣は一体残らず、食い散らかしなさい」

　これから起こる殺戮に想いを馳せながら、『亜人』たちに囁いた。
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　国境であるメルド山脈から、レナント村まではまだ距きよ離りがある。

　山脈斜面まで含ふくめれば地球換算して約五十キロ。群れを成して行動していることもあり、炎竜たちが辿り着くまでには多大な時間を要する。

　その時間を利用して……クノンたちは最前線で炎竜たちを待ち受けていた。

「んー……群れを率いてメルド山脈を越こえるとか、神獣は本当にデタラメですねぇ」

　樹上で炎竜の群れを眺めながら、クノンがそんな感想を漏らす。

　たとえ魔獣であっても、メルド山脈を行軍することは困難である。

　山頂から斜面に向けて流れる急斜面。奈落のように口を開ける無数の崖と亀裂。

　しかしメルド山脈が天然の国こく壁へきとして成り立つ理由は別にある。

　山脈全体に広がる……魔ま力りよく阻害の特とく殊しゆな磁場。

　人の身ではその場に踏み込むだけで魔力の流れが狂くるい、身体に変調を起こすだけでなく、その状態で魔法を使おうとすれば暴発して命を落としかねない。

　魔獣という種族は獣でありながら魔力を持つため、本能的に磁場が流れている山脈を嫌きらい、一部の魔物を除けばめったに近寄ることはない。

　しかし、遥か遠くに見える大型魔獣……炎を纏う巨大な竜骨はその常識を覆した。

『たぶん、神獣の膨大な魔力で無理やり磁場を相そう殺さいしたんでしょうね。その上で溶岩流を生み出して、小型や中型たちの移動を補助してるんだから大したものよ』

　魔具を通して、カリンの声が溜ため息いき混じりに聞こえてくる。

　山肌を流れていた赤は小型炎竜の姿だけではなかった。

　地形を変えるほどの高熱によって生み出された溶岩流。

　炎竜の群れはその溶岩流を道とし、不安定な地形や亀裂を回かい避ひして安全かつ最速で行軍することを可能とした。

『長生きしてるだけあって、神獣ってのは妙なところまで知ち恵えが回るわね』

「ま、どうせ殺すので構わないですよ」

　軽い調子で言葉を返してから、クノンは足下にいるシグルドに呼びかける。

「魔獣狩りのおじさん、ちゃんと役割は把握してますよね？」

「いやおじさんって……一応、オレは二十代半ばなんだけどよ」

「別になんでもいいですよ。それより中型五体、しっかり仕留めてくださいね」

「いやぁ、オレとしては狼おおかみちゃんと一いつ緒しよに神獣の相手をしてぇんだけどな？」

　巨大な盾たて剣けんを担ぎ上げ、シグルドはギラついた目で神獣を見据える。

　しかし、クノンは木の上にぶら下がりながら大きくバッテンを作った。

「ダメです。元を辿ればあなたが炎竜を取り逃がしたせいなんですよ。たった六体の中型を相手にして一体取り逃がすとか、ザコザコじゃないですか」

「言うねぇ……五体ブッ殺しただけでも勲章ものだってのによ」

　そう言いながらも、シグルドにそれを誇る様子はない。常つね日ひ頃ごろからそれくらいの量を相手に魔獣を狩かっているのだろう。

　しかし、クノンたちにとっても中型魔獣は『その程度』でしかない。

「エイグル、メリノ、小型は無視して構いません。ここから中型を狩ってください」

「命令、承知しましたッッ!!」

「…………おけーい」

　二人は軽い調子で頷うなずいてから、遠方に見える炎竜の群れを見据える。

「…………エイグル、オーダー」

「鏃やじりは聖銀、矢や柄がらはジェイル合金、大きさは我わが輩はいと同等ッッ!!」

「……お代は金貨百枚ね」

「今は手持ちがないので、まとめて後払いでお願いしますッッ!!」

「……オーダー受諾、まいどありー」

　シャン、と錫しやく杖じようを打ち付けた直後、メリノの周囲に光が生まれる。

　獣人では皆かい無むに等しい、魔法の行使。

「……素材選択、聖銀、ジェイル合金、形状は矢」

　囁くような言葉を経へて――そして、光が弾はじけた。

　光の中から生まれた巨大な矢。

　矢柄は人間の胴どうに近しいほど太く、長さは二メートルを超こえ、その先には不可思議な輝きを放つ銀の鏃が取り付けられている。

　もはや矢ではなく鉄杭とでも呼ぶべき代しろ物ものを、エイグルは片かた腕うでで掴み上げる。

「我輩の懐ふところ事情のためにも……確実に仕留めてみせましょうッッ!!」

　大弓に巨大な矢をつがえ、筋骨隆りゆう々りゆうとした腕で弦を力の限り引く。

　悲鳴を上げるように大弓が軋きしみ、両端が折れんばかりにたわむ。

　しかし大弓が折れる様子はない。

　とある魔獣の骨を基に作り上げた魔具。

　魔力を流し込み、あらゆる物体を『矢』として放つ魔弓。

　ただし、魔力を流した弦を引くには人並み外れた膂りよ力りよくと腕力が必要となる。

　そして……鷹たか種の鳥人であるエイグルは、その膂力と腕力を持っている。

「ヌゥゥゥ……オオオオアアアアアアアアアアアアッッ!!」

　地面に深く身を沈め、雄叫びを上げながら限界まで弦を引き絞しぼる。

　そして、矢を放った。

　ゴッ――と矢とは思えぬ風切り音をまとい、射出と同時に地面と空気が震える。

　その狙いは遥か遠く、小型魔獣の奥おくに見える中型炎竜。

　迸ほとばしる光のように矢が炎竜の頭を捉えた瞬間、

　その巨大な頭部が、跡形もなく弾け飛んだ。

　骨一つ残さない、圧あつ倒とう的てきな威い力りよくによってもたらされた一撃。

「ハハハハッッ!!　これぞ筋肉の勝利ッッ!!　そして我輩の給料一ヶか月げつ分の力ッッ!!」

「…………どんどん、ワタシに貢いでいいよ？」

「まとめ買いするので、できれば割引を所望するでありますッッ!!」

「……ダメ。『矢』の材料仕入れと在庫維い持じ費ひがあるんだから」

　エイグルの希望を却下しながら、メリノは再び巨大な鉄杭を生成し始める。

　その合間、レヴィンが炎竜の群れに向かって突撃を始めた。

「よくやったエイグルッ!!　そのまま撃ちまくって数減らしときなァッ!!」

「撃ちまくったら我輩が破産することになるのですがッッ!?」

「安心しろ、オレもちゃんと減らしてやるからよォッ!!」

　中型の一体が一撃の下もとに倒たおれ、炎竜たちの動きには綻びが生じる。

　その綻びを亀裂へと変えるため、レヴィンは背後に向かって叫ぶ。

「行くぞォ、クロリスッ!!　久々に暴れ回ろうじゃねェかッ!!」

「ひぅぅぅっ!!　だからボクはあんまり前に出たくないんですってばぁっ!!」

　泣きながらクロリスが後を追い、ぴょんとレヴィンの背に飛び乗る。

　地面を踏み鳴らしながら、レヴィンが自身の拳こぶしを突き合わせる。

　瞬間、バヂィッと青白い稲妻が迸った。

「さぁさぁさぁッ！　鎧よろい竜りゆうの真髄、しかとその目に焼きつけなァッ!!」

　レヴィンが突撃と共に吼えると――地表に変化が起こった。

　めくれあがるように浮遊した地面。

　その地面から選別されるように、岩、砂さ礫れきがレヴィンの巨きよ躯くへと集つどっていく。

　どこまでも、どこまでも、その身体を覆って肥大化させていく。

　鎧竜の竜人が持つ固有の力――電気。

　竜人たちは体内に『気き袋ぶくろ』という独自の器官を持ち、鎧竜は気袋から発した電気を鱗うろこに流すことで、その硬度を鋼はがね以上のものへと変える。

　そして生成した電気によって、磁力すらその身で操る。

　岩を寄せ集め、隙すき間まを砂鉄によって接つぎ、幾重にも重ねていく。

　岩と砂鉄によって組み上げた、砂礫の巨人。

　その大きさは森の木々を超え、見上げるほどの巨躯を持つ中型炎竜を凌りよう駕がする。

「クロリィィィスッ!!　マヌケな中型共はどこだァッ!?」

「え、エイグルの狙そ撃げきを警けい戒かいして散開、○時、三時、十一時方向に分かれてますっ！」

「そんじゃ適当にブン殴ればいいってことだなァッ!!」

「もうそれボクの指示いらないじゃないですかぁーっ!!」

　巨人の『眼め』であるクロリスの叫びを掻き消けすように――レヴィンは左腕を振ふるった。

　砂岩の巨腕によって振るわれる鉄てつ槌つい。

　その一撃を叩たたき込んだ瞬間――炎竜たちと共に、大地が爆はぜた。

　中型炎竜の堅けん牢ろうな鱗ごと巨躯を叩き潰つぶし、その余波を受けた小型炎竜たちが土つち塊くれの中に交じって舞い上がる。

「手て応ごたえありだぜェッ!!　燃えてきたじゃねェかオイッ!!」

「いや炎竜相手だし、燃やされるの間ま違ちがいじゃぁ……？」

「ハンッ！　ザコ共の炎ごときじゃオレは熱くなれねェぜェッ!?」

「知りませんよぉ！　それより修復っ、今ので左腕が五割吹っ飛びましたからぁっ！」

　クロリスの指示を受け、先の一撃で砕けた左腕に再び砂岩を寄せ集める。

　レヴィンは巨人の核として中心にいるため、周囲の状況が把握できない。

　それを五感に優れるクロリスが『眼』や『耳』となり、指示を出して巨人を動かす。

　種族の隔たりを超えた『亜人』という群れの戦い方。

　今までの亜人たちではあり得なかった連れん携けい。

「……なるほどねぇ。親父おやじが手を回すのも納なつ得とくだ」

　炎竜たちを屠ほふる亜人たちを見て、シグルドは静かに目を細める。

　亜人は固有の能力に特化している反面、欠点も多く有している。

　だからこそ応用の幅が広く、欠点を補えば人間を遥かに超えた力を振るう。

　人間が持つ最大の武器……魔法すら凌駕するほどに。

『レヴィン、混戦状態を左翼側から中央へと移行。エイグル、『巨人の鎧よろい』が傾いた瞬間を狙って射出、次列にいる中型一体を仕留めなさい。メリノは中型牽けん制せい用の『矢』を生成。クロリスは動作指示と共に神獣の介入を常時警戒』

　そして、亜人たちの力を遺い憾かんなく発揮する指揮官。

　炎竜たちが取る行動と展開を先読みして、それに応じた的確な指示を送る。

　それによって『亜人』という群れが機能している。

「こいつぁ……どっちを相手にするのが正解なのかねぇ」

「いや『魔獣殺し』だったら魔獣を殺してくれませんかね」

「ハッ、違いねぇ！　それにオレはごちゃごちゃ考えるのが苦手なんでよ」

　身の丈たけを遥かに超える盾剣……それを片手で軽々と振り回す。

「斬って潰して殴なぐって削って抉れば魔獣は死ぬ。単純でオレは大好きだぜ？」

「殺しが好きとか、ほんと救いようがないですねー」

「おいおい、狼ちゃんだって同類じゃねぇか」

　黒こつ剣けんを構え、悠ゆう然ぜんと神獣を見据えるクノンの姿。

　愉しげに口端を吊り上げるその表情。

「仕方ねぇ、今回は狼ちゃんの実力を見るってことでデカブツを譲ってやんよ」

「ずいぶんと上から目線じゃないですか、ニンゲン」

「そりゃそうさ。お前らは最底辺で、オレは誰だれよりも強つえぇんだからよ」

　揺るぎない自信と狂きよう気きを宿した瞳。

　互たがいに睨にらみ合ってから……どちらからともなく視線を逸らす。

「じゃあな、狼ちゃん。これが終わったら殺し合おうじゃねぇか」

「イヤですよーだ。わたしは殺しなんてつまらないことはしないんです」

　べーと舌を出したクノンに苦く笑しようを向けるが、そこにシグルドの姿はなかった。

　右翼側を進行している炎竜の群れ。

　その群れに向かって、獲物を求めるように駆けていくシグルドの背中。

「……わたしが言うのもなんですけど、英えい雄ゆう種ってのはデタラメですねぇ」

　わずか数瞬の間でシグルドの姿は遥か遠くにある。常人を超えているどころか、健脚の獣人ですらあの速度に追いつけるか怪しいだろう。

　しかし、今はシグルドを気に掛かけている場合ではない。

「ラング、目標地点に到とう達たつしましたか？」

『はい。フェアシュタット様と共に待機しております』

「わかりました。それじゃ……わたしも動くとしますかねー」

　くるくると黒剣を回しながら、クノンは群れの奥を見据える。

　炎を纏う巨大な竜骨。

「カリン、戦闘に入るのでフォローをお願いしますね」

『了解。きっちり仕留めたら美味おいしい肉を食べさせてあげるから』

「やたーっ！　わたしが満足するくらい、たくさん用意してもらいますからねっ！」

　軽い調子で通信に答えてから――クノンは目を細める。

　強く、強く、両手に持つ狼を象かたどった黒剣を握にぎり締しめる。

「《月げつ蝕しよくの応剣》……今回は、あなたにもお仕事をあげますよ」

　刃やいばで指を切り、自らの血で黒剣に一筋の線を引く。

　その瞬間――鳴動するかのように、黒剣が震えた。

　漆黒の剣身に浮かび上がった深血色の刻印。

「この身を蝕むしばんでわたしの望みに応じなさい」

　くるくると、紅あかい軌跡を描きながら命じる。

「まずは――神獣との距離を断ちなさい」

　歌うように囁き、クノンは軽々しい動作で黒剣を振る。

　その瞬間――視界の中にあった景色が飛んだ。

　先ほどまで周囲を覆っていた木々はどこにもない。

　目を焼くように広がる痛々しい赤。

　虫のように蠢うごめく炎竜の群れ。

『――カカッ、これはなんとも懐かしいものを見タ』

　頭上から聞こえてきた声を聞いて、クノンがゆっくりと顔を上げる。

　眼前にそびえ立つ、山のように巨大な竜骨。

　そして、白銀の頭骨はクノンを見下ろしながらカラカラと音を鳴らす。

『そんな旧時代の遺物が、まだ残っていたトハ』

　周囲の空気を震わせながら、声のような音が頭上から響ひびく。

　その声の主が竜骨の神獣と理解し、クノンは変わらぬ調子で言葉を掛ける。

「へぇ……長生きしてるだけあって、ずいぶんと物知りじゃないですか」

『物を知らなくとも理解できるだろウ。「神器」でも使わなければ、貴様のような脆ぜい弱じやくなヒトモドキが、我々に近しい力を振るうことなどできないのだかラ』

　虚うつろな眼窩に浮かぶ蒼白い光の双そう眸ぼうが、クノンが持つ黒剣に向けられる。

　遥か過去、無名の英雄たちが生きていた旧時代。

　魔ま具ぐすら存在していない時代で、力を求めた人間たちが作り上げた道具。

　神々にすら匹ひつ敵てきする力を持った旧時代の遺物。

『ああ懐かシイ。英雄と呼ばれていたバカ共のことを思い出す――』

　そう、竜骨がカタカタと音を鳴らしていた時、

　その首が、音も無く払い落された。

「こっちは昔話に付き合うつもりはないんです」

　首が落ち、無頭となった竜骨に向けてクノンは黒剣を突きつける。

「あなたを殺した後は、他の炎竜たちを一体残らず殺さないといけないんですから」

　目を細め、濁にごりを帯びた眼で神獣を見据える。

　そして、しばらくその巨躯を見上げていると――

『――カッ、まったくヒトモドキは礼節すら弁わきまえナイ』

　声が響いたのと同時、割れた頭部が赤々とした炎によって包まれる。

　意思を持つように炎が踊り――そして、傷一つない白銀の頭骨が再び現れた。

　復活した頭部を見ながらも、クノンは表情一つ動かさない。

『なるほど、その神器の力は「断つ」ことカ。我を断ち斬った力だけでなく、距離という概念を「断つ」ことで我の目の前に現れたのだろウ』

「……わかっているなら、ベラベラ喋る必要もないでしょう」

　哄こう笑しようするようにガタガタと骨を鳴らす竜骨を、クノンは苛いら立だたしげに睨む。

《月蝕の応剣》が持つ力――使用者の望みによって全すべてを『断つ』能力。

　その能力は物体のみに留とどまらず、魔力、現象、概念……たとえ実体を持たない物であったとしても、《月蝕の応剣》はその存在を『断つ』ことができる。

　その力でクノンは神獣との距離を断ち、瞬時に目の前へ移動して見せた。

　しかし、神器はただ力を与あたえる便利な道具ではない。

『はてさて、その力の代償はいかほどカ』

「……大したことじゃないですよ、ちょっと痛いだけですから」

『カカッ、虚勢とは見抜けないように張るものダ。魔力を一いつ切さい持たなかった彼かの英雄ならばともかく、魔力を持つ存在にとって神器は害悪なのだかラ』

　神器は強大な力と引ひき換かえに、使用者へ代償を求める。

　その代償は時として生命を脅おどかすものや、使用者の意識を乗っ取るという自身の存在すら危あやぶむ代償を有していることさえある。

　だからこそ神器の存在は旧時代で廃すたれ、同時期に開発された魔力によって扱うことができる道具……魔具が世界に浸透していった。

　たとえ神器の存在を知ったところで、危険を冒してまで使う人間はいない。

　全身が裂けるほどの痛みを受けながら神しん獣じゆうを相手にする人間はいない。

　それでも、クノンは数多の武具の中から神器を選んだ。

「自己再生とか、ほんと相性最悪ですねー……」

　神獣の巨躯を包むように広がる、紅炎の結界。

　神獣は魔ま獣じゆうでありながら魔ま法ほうを行使する。

　長年の生によって得た膨大な魔力と人間とは異なる別系統の魔ま術じゆつ式しき。

　それは人間では為しえない魔法さえ扱うことができる。

　たとえば、自らの魂たましいを滅ほろびた肉体に再び定着させる。

　たとえば、あらゆる攻こう撃げきを受けようと元に戻る不死の身体からだ。

　そんな馬ば鹿かげたことを、神獣という存在は容易にやってのける。

「まったく神獣ってのはどいつもこいつも面めん倒どうったらないですよ」

『カッ、その様子でハ、我のような存在を相手にしたことがあるようだナ。我らを相手にしてよく生き残ったものだと褒ほめてやるガ……ここで、貴様の命運は燃え尽きル』

　緩慢な動作と共に、巨体を軋ませながら神獣が動く。

『――《跡形もなく、燃え尽きろ》』

　神獣が不可思議な響きを持つ言葉を呟き、軽く首を振るった直後――

　地表を舐めるように、赤々とした炎波が周囲を薙ないだ。

　平原の草木を跡形もなく焼き尽つくし、地面を一片残らず焦しよう土どへと変える。

　脆弱な命の灯ともし火びを消し飛ばし、全てを灰かい燼じんへと帰す一撃。

　神獣の魔力と魔術式によって紡がれる――古代詠唱魔法エンシエント・リリツク。

　人智を超えた神に等しい力。

　しかし……その一撃を受けながらも、クノンは黒剣と共に立っていた。

「――けほっ！　ああもう、自じ慢まんの尻尾に煤すすがつくじゃないですか」

　その身には火傷やけど一つなく、燃え盛る炎の中で悠ゆう然ぜんと構えている。

『月蝕の応剣』は全てを断つことができる。

　たとえ致死に至る炎熱であろうと、クノン自身には届かない。

『カカッ……熱そのものを断ったか。やはり神器は侮あなどれン』

「神器がないと防げない力を持ってる神獣には言われたくないですけどね」

　全身を苛さいなむ激痛に顔をしかめながら、クノンは背後に注意を逸らす。

　先ほどの熱波はレヴィンたちの戦線にも届いたらしく、魔具からひっきりなしに被ひ害がい状況が報告されている。

『先の一撃で誰も死なんとハ、貴様の仲間たちも手て練だれのようダ。しかし……貴様たちの命は有限デ、我は不滅の命を持つ存在ダ。どれだけ足あ掻がこうと死を免まぬがれることはなイ』

　ゲタゲタと哄笑するかのように、神獣は竜りゆう骨こつの頭部を打ち鳴らす。

『かつて「不滅の炎えん骸がい」と呼ばれた我ヲ……滅することはできなイ』

　厳然たる強者として、神獣は矮わい小しような存在たちを睥へい睨げいする。

　そんな神獣の言葉を聞き、クノンは――

「――くッ、ははッ！　あはははははははははははッッ!!」

　口を裂かんばかりに開き、声を上げて笑った。

「神獣ってのはおもしろいですねぇ！　みんな口を揃そろえて同じことを言うんですから!!」

　壊こわれた玩具おもちやのように、狂くるった笑い声を響かせる。

「お前たちに勝ち目はない。神の領域に至った獣けものを殺せるわけがない。抵抗する間すら与えずに殺してやる……みんな、みーんな同じことを言ってましたよっ！」

　愉ゆ快かいそうに顔を覆いながら、クノンは顔を上げる。




「だけど、そんな神獣たちはわたしたちに殺されましたよ？」




　くるくる、くるくると黒剣を回しながら言う。

　狂笑を浮かべながら、金色の瞳に狂気を宿す。

　タクミと出会った次の年、クノンは神獣の一体を討った。

「最初は……たしか『天てん蓋がい巨兵』でしたか。雲に届きそうなほど大きな巨人は、わたしに喉元を食い千切られて死にました」

　そして次の年には二体目の神獣を討った。

「二体目は『水すい瀑ばく皇こう』とかいう島国より大きな海うみ蛇へびでした。大きさ以前に海という足場のせいで苦戦しましたけど、最後には細切れになって死にました」

　その次も、その次の年も、また次の年も――

　六体の神獣たちと戦い、クノンはその全てを屠り上げた。

　否いな――『亜あ人じん』たちの手で、神獣を討ち取った。

「神獣ってのは強すぎるんですよ。一方的だから戦いにならない。死と痛みに怯えない。だから……あなたたちはどこまでも弱い」

　神に至った存在に向かって、『弱い』と言ってのける。

「誰だって死にたくないし、痛いのだって嫌いやです。だから死なないように、痛くならないように、色々と考えて試行して強くなっていくものです」

　思考を絶やすことなく、自身が生き残るための術すべを常に考え続ける。

　そして常に思考を絶やさなかったからこそ、クノンは神獣たちを下した。

　死の恐きよう怖ふと痛みを片時も忘れないように、あえて神器を使ってその身に痛みを与えた。

　だからこそ……最底辺から這い上がることができた。

「ずっと止まっていたあなたでは――わたしに勝つことはできません」

　神獣を挑発するように、竜骨の頭に向けて黒剣を突つきつける。

　勝ち誇ほこり、勝利を確信している笑みと共に。

　その様子を見て……神獣は虚ろな双眸でクノンを見据える。

『カッカッ！　この炎骸オストリンデに啖たん呵かを切ったのは貴様で二人目ダ!!』

　ガチャガチャと身体の骨を鳴らしながら、神獣……オストリンデは大地を踏み締める。

『――我を殺してみヨ、神獣殺しの獣人』

　その声こわ音ねに怒ど気きが孕はらませた直後――天上の空が赤く燃えた。

　群ぐん青じようの空の中、星のように浮かぶ無数の炎塊。

『《不滅の炎骸の名において命ずる――》』

　声ではない、音のような響きと共にオストリンデが言葉を紡ぐ。

『《踊れ、踊れ、星の煌きらめきと共に。災厄をもたらす業ごう火かを呼び起こせ――》』

　紡ぐ言葉と打ち鳴らされる骨の音に呼応して、天上を埋うめ尽くす業火が揺ゆらめく。

　神獣による古代詠唱魔法。

『《生きとし生ける者たちに、平等たる炎の抱ほう擁ようを与えよ――》』

　人が使う魔法とは比べ物にならない、世界を滅ぼす力を秘めた魔法。

　クノンだけでなく、同族である炎えん竜りゆうの群れすら消し飛ばす一撃。

　そして……虚ろな眼がん窩かの奥にある蒼そう白はくの光が瞬またたいた。

『消し飛べ……脆弱な者ヨ』

　そう、クノンに向けて死の宣告を告げた瞬しゆん間かん――

　天上を埋めていた業火が、一いつ瞬しゆんにして消え失せた。

　緋ひ色いろの空が再び群青の色を取り戻もどし、世界が夜闇によって包まれていく。

「――あはっ。残念でしたねー？」

　愉しげに笑いながら、クノンはくるくると黒剣を回す。

「神獣の古代詠唱魔法は強力ですが……魔法であることは変わりません」

　くすくすと笑みを漏もらしながら、クノンはゆっくりと歩み出す。

「魔法を発動するためには法則式が必要です。法則式で意味を重ねるために必要な要素を見み極きわめてしまえば――古代詠唱魔法だろうと、止めることはできるんですよ」

　そう語るクノンの言葉に対して、オストリンデは何も答えない。

　答えることができない。

　異様な静けさを纏っている竜骨の巨躯。

　先ほどまでやかましく打ち鳴らされていた骨の音は消え、纏っている炎が空気を燃焼する音ですら、今では完全に消え去っている。

「あなたが魔法を行使するための要素は――『音』です。肉体を失っていることから声を発することができず、巨体である故ゆえに動作を法則式に組み込むことは困難ですから」

　肉体を失い、露ろ出しゆつしている数多の骨。

　その骨を打ち鳴らすことが、魔法を行使するための法則式。

　だからこそ、クノンはオストリンデの周囲にある音を断った。

　巨躯から発せられる音を断ち斬り、無理やり魔法の発動を停止させた。

「ま、説明したところで聞こえてないんでしょうけど――ねッ!!」

　音を発さない巨体に向けて、一息で黒剣を振り抜く。

　そして――見上げるほどの巨体が、縦一文字に割れた。

　竜骨の中心をなぞるようにして、その身体が左右に両断される。
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『――カッ……ずいぶんと雑な対処をしたものダ』

　ガチャガチャとやかましい音を立てながら、両断された巨躯がふわりと持ち上がる。

　崩くずれたパズルを組み上げるように砕けた骨が組み上がっていき、断ち斬られた部位が迸った炎によって修復されていく。

『だが……古代詠唱魔法が封じられたとしてモ、我の身体は不滅ダ』

「そうなんですよねー……。身体の修復は魔力と魔術式自体で行われているみたいですし、神獣の魔力が尽きるまで戦うのは不毛ですもん」

　音を断った空間を作り上げれば、古代詠唱魔法は封じることができる。

　しかし……纏っている紅炎の結界はその限りではない。

　神獣の魔術式によって生成される魔力は、それ自体に力が宿っている。

　オストリンデが纏っている紅炎の結界はその魔力が漏れ出たものであり、魔法と違って完全に無力化することは不可能と言っていい。

　そして神獣は魔力をほぼ無尽蔵に生成できる。その魔力が枯れるまで戦ったとしても、クノン自身が無事では済まない。

　真正面から戦ったところで勝機は存在していない。

　だが、『亜人』たちはそれら全ての状じよう況きようで神獣たちを下してきた。

　だからこそ――

「――――ラングッ!!」

　そう魔具へと叫さけんだ瞬間、

　オストリンデの周囲から勢いよく水柱が立ち上った。

　一つ、二つ、三つ……と、巨躯を取り囲むように間欠泉が湧わき出いでる。

　レナント周辺の地下に流れる広大な地下水脈。

　そして水棲人であるラングが持つ能力は――水流操作。

　その力によって地下水脈を操作し、間欠泉の檻を作り上げた。

『カカッ！　湯ごときで我わが炎を消せるとでも思ったカ！』

　クノンたちの策を嘲あざ笑わらうように、ゲタゲタとやかましく骨を鳴らす。

　地面を焼き焦こがし、岩を溶かす高温の炎。

　水脈から引いた膨大な量の水を浴びせたところで、その炎が潰えることはない。

　だと言うのに、クノンは口元に笑えみを作っている。

「ただの湯水では……あなたの炎は消せないでしょうね」

　空高く立ち上る間欠泉。

　その水滴が炎の結界に触れた瞬間――掻かき消されるように結界が欠落した。

　降り注ぐ水滴がオストリンデに触れる度たび、結界に虫食いの穴が生まれていく。

「あなたが越えてきた山……メルド山脈には魔力を狂わせる磁場があるんですよ」

　山脈全体に広がる魔力狂いの特異磁場。

　そして……地下水脈はその山脈の下にも流れている。

　魔力狂いの磁場に晒され、同様の水質を得た水流。

　本来、その水質は魔力を掻き消すほどの力は持たない。

　それを――メルド山脈の磁場と同等にできる人間がいる。

　フェアシュタットに伝わる『公正』の魔法。

「その間欠泉は全て……メルド山脈地中、そこに存在する強力な磁場と同等です。あなたが相殺した磁場とは比べ物にならないほどに」

　まるで硫酸のように、尽きることのない飛沫しぶきが炎の結界を蝕むしばんでいく。

　不滅を保つための結界が失われていく。

『まさか……不滅である我が炎が消えるなド――』

　水流の檻から逃れるために、オストリンデがゆっくりと巨体を動かす。

　直撃を受ければ無傷では済まないが、このままでは不滅が失われる。

　死を免れるためには、水流の檻を強行突とつ破ぱするしかない。

　そこまで考えて、クノンはこの場を作り上げた。

「――そういえば、わたしはウソつきなんですよ」

　笑みを浮うかべながらクノンが呟つぶやいた直後、

　轟ごう音おんと共にオストリンデの周囲が爆ぜた。

　巨きよ大だいな白はく煙えんが瞬時に巨体を包み込み、平原に巨大な穴を穿うがつ。

　膨大な量の水と高温の炎によって生み出された――水蒸気爆発。

　魔力狂いの水によって起こったその爆発が、覆っていた炎の結界を剥はがし飛ばす。

「死と痛みに怯おびえた存在は判断を鈍らせる……だから、怯えなんて余計なんですよ」

　軽く、本当に軽く……クノンは黒剣を振り下ろす。

　音も無く両断された竜骨の巨体。

　指揮棒を振るうように、何度も、何度も黒剣を振る。

　オストリンデの身体を断ち続ける。

「だからあなたは――ここで死にます」

　崩れゆく竜骨の頭部が、狂気に満ちた金の瞳ひとみを見る。

　目の前の存在を殺す、その狂気に溢れた瞳。

　その瞳を見て……再びオストリンデは怯えの色をみせた。

　不滅となって久しく感じていなかった、死への恐怖。

『ヒトモドキに――我が滅せられるものかああああああああああああアアアアアッッ!!』

　それを払ふつ拭しよくするために、残された魔力の全てを再生へ注力し――

　その時、オストリンデの虚ろな眼窩が飛来する物体を捉えた。

　それは小さい、とても小さいものだった。

　オストリンデの巨躯と比べれば、本当に小さい物だった。

「それと本当の意味で、神獣を殺してきたのはわたしではありません――」

　複雑な模様が刻み込まれた弾だん頭とう。

　遥はるか遠く、この瞬間を逃さずに狙っていた人物。




「――『神獣殺し』を行ってきたのは、『亜人』最高峰の狙撃手です」




　そして――飛来した弾だん丸がんが、眼窩の奥にある蒼白の光を貫つらぬいた。

　その瞬間、弾丸に刻まれた法則式が竜骨の頭部を拘束する。

　魔術式を解体する必殺の魔ま弾だん。

　蠢く触手たちに貪むさぼられ、オストリンデの魔術式が喰い尽くされていく。

「これからあなたは最底辺へと堕おちます。ですが安心してください」

　不滅を失い、命の灯火が消える最中にクノンは告げる。

「わたしたちの主あるじは……最底辺の者にすら手を差し伸べるお人ひと好よしですから」

　そう、慈いつくしむように笑え顔がおを浮かべながら言う。

　その笑顔を最期に眺ながめながら――神獣、オストリンデは討たれた。

　空を緋色へと染め上げていた神獣が消え、平原に夜闇が戻っていく。

　その中をゆっくりと歩き、クノンは砕かれた骨の山を歩く。

　骨の山に埋もれている……法則式の刻まれた弾丸。

　それを拾い上げてから、クノンは魔具に向かって言葉を掛ける。

「……神獣の回収を確かく認にん。カリン、お疲つかれさまでした」

『そっちもお疲れさま。ラングもエルスを連れて戻っていいわよ』

『承知しました。さすがに今回は疲れたので、報ほう酬しゆうとしてフェアシュタット様から尿にようをいただきたく思っているのですが』

『村に馬小屋があったから、馬の小便でも飲んでなさい』

『できれば麗うるわしき女性の聖水がいいのですが……まぁ、それでもいいでしょう』

　もはや何でもいいのかと呆あきれたところで、他の面々からも通信が入る。

『こちらレヴィンッ!!　中型の奴やつらは残さずブッ殺したぜェッ!!』

『んんんエイグルッッ!!　同じく担当していた中型の殲せん滅めつを終了ッッ!!　ついでに言えば、想定以上に「矢」を使ったので我輩の懐も殲滅されましたッッ!!』

『……あと、でっかい剣持った人も戦せん闘とうを終わらせてる。たぶん怪我けがもしてない』

『む、村の部隊も無事防衛したみたいで、現在は残党狩がりに移行しましたぁっ！』

　一通り報告を確認してから、クノンは小さく頷く。

「状況終了――わたしたち『亜人』の勝利です」

　その言葉を告げた瞬間、歓かん声せいと雄お叫たけびが魔具から響いてくる。

　その中には亜人たちの声だけでなく、村人たちの感謝の言葉もあった。

　口元に小さく笑みを作り、クノンは空を見上げる。

「さてさて……こっちは任務を完かん遂すいしましたし、タクミも頑がん張ばってくださいね？」

　遠い王都で囚われている主を思い浮かべながら、そう呟いた。




◇




　クノンたちが神獣を討ってから三日。

　王都リスティナは静まり返っていた。

　下層も、中層も、上層も……息を潜め、誰もが固かた唾ずを呑のんでいた。

　その日、ある奴ど隷れい商人が異い端たん審しん問もんに掛けられる。

　異端審問が執とり行おこなわれるのは、最上層にあるフィリア大聖堂。

　その最さ中なか、大聖堂に出入りできるのは位を持つ聖法士十二名、異端審問における原告と被ひ告こく、そして一定以上の地位と発言権を持つ被告の弁護人。

　もし開廷後に聖堂内へと立ち入れば、その者は重罪に処される。

　いかなる理由があろうとも、開廷後に異端審問が中断されることはない。

　参列する聖法士十二名が閉へい廷ていを告げるまで、異端審問は終わらない。

　そして……閉廷とは、すなわち被告の死を意味する。

　審問後、被告は聖火の中に身を投じて焼き尽くされる。

　聖火によって焼かれ続け、その罪を全て浄じよう化かしなくてはならない。

　だからこそ、異端審問に掛けられる人間には死しか残されていない。

　多くの人間に慕したわれる……お人好しの奴隷商人。

　その行く末を、王都中の人間が気に掛けている。

　それは――タクミを救おうとした者たちも同様だった。

「《鈴すず蘭らん》所属の奴隷商人――タクミ」

　年とし端はもいかない少女の声が地下牢ろうの中に響き渡わたる。

「間もなく異端審問が開始されるのです。リーゼ・クレスト大司教による護送と監かん視しの下もと、あなたをフィリア大聖堂へと連行するのです」

　どこか声を震ふるわせながら、リーゼは地下牢の中に向かって告げる。

　しかし……タクミはベッドに横たわったまま微び動どうだにしない。

「抵抗しても無む駄だです。わたしは大司教として、あなたを大聖堂まで連行する義務があるのです。ずっと沈黙を続けていても、定刻となれば必ず異端審問の場へ連れ出だします」

　リーゼとしてではなく、神王国家リヒテルトの大司教として厳おごそかに告げる。

　それでもタクミは言葉を返さない。

　その様子を見て……リーゼは額に青筋を浮かべた。

「いつまで眠りこけてるんですかっ！　このバカ奴隷商人っっ!!」

　怒いかりの叫びと共に、持っていた手て枷かせをタクミの頭に投げつける。

　ゴッ、と鈍い音を立てた直後、ゆっくりとタクミが頭を持ち上げる。

「ぉぉ……痛いてぇ、枷の角が頭に当たったじゃないか……」

「うるさいです！　というか、なんでのんびり昼寝してるのですかっ！」

「地下牢の中だと本当にやることがなくてな。見張りのおっさんたちも食事の時以外は来てくれないし、話しかけても無視されるし、寝る以外やることがなかったんだよ」

　大きく欠伸あくびをしてから、タクミはのそのそと手枷を拾い上げる。

「ま、久々にぐっすり寝られたからちょうどいい。そんじゃ異端審問に行くか」

「そんな『ちょっと飯行くか』みたいなノリで言われても困るのです」

「実際そんなもんだろ。さっさと終わらせて、ミルトの飯でも食べようぜ」

　軽い調子で笑いながら、タクミは鉄てつ格ごう子しから手枷と腕うでを差し出す。

　そして……差し出された腕に、ガチャリと手枷が嵌はめられた。

「さっさと歩くのです。キビキビと歩くのです」

「そんなノリノリで連行しようとするなよ。数日前に大勢の人間を焚きつけてまで、俺おれを助けようとしてくれてたんだから」

「そ、それはっ……罪なき人間を救うのは、女め神がみさまの教えだからです」

　気き恥はずかしくなったのか、リーゼはぷいと顔を背けながら鎖を手に取る。

「……それと、わたしを利用したのは許さないのです」

「やっぱりお前が一番に気づいたか。俺の国の言葉や象しよう徴ちようを組み込んでたし、聖法士相手でもバレない自信はあったんだが、さすが法則式の天才様ってやつだ」

　へらへらと笑うタクミとは対照的に、リーゼが不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せる。

「……一つだけ聞かせてください。あなたは何をするつもりなんですか」

「うん？　これからやることはもう知ってるんだろ？」

「そうじゃないのです。それよりも先のことについて訊きいているのです」

　これまでの行動から、タクミが意図することは理解できた。

　しかし、その後についてはわからない。

　どこまでも上を目指した先で、何をするつもりなのかわからない。

　その問いに対して、タクミは笑いながら言う。

「別に大したことじゃない。歪ゆがんだ国を元の姿に戻すってだけの話さ」

「……なら、その次は？」

「さぁな。上があるならそこを目指すし、俺がどこまでやれるかを試ためす。俺が優先して考えるのはそれだけで、他のことなんて全部ついでだ」

　愉たのしげに笑いながら、何の気なしに言ってのける。




「それが――世界を救うことだとしても、な」







五章　審判の日







　リーゼに連れられて、タクミは最上層にあるフィリア大聖堂に足を踏ふみ入いれた。

　普ふ段だんは上層の貴族たちに向けて開放され、それ以外では位の高い聖職者たちが礼拝や祈いのりを捧げるために利用される聖域。

　しかし、荘厳な聖堂内は重苦しく、息が詰まるような空気に満ち溢れている。

「……さて、異端審問の対象が到とう着ちやくしたようだ」

　しわがれた声音を聞いて、タクミがゆっくりと顔を上げる。

　聖堂の奥おく、杯さかずきの上で燃え盛る聖なる大火。

　その前に立つ……大司教以上の位を持つ聖法士たち。

　そして、真っ赤な司教服に身を包つつんだ老齢の男が、一歩前へと出る。

「病びよう床しように伏ふせる教皇の代理として、枢すう機き卿きようであるこのデュレス・ウォルジーが此こ度たびの異端審問を執り行う。その前に……リーゼ・クレスト大司教、再度貴女あなたの意向を確認する」

「わたしの意向については先日お伝えしたのです、ウォルジー枢機卿」

　静かに頷うなずいてから、リーゼは壇上に立つデュレスに向かって告げる。

「わたしは今回の異端審問に参列しないのです。当初申請していた奴隷商人タクミの弁護についても、撤てつ回かいする旨をお伝えしたはずです」

「それが賢明な判断だ。我々とて、年端もいかない子供を手に掛けるのは忍びない」

　異端審問に掛けられる人間の弁護を行うということは、国こく賊ぞくを庇かばったに等しい。

　弁護を行った末、過半数以上の人間から賛同を得られなければ、リーゼも国賊として異端審問に掛けられ、そして処しよ刑けいされる。

　この場にいる全員にエルヴィスの息が掛かっている以上、弁護によってタクミを救い出すという案は無謀でしかない。

「貴女はその歳としで法則式の真理に触れつつある、才気に溢れた神童だ。そのような人間を失えば、今後のリヒテルトの行く末に翳かげりが生まれたことだろう」

　そうデュレスは語るが、その瞳の奥は笑っていた。

　まだ幼い身でありながら、フォルテシアの威い光こうによって大司教の座に就いた子供。

　長い年月に研けん鑽さんを積んで大司教の位に就いた者たちにとって、リーゼの存在は不愉快で目め障ざわりな存在だと、その場にいる誰もが目で語っている。

　そんな悪意を向けられることにも慣れたのか、リーゼは特に言葉を返すこともなく、壇上に立つ十二人の聖法士たちを眺める。

　そして……その中に、見知った人間の顔を見つけた。

　冷厳で感情の見えない瞳を向ける、エルヴィス・フォルテシアの姿。

　リーゼはその姿を睨んでから、やがて視線を外して踵きびすを返す。

「……それでは、わたしは外で異端審問の閉廷を待たせていただくのです」

　その言葉を最後に……物々しい音を立てながら、聖堂の扉が閉ざされた。

「ハッ……わざわざ死体を眺めたいとは、ずいぶんと奇特な小こ娘むすめだ。法則式の才能と引き換えに、頭の大事な部分を失なくして生まれてきたようだ」

　デュレスがそう吐はき捨てた瞬間、壇上の聖法士たちが忍び笑いを漏らす。世辞にも聖職者とは思えない人ひと柄がらとしか言えなかった。

　そして、背後に立つエルヴィスに向かって言葉を掛かけた。

「それではエルヴィス様、異端審問を開廷させていただきます」

「……待て、その前に奴隷商人と話がある」

　一歩前へと踏み出し、眼下に立つタクミへと視線を向ける。

　対して、タクミは普段と変わらない自信に満ちた笑みを向けた。

「よぉ、数日ぶりじゃないか。高みの見物とはいい御ご身み分ぶんだな？」

「……減らず口は変わらず、か。しかし異端審問が開廷すれば貴様は死の瞬間まで苦しみ続けることになる。だから口が利ける間に尋たずねておこう」

　タクミから視線を逸らすことなく、エルヴィスは告げる。

「今ここで、貴様が知る全てのことを話せ。そうすれば命だけは助けてやろう」

「そいつはありがたい。正直に話したら、容よう赦しやなく殺すってオチが無ければな」

「約束は守ろう。貴様という存在は異端審問によって死んだと公表し、遠方で別の人間としての生を歩み、フォルテシアの庇ひ護ご下かで今後不自由のない生活を与えてやる」

　カツン、とエルヴィスは杖つえを一打ちする。

「私は貴様という人間を買っているのだ、奴隷商人。何も力を持たない身でありながら私に対して牙を剥むいただけでなく、その類たぐい稀まれな智謀と不屈の精神は称賛に値あたいする」

　タクミという存在の価値を見定めてから、エルヴィスは告げる。

「――――選べ。生きて私の犬となるか、豚ぶたのように惨むごたらしく死ぬか」

　冷れい酷こくな瞳を向けながら、タクミに選択を迫る。

　その選択に対して、タクミは口こう端たんを吊つり上あげ――

「どっちもお断りだ。お前の下に付くなんて御免だし、俺が死ぬことはない」

　そう、エルヴィスを睨にらみながら言い放った。

　そして……エルヴィスは興味が失せたように背を向ける。

「……デュレス、異端審問の開廷だ。あの男を苦しみの果てに殺せ」

　その言葉を聞き、デュレスは静かに頷いて前へと出る。

「では――これより、異端審問を開廷する」

　デュレスが手にしていた聖本を掲げ、残る十一人もそれに倣ならう。

「女神フィリアの名において――彼の者に対する真偽を解きたまえ」

　その言葉に続くように、十一人が同じ文言を重ねて口にする。

　その瞬間、デュレスを中心として淡あわい光が生まれる。

　聖法士たち十二人の魔ま力りよく、聖本の文言という法則式によって編まれた隷れい属ぞく魔ま法ほう。

　神が人間を律するために定めた、対象を意のままに操る魔法。

「汝なんじは神王国家リヒテルトの重じゆう鎮ちん、キアッド・フォルテシアを殺害した。その罪の是ぜ非ひを、女神から賜たまわった聖火によって問う――壇上へと登りたまえ」

　厳かに告げられた言葉によって、タクミはゆっくりと一歩踏み出した。

　一歩、また一歩と、処刑台の階段を上るかのように歩んでいく。

　そして――激しく燃え盛る聖火台の前で、その足を止めた。

「……それでは、聖火の中へ身を投じたまえ。罪深き者であればその身は焼かれ、その身が一片とて焼かれることが無ければ……汝は女神の寵ちよう愛あいを受けた者となる」

　あり得ないと理解しながらも、デュレスは異端審問の定型句を口にする。

　タクミはその言葉によって、抗うこともできずに聖火の中へ身を投じ――

「――――お断りだって、さっき言ったはずだぜ？」

　背後へと振ふり返かえりながら、勝ち誇った笑みと共に言葉を放った。

　その瞬間、デュレスたちは目を見開き、狼ろう狽ばいしながら口をわななかせる。

「なぜ……なぜだッ!?　なぜ貴様は自らの意思で動けているッ!?」

　声を震わせながら、デュレスはタクミに向かって指先を突きつける。

　異端審問による隷属魔法を受けた者は、その身体の所有権を失い自由を奪うばわれる。

　手足どころか口を動かすこともできず、言葉を発することすらできない。

　だというのに……タクミは、笑みを浮かべながら振り返っている。

「さてさて、あんたらは俺を聖火にぶち込みたいみたいだが……そうだな、俺に罪があると思ってる奴らは――ゆっくりと、聖火の中に向かってもらおうか」

　タクミがそう口にした瞬間――

　その場にいた聖法士たちが、ゆっくりと聖火に向かって歩き出した。

「な、なんだ!?　なにが起こってるんだ!?」

「待て……おい待てッ！　どうして身体の自由が利かないんだッ!!」

　自らの意思に反して動く肉体を見て、聖法士たちが半はん狂きよう乱らんになって叫ぶ。

　ゆっくり、ゆっくりと、徐じよ々じよに聖火へと向かっていく。

「貴様……何をしたッ！　何をしたあああああああああああああッッ!!」

　身体の自由を奪われ、デュレスが唾つばを飛ばしながら叫ぶ。

「何をしたって？　そんなの簡単な話だ」

　デュレスたちの様子を眺めながら、タクミは告げる。




「――聖本に記された女神の魔法を、俺が書き換えたんだよ」




　床に落ちている聖本を拾い上げ、よく見えるように掲かかげる。

「この聖本たちには法則式が仕掛けてある。一定の場所に十二冊の聖本を揃え、十二人分の魔力を吸い、異端審問の開廷を告げる文言を口にすると――連動して発動する」

　デュレスを始め、この場に集つどった聖法士たちが手にしていた聖本。

　タクミにとって、自身の魔力の有う無むなど問題ではない。

　魔力が無いのならば、魔力を持つ人間に使わせればいい。

　高位の聖法士という、多量の魔力を持つ人間たちが集う場。

　そしてその十二人が同時に魔力を使う場。

　それこそが――異端審問。

　いつか来るその日のために、タクミは七年前から周到に準備を重ねてきた。

　聖本の複写と装そう飾しよくに必要な素材を全すべて揃えた。

　聖本の入れ替かえ時期を狙って、法則式を組み込んだ聖本を紛まぎれ込ませた。

　奴隷から人へ、人から人へと経由させ、秘密裏にフォルテシアの息が掛かっている聖職者たちに仕掛け入りの聖本を行き渡らせた。

　どこまでも上へと上り詰つめる――そのための布石として。

「まず、こいつらは一冊では何の意味も持たない。十二人分の魔力を流し込んだ瞬間だけ、魔ま法ほうが発動するように組まれている」

　だからこそ、聖法士が魔法を使ったとしても干かん渉しようすることはない。

「そして……この聖本たちに使った法則式は、俺の国で使っていた言語と象徴を使って意味を持たせている。疑いを持って丹念に調べないと絶対にたどり着けない」

　地球の言語と象徴を使って組み上げた法則式。

　たとえ聖法士が法則式に長たけていようと、「仕掛けがある」と疑いを持って調べない限り、それらが法則式であると見抜くことはできない。

　その聖本たちが、十二分割した法則式の一片であるということに。

「連動した十二冊の聖本が発動すると、十二冊の各本に仕込んだ魔法が発動される。その一つ目が、異端審問で使われる隷属魔法の権限を得るってやつだ」

　本来は発動の中心となったデュレスに与あたえられる権限。

　その権限をタクミは丸ごと奪い取った。

「そして二つ目、この魔法は異端審問の閉廷を告げるまで解除されない。発動に携わった人間の魔力は全て俺の組んだ法則式に吸い取られ、お前たちは他の魔法を使えない。まぁ、どうせ使ったところで破れる代しろ物ものじゃないけどな」

　法則式の意味を重ねれば重ねるほど、強固な魔法を発動させる。

　聖本の複写に使った十二種のインクや紙……それらを各章ごと別々に用意する。

　それで千七百二十八の意味を持つ。

　そして各本の装飾に十二の意味を持たせ、相乗して二万七百三十六の意味を持つ。

　そして別々の意味を持った聖本が十二冊でさらに意味を重なる。

　十二人の魔力を流し込み、さらに意味を重ねていく。

　そうして積み重ねた――三百万近くの意味と力を持った魔法。

　神が定めた隷属魔法すらも凌りよう駕がする絶対無比の魔法。

　そう語る中、聖法士たちはゆっくりと聖火へと向かっている。

　その身を焼き滅ぼす炎ほのおに向かって。

「や……やめろッ！　嫌いやだ、死にたくないッ！　私はまだ死にたくないッッ!!」

　情けない声を上げながらも、デュレスの身体からだは聖火に向かっていく。

「たしかに死なれたら困るな。しっかりと異端審問の閉廷を宣言してもらってから俺を出してもらわないと……ここまでやった苦労が無駄になっちまう」

　タクミがそう口にした直後、聖法士たちの動きがピタリと止まる。

「さて、たしか聖火の中に入って、無傷で異端審問の閉廷を迎むかえた人間は女神の寵愛を受けた者とされ……女神の代行者として認められる」

　くるくると指を回しながら、タクミは愉しげに笑う。

　軽い足取りで燃え盛る聖火に向かって進んでいく。

「当然、本来なら不可能だ。隷属魔法で身体が支配された時点で、対象者は魔法を行使することができなくなる。魔法によって聖火を防ぐことはできない以上、その身はただ焼かれるしかない。だから『女神の代行者』は絶対に生まれない」

　そう語りながら――タクミは、聖火の中に足を踏み入れた。

　しかし、その身が焼かれることはない。

「かつて英えい雄ゆうは魔法を使って聖火を防いだそうだが……それはつまり、この炎は魔法さえ使えれば防げる程度の代物でしかないってことだ」

　煌こう々こうと燃える大火の中で。タクミは愉しげに笑う。

「三つ目……俺の身をあらゆる害から守る魔法だ。お前たちのおかげで、俺は閉廷を告げられるまで一いつ切さい傷つくことはない。こんな茶番をやる必要はないと思ったが、念のために聖火の中で傷つかないってのを見せておこうと思ってな」

　炎を揺らめかせながら、タクミはひょいと聖火台から飛び降りる。

　聖火に焼かれ、その身が傷つかなかった者は女神の寵愛を受けた者となる。

「俺は聖火の中で生き残り、お前たちが信奉する女神様の魔法すら書き換えてみせた。これで俺は間ま違ちがいなく『女神の代行者』として認められるだろう？」

　デュレスを始め、誰だれもが驚きよう愕がくと恐怖で言葉を返すことができない。

　魔力を持たない、力もない、そんな人間が全てを利用して異端審問を切り抜ぬけた。

　女神の意を表して言動を代する者と成った。

　だが、タクミの狙ねらいはそれだけではない。

「さてさて……ここでフォルテシア様に問題を出してやろう」

　沈黙し続けているエルヴィスを小こ馬ば鹿かにするように、軽く指を振ってみせる。

「今のリヒテルトには女神の血を引いた人間がいない。現女王陛下のエルリア様は替え玉で、本物のお姫ひめ様は行方ゆくえ不明って話じゃないか」

　そこまで語った瞬間――静観していたエルヴィスが目を見開いた。

　その反応を見て、タクミは首を傾けながら笑う。

「問題――そんな時に女神の代行者が現れたら、どうなると思う？」

　その言葉の意味を、エルヴィスは一瞬で理解した。

　神王国家リヒテルトの元首は女神の血を引く者と定められている。

　その理由は……信仰する女神フィリアに、最も近しい存在とされているから。

　しかし、今のリヒテルトに女神の血を引く者はいない。

　仮に女神の代行者が現れたとしたら――その人間は女神に最も近い存在とされ、神王国家リヒテルトの国家元首となる権利を得る。

「エルヴィス……お前には、もうどうすることできないんだよ」

　くすくすと、堪えきれない笑いを零こぼしながら言い放つ。




「女神に選ばれた俺こそ――神王国家リヒテルトの頂点だ」




　聖火を映す、底知れない黒の双そう眸ぼう。

　その表情に張り付いた、どこまでも愉しげで――悪あく魔まじみた笑み。

「せいぜいみっともなく足あ掻がけ、エルヴィス・フォルテシア」

　誰が相手であろうと崩れることはない無敵の笑み。

　それを見て、冷え切っていたエルヴィスの表情に変化が起こった。

　憤ふん怒ど。

　激しい怒いかりによって表情を歪め、全身を震わせる姿。

　そして――腰こしに提さげていた小しよう剣けんを抜き放った。

「……デュレス、聖火の中へと飛び込め。貴様が死ねば閉廷宣言は行われない」

「そ、そんなことができるわけ――ひッ!?」

　眼前に小剣を突つきつけられ、デュレスが短い悲鳴を上げる。

「自ら死を選ばないのならば――この私が斬り捨てるまでだ」

　冷厳に告げてから、小剣をデュレスの首に向かって振り下おろした瞬しゆん間かん――

　甲高い音を立て、小剣が弾はじき飛ばされた。

「は、ひぃっ……？　生きてる、生きている……？」

　涙なみだと鼻水にまみれた顔で、デュレスが自身の生を確かめる。

　その光景を呆ぼう然ぜんと眺めるエルヴィスを見て、タクミが再び笑い出す。

「おいおい、あんまり予想通りすぎて笑っちまったじゃねぇか、エルヴィス」

　けらけらと、悪魔が愉しげに笑い声を上げる。

「俺はちゃんと『十二冊の各本に仕込んだ魔法』って言っただろ。さっき言った三つ以外にも……十二種類、しっかりと魔法は発動している」

　聖火台に腰こし掛かけながら、手の中で聖本を遊ばせる。

　一つ目は女神の力を凌駕し、異端審問をひっくり返すために。

　二つ目は絶対的な優位を保つために。

　三つ目はタクミ自身を守るために。

　あらゆる事態を想定し、決して覆くつがえることのない状況を作る十二種の魔法。

　そして――ある人間のために向けた魔法。

「魔力を供給する十二人の聖法士たちは、その魔力を注ぎ続ける限り強固な守りを得る。お前は絶対に俺じゃなくて、真っ先に聖法士に手を出すと思っていた」

　笑いながら、黒の双眸でエルヴィスの全てを見み透すかす。

「あんたは臆おく病びよう者ものだ。俺に直接危害を加えたら、別の術中に嵌まるかもしれない。だから他の奴らを手に掛けようとする……だから、そいつらにも俺と同じ防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを付けた」

　エルヴィスの全てを見透かし、全てにおいてその先へと回る。

「お前の手間を省いてやるよ。聖法士たちの魔力が尽きるまで耐たえようとするが、この魔法は放出した魔力を回収する循環魔法を組み込んでいるから魔力切れは起こらない。次にお前は無理やり枢機卿のおっさんを聖火にぶち込もうとする、しかし俺の命令無しでは絶対に動けない拘束魔法が掛かっている。そして俺を直接斬きろうとするが、報復魔法によってお前の腕が斬りつけられる。為なす術すべが無くなって魔法を使おうとするが、魔法を検知した瞬間に魔ま術じゆつ式しきの解体魔法が発動される――」

　つらつらと、全ての行動を嘲笑うように答えていく。

　これらの魔法は、異端審問に対抗するためだけではない。

　同時に……エルヴィス・フォルテシアという人間の精神を殺すための魔法。

　最強の座で胡坐あぐらをかいていた人間を、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめす魔法。

　そしてタクミは先ほどエルヴィスに言われた言葉をそのまま返す。

「さぁ……ここでお前に選せん択たく肢しだ。このまま俺に食って掛かって無謀に死ぬか。それともこの場で真実を全て話すか」

　揺ゆらめく聖火の光が影かげとなり、タクミの表情を覆い隠かくす。

　その問いに対して、エルヴィスは答えない。

　かつてないほど感情を露あらわにしながらも、口を開く様子はない。

　だからこそ、タクミは『エルヴィスと名乗ってきた存在』に語りかける。




「答えろ――旧時代の亡霊」




　タクミがはっきりと口にした瞬間、エルヴィスの拳こぶしから徐々に力が抜けていく。

　力無く、弱々しく俯き、その表情に影を落とす。

「……一つだけ答えろ。貴様は私と同じ存在か」

「残念だが、同じってわけじゃない。似たような存在ではあるけどな」

「つまり……貴様は、異界からの転生者ということか」

　限られた者しか知らない、タクミの正体をエルヴィスは口にする。

　そして……ゆっくりと、その顔を上げた。

「お前の言う通り……私は旧時代に生きていた人間だ。今では英雄と呼ばれる者たち、そして女神フィリアと呼ばれるようになった少女についても深く知っている」

　悲しげで、遠い過去を思い返すかのような表情。

　そこには厳然で冷酷だったエルヴィス・フォルテシアの姿はない。

「私は、長い時を生きてきた。死の度たびに転生を繰くり返し、英雄たちと女神が命を賭として守った世界を眺め、そして……私自身も、女神の愛した世界を守っていた」

　そう語る亡霊の言葉は、既すでに過去のものだった。

　だからこそ、タクミは問いかける。

「……それなら、なんでお前はこの世界を歪ませようとしてるんだ」

　旧時代の亡霊が、転生を繰り返しながら行ってきたこと。

　亜あ人じんたちを緩やかに追い詰め、静かに淘とう汰たしていく。

　そして……この世界から、亜人という存在を滅ぼす。

　しかし、亡霊はおかしそうに鼻で笑った。

「ハッ……歪ませるだと？　私は世界をあるべき姿に戻そうとしているだけだ。貴様のように、異界から来た者たちの手によって歪んでしまった世界をな」

　そう語ってから、エルヴィスは力なく手を垂らす。

「お前の立ち振る舞いや行動を見て、彼かの英雄がこの世界で再び生を得たのではないかと期待していたが……どうやら、それも思い違いだったようだ」

「だろうな。なにせ俺は英雄と違って、何の力もない最底辺の人間だしよ」

「だからこそ、だったのだがな」

　消え入りそうな声で呟つぶやいてから、エルヴィスは顔を上げる。

「デュレス……異端審問を閉廷しろ。此度の件は全て終わった」

「ひっ……しょ、承知しました」

　動きを止めた状態のまま、デュレスは声を震わせて言葉を紡ぐ。

「こ、これにて――異端審問の閉廷を宣言するッ!!」

　その瞬間――パリンと何かが割れるような音が聖堂に響き渡った。

　それによって自由を奪われていた聖法士たちが解放され、ばたばたと倒たおれていく。

　その様子を眺めてから、タクミは軽く息を吐いた。

「そんじゃ、これで俺は出て行くとするかな。いつまでも出てこなかったら、リーゼが心配して泣き出しちまうし、国家元首としてやることはたくさんあるしよ」

「……好きにしろ。今回の件で私は完全に敗北した。私を異端審問に掛けようと、地下牢に幽閉しようと構わない」

「おいおい。俺はお前と違って、これでもお人好しの奴隷商人で通ってるんだ。意趣返しのために惨たらしく殺そうだなんて考えてねぇよ」

「…………そうか」

　静かに顔を伏せたエルヴィスに笑えみを向けてから、タクミは踵を返す。

　一つ一つ階段を下り、聖堂の扉へと向かって歩いていく。

　そして、その扉に手を掛けた時――




　灰色の刃やいばが、タクミの背を深々と貫つらぬいた。




　エルヴィスの手から伸びる、淀み濁った灰色の光こう刃じん。

「――なるほど、たしかにお前はお人好しだ」

　カツン、カツン……と、杖を打ち鳴らす音が聖堂に響ひびく。

「だから――最後の最後で、詰めを誤る」

　静かに、氷のように冷たい声こわ音ねで語る。

「魔法を解かない限り、貴様もこの聖堂から出ることができない。ならば……魔法が解かれた瞬間、貴様を一息で殺せばいい」

　異端審問の閉廷によって、タクミが作り上げた魔法は消えた。

　その瞬間から、エルヴィスはいつでもタクミを殺すことができた。

「貴様が異端審問で何かを行うことは想定していた。だからこそ私は……この場で貴様を確実に殺せる瞬間だけを考え、ただそれだけに注力していた」

　だからこそ、あえて殺さずに扉に向かって歩かせた。

　全てをやり遂げ、タクミが最も油断しきった時を狙って、一息で刺し殺した。

　それだけではない。

　憎き相手に対してあと一歩という希望を見せてから、絶望の淵ふちに叩き落とす。

「一歩……あと一歩で、貴様は頂点に登り詰めることができた」

　貫いていた光刃が霧散した瞬間、タクミの身体が暗がりの中で力無く倒れる。

　扉に手を掛けられる、あと一歩のところで。

「残念だったなぁ……奴隷商人」

　倒れ伏したタクミに近づき、その姿を見下しながら言う。




　そんなエルヴィスの胸に――トン、と何かが当てられた。




　綴とじられていた紐ひもから解き放たれた、一枚の紙切れ。

「――そういえば、お前の行動予測を最後まで言ってなかったな」

　背中から貫かれ、倒れ伏していたタクミ。

　しかし――その身体に傷はなく、腕を突き出して紙切れを押し当てている。

「――俺が、ウソにまみれた魔法の内容を言ったら、お前は『魔法が解かれた』状じよう況きようで、確実に俺を仕留められる瞬間を狙ってくる」

　魔力を得た法則式が、蠢うごめくようにエルヴィスの身体へと這い寄っていく。

「そしてお前は憎い俺を絶望の淵に叩き落とすため、扉の直前で俺を殺しにくる。しかし入り口付近は薄暗くて、俺が死ぬ瞬間を眺ながめるには近づかなくてはいけない」

　確実に、相手の一歩先でタクミは待ち構えている。

「キアッドが魔術式を解体された場面を見ていないお前は……その魔法が至近距きよ離りでしか使えないことを知らない。だから全てを利用して、お前が近づく状況を作り上げた」

　タクミが組み上げた対異端審問用の魔法。

　エルヴィスという人間の精神を殺す魔法。

　そして――エルヴィスという人間の魔術式を、確実に解体するための演出。

「平静を失ったお前は、たった一つの嘘うそである『閉廷宣言で魔法が解かれる』なんて言葉を見抜けない。魔法が解除された状態で刃が俺の胸を貫いていたから、油断して思考を止めて、透過魔法で刃をすり抜けさせたって事態を想定していない」

　タクミもまた、エルヴィスが完全に油断する状況を狙っていた。
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　憎き相手を仕留め、達成と安あん堵どによって生まれる隙。

　その隙を作るための欠片かけらをばら撒き、全ての要素を組み上げた。

『エルヴィスの魔術式を解体する』という目的に集約させた。

　不敵な笑みを浮うかべながら、タクミは顔を上げる。




「――残念だったなぁ、亡霊」




　その瞬間、蠢き出した法則式がエルヴィスの魂たましいを貪り始めた。

　エルヴィスの膨大な魔力を吸い上げ、目を覆うほどの魔力光が生まれる。

「か――は、ァッ!?」

　その光の中で、エルヴィスは自身の魔術式が奪われていく感覚を鮮明に感じ取る。

　だからこそ、声高にタクミに向かって告げる。

「私が――ここで終わると思わないことだ……ッ!!」

　タクミを睨みながら、怨えん嗟さのこもった呪じゆ詛そを吐き掛ける。

「異界から来た貴様たちの痕こん跡せきを全て消し去る日まで――私は決して止まらないッ！」

　残された気力を振り絞り、タクミの肩かたを強く握にぎり締しめる。

「貴様を、貴様たちの全てを――必ず、葬ほうむり去ってやるッ!!」

　妄執に囚われた瞳ひとみで、タクミの姿をその目に焼きつける。

　そして――事切れるように、その場でくずおれた。

　しばらくの間、タクミは動かなくなったエルヴィスを眺めていた。

「……お前の気持ちも、わからないわけじゃないさ」

　そう、静かに呟いてから……タクミは聖堂の扉を開け放つ。

　高く昇った太陽に目を細めていた時、ぱたぱたとリーゼが駆かけ寄よってきた

「タ、タクミさんっ！　大だい丈じよう夫ぶなのですか、どこか怪我けがとかしていないですか!!」

「いやこの通りピンピンしてるから、あっちこっち触さわるのはやめてくれ」

　子犬のようにぐるぐる回りながら、タクミの身体をポンポンと叩いてくる。

　そんなリーゼを引き剥はがしたところで……物々しい音が周囲から響く。

　白を基調とした制服と白銀の甲かつ冑ちゆう。

　聖堂前で待機していたのか、上層の憲兵隊が聖堂内へとなだれ込んでいく。

「これって……お前が呼んでおいてくれたのか？」

「当然です。タクミさんは必ず戻もどってくると信じてましたし、エルヴィスとその企てに加担していた枢機卿たちを捕らえる準備をしていたのです」

　ふふんと、自じ慢まんげに胸を反らしながら言う。

「エルヴィスは確実に地下牢ろう行き、権力に溺おぼれて性根から腐った聖法士崩れたちは最低でも位階を剥奪。ふふふ……ざまぁないのです」

「なんというか、お前も下層の考えに染まってきたなぁ」

「そんなことないのです。女め神がみさまはいつでもわたしたちを見ているのです。だから今までずっとネチネチ嫌味を言ってきた丸ハゲおじさんたちに天罰が下ったのです」

　ずいぶんと意図的に下された天罰だなと思っていた時、くいくいと袖そでを引かれる。

「ほら、早く来るのです。全員あなたのことを待っていたのですから」

「ああ？　憲兵以外にも待たせてる奴やつがいるのか？」

　わけがわからず、タクミは袖を引かれるままに歩き出す。

　聖堂を後にし、王城を通り過ぎ、上層への関所に向かっていく。

　そして――待っていた人物たちを見て、目を見開いた。

「あ、ようやく終わったみたいね」

「んむーっ？　あ、タクミーっ！　異い端たん審しん問もん終わりましたかー？」

「あっ、戻ってきたんですねっ！　それじゃ新しくお茶を用意しないと」

　関所の手前で、《鈴すず蘭らん》の面々がノンキに午後の一ひと時ときを過ごしていた。

　呆れながら肩を落とし、タクミはのんびりしている面々に声を掛ける。

「お前らこんなところで何やってんだよ……それに、エルスまで何やってんだ」

「ははは……なんかもう、お前たちのノリに馴な染じみすぎてな……」

　座すわり込んでいたエルスが静かにカップを傾けるが、その目はどこか遠かった。

「お前たちが戻ってるってことは、そっちも無事に済んだみたいだな」

「当たり前じゃない。あたしたちがしくじったことなんてないでしょ？」

「ですねーっ！　もう余よ裕ゆうで神しん獣じゆうとかブッ倒してきましたっ!!」

　自信満々に親指を立てる二人を見て、タクミは思わず苦く笑しようを返す。

「あんたの方も無事に済んだみたいね？」

「おう。バッチリ終わらせて、不本意ながら女神の代行者になってきた」

「あんたって栄えある称号を煙けむたがるわよね……」

「ポンコツ女神の代行者って響きが生理的に受け付けないだけだ」

「なんでタクミさんは女神さまへの当たりが強いのですか……」

「一応、タクミはリヒテルトの最高権力者になったわけですし、信仰している女神さまを悪く言うのはまずいと思うんですけど……」

　タクミの言葉に苦笑していた時、ミルトが何か思い出だしたように手を叩く。

「あ、そういえばタクミに言い忘れていたことがありました」

「うん？　俺おれがいない間に他の問題でもあったか？」

　タクミは一人首を傾かしげるが、他の面々は何かを察したように頷く。

　そして――揃えるようにタイミングを合わせ、五人は口を開く。




『おかえりなさい！』




　五人が満面の笑みを浮かべながら、タクミを迎え入れる。

　思わず、タクミは目を丸くしながらも――

「――おう、ただいま」

　少しだけ照れくさそうに、言葉を返した。
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終章　誘拐犯の思惑







　タクミが異端審問から生存した件は、一いつ瞬しゆんにして王都中に広がった。

　そして……案の定と言うべきか、国を挙げてのお祭り騒さわぎとなった。

　下層はいつも以上に飲んで騒いで暴れ、中層では旅人や他国の人間も巻き込んで騒ぎ、上層では淑しとやかながらも貴族間で祝宴などが開かれた。

　多くの人々が、『女神の代行者』となったタクミを祝福した。

　それは単純にタクミという人柄だけではなく、国を率いる『女神の血を引く人間の不在』という不安が人々の間に広がっていたことも大きかった。

　緘かん口こう令れいを敷しかれたとはいえ、わずか数日で『女王エルリアが替え玉であり、女神の血を引く後こう継けい者しやではない』という事実は噂うわさという形で王都中に広がりつつあった。

　しかし、女神の代行者という、国を率いて祀まつり上げる存在が新たに生まれた。

　タクミの出自などを快く思わない人間は一定数いるが、少なくとも国家元首不在という状況を回かい避ひできる。貴族といった権力者たちの反発が少なかったのはそこが大きい。

　そうして国民たちから受け入れられた『女神の代行者』は――

「――ったく、いつになったら終わるんだ……ッ!!」

《鈴蘭》の執しつ務む室しつの机にかじりつきながら、溜まっていた書類を片付けていた。

　珍しく苛いら立だちながらペンを走らせる中、カリンがさらに書類の山を追加する。

「はい、こっちもお願いね。あと廊下に三山くらいあるから」

「いや、あるからじゃなくて手伝えよ」

「手伝ってください、でしょう？」

　怒いかりを全身からにじませながら、ドンと書類を追加する。笑え顔がおが怖こわい。

「あんたの秘密主義のせいで、今回はかなり苦労したんだから。予定外の出費、《鈴蘭》とそれ以外の人間を動員した費用、今後のための各所への根回し……あたしたちが頑張る中、牢ろう屋やの中で惰だ眠みんを貪むさぼってたんだから当然でしょう？」

　今、神王国家リヒテルトは変革の真っ只中と言っていい。

　新たな国家元首の誕生、そして――三大公フォルテシアの失しつ脚きやく。

　現在、エルヴィスは地下牢にて幽閉されている。

　罪状は――亜人たちを対象とした大量殺戮。

　フォルテシア当主であるエルヴィスが投とう獄ごくされたことで、今までフォルテシアの権力に屈していた者たちが口々に情報提供を行った。

　王城の地下で行われていた亜人に対する非人道的な人体実験、それらの成果を基もとに作成された亜人を対象とした殺戮用の法則式や魔具の作成。

　これらにはリーゼが携わっていたこともあり、関係者を洗い出すことは容易だった。発見された研究成果や魔具については、今もリーゼが調査に当たっている。

　その事実を受けて「エルヴィスに関する情報提供を行った場合、加担していた際に該当する罪状を不問とする」という旨の通達を出したところ、多くの人間が声を上げた。

　魔法至上主義であったフォルテシアに追従する貴族は多かったが、エルヴィスの投獄によって旗色が悪くなったことを察したのか、手のひらを返すように情報提供が殺さつ到とうした。

　そんな書類の一枚を取りながら、タクミは軽く溜ため息いきをつく。

「まったく……この国の貴族ってのはロクでもねぇな」

「一部の貴族だけとはいえ、否定できないんだからどうしようもないわね。今まで散々悪どいことやってきておいて、罪が不問になるなら飼い主だって売るんだから」

「まったくだ。その点うちの奴ど隷れいたちは飼い主に従順で安心できる」

「そりゃあたしたちのご主人さまは優ゆう秀しゆうだもの。だから書類仕事が終わったら、仕事で疲つかれてるご主人さまにご褒ほう美びをあげるつもりよ？」

　口元に指を添そえながら、カリンが楽しげに笑う。

「ちなみにご褒美ってのはなんだ？」

「それはもちろん……書類のお・か・わ・り」

「俺の奴隷が飼い主を過労死させようとしてくる」

「いいから手を動かしなさいってことよ」

　カリンがそれはもう嬉うれしそうに書類の山を置いたところで、タクミは深々と溜息をつく。

「……とりあえず休きゆう憩けいさせてくれ。ついでに報告を聞きたいから」

「はいはい。とりあえず他の大商会についてはガイツがまとめて、仕入れた物が何に使われたのかリーゼと一いつ緒しよに調べてる。あとはレナント村の件についてかしら」

　淀みなく答えてから、カリンはレナント村に関する報告を行う。

「神獣の出現で付近一帯は焼け野原。村自体に大きな被ひ害がいは出ていないけど、森林の作物や畑に被害が出て、村人の主な生活源が失われた形になったわね」

　炎えん竜りゆうの群れがもたらした被害は大きい。

　レナント村と村民たちに一切の被害はなかったが、周囲の森林は炎竜たちに蹂じゆう躙りんされ、周辺の生態系や作物に多大な影えい響きようを及ぼす形となった。

　焼かれた土地や木々を元の状態に戻すためには長い時間が必要となり、それらを行うためには村人たちの人数では圧あつ倒とう的てきに人手が足りない。

　しかし、それを解決する算段は既に取り付けてある。

「とりあえず人間の人手については問題ないわね。下層には元々職に困ってあぶれてる人間が多かったし、中層方面にも声を掛かけて一定数は集まったわ」

「環かん境きよう改善に必要な亜人については揃えられたか？」

「うちの部隊に詳くわしい子たちがいたから、そっちに任せてあるわ。王都から何人か連れて行って、足りないところはメリノに任せて周辺の町や村で買い揃える予定よ」

　レナント村を復興する人員確保と同時に、かねてから問題になっていた職業難の下層民たちを人手として派遣する。

　職を持たない人間の多くは孤こ児じや身体の一部が不自由な人間だったが、力仕事以外にもやるべきことは多く、既に仕事内容も見み繕つくろってある。

　加えて、亜人たちの特性を活かして環境改善に努める。

　土の状態を詳しく把は握あくできる地ち竜りゆう人じん、水質を利用して作物の生育を促うながす水すい棲せい人じん、植物の生育方法に詳しいエルフや鳥人、巨きよ大だいな岩や瓦が礫れきといった、人間では対処しにくい物を撤去する獣じゆう人じんなど、その特性を用いれば数倍の速さでレナント周辺の復興を行える。

「奴隷を揃える資金が必要なら、メリノに請求するように言っておいてくれ」

「まぁ、問題ないと思うわよ。前の戦せん闘とうでエイグルから金を巻き上げてたから」

「……あの鳥も苦労してんなぁ」

　そう苦笑してから、タクミは続きを促す。

「村民たちの反応はどうだ？　あそこは王都や大きな町からも離はなれてるから、亜人に対する偏見とか抵抗も強かったと思うんだが」

「そっちも問題なし。炎竜を討とう伐ばつして村に戻ったら、泣きながら感謝されたもの」

　そう言ってから、カリンはふと笑みを作る。

「それで……うちの子たちも泣いてたわ。人間にこれほど感謝されたことはないって」

　今まで多くの人間から迫はく害がいされてきた存在。

　人から疎うとまれ、蔑さげすまれてきた存在。

　生まれながらに奴隷として、最底辺の存在として位置付けられた者たち。

　しかし……命を張り、その力を十全に発揮することで居場所を得ることができた。

「あんたに感謝してるって、改めて伝えて欲ほしいって言ってたわよ」

「別に感謝されることじゃない。あいつらには今まで死ぬほどキツイ訓練をさせてたし、俺は手て駒ごまとしてあいつらを利用させてもらってたしな」

「あんたって意外と照れ屋よねぇ」

　カリンがイタズラめいた笑みと共に、ツンツンと頬ほおを突いてくる。

「ほらほら、あたしも付き合ってあげるから早く手を進めてちょうだい」

「もちろんお前も手伝ってくれるんだよな？」

「手伝ってください、って言わなかったら絶対やらないけど？」

「………………手伝ってください」

「うんうん。仕方ないから手伝ってあげましょう」

　妙みように勝ち誇った様子で、カリンが大きく胸を反らしてみせる。

　不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向くタクミの頭を、カリンがぽんぽんと叩いていた時――

「失礼、エルヴィスの聴取について報告にきたが――」

　ドアを開けた直後――エルスはそそっと静かにドアを閉めた。

「おい待て、なんで出て行くんだよ」

「…………いや、こう、なんだ？　二人の時間を満喫していたのかと」

　少しだけ頬を赤らめながら、エルスがドアの隙すき間まからこっそりと顔を覗のぞかせてくる。

「そ、そうだよな！　二人ともしばらく会えていなかったわけだからな！　私はなんとなく散歩に行きたくなったからごゆっくりと――」

「しねぇよ。ゆっくりするどころか書類の山に殺されかけてるんだよ。ただでさえ時間がないんだから、さっさと聴取の内容とやらを教えてくれ」

「…………そうね。報告は迅じん速そくに済ませるものだしね」

　二人の許可を得て、エルスはおずおずと執務室に入ってくる。どことなくカリンがむっとした表情をしていたのは置いておくとしよう。

「それで……エルヴィスの聴取についてだが、相変わらず黙秘を貫いている」

　エルヴィスが亜人を世界から滅ぼすことを目もく論ろんでいたのはわかっている。

　そして『異界から来た者たち』の痕跡を消し去ろうとしていたのも判明している。

　しかし……その詳しよう細さいはいまだ明らかになっていない。

　リーゼたちが研究資料から詳細を探ってはいるが、「亜人、人間問わず大量殺戮を行うための準備を行っていた」ということ以外には依い然ぜんとして不明のままだ。

　決して止まらない――そう、妄執と怨嗟と共に言い放った言葉。

　旧時代から転生を繰り返かえし続ける亡霊。

「まだ終わらせたくないっていうなら、こっちも最後まで付き合ってやるさ」

　愉たのしげに笑みを作りながら、タクミは亡霊の顔を思い浮かべる。

「それと……私の父についても問い質ただしてきたが、そちらも何一つ答えなかった」

　十五年前に起こった、前女王殺害と姫ひめ殿でん下かの誘ゆう拐かい。

　その主犯として異端審問に掛けられ、人知れず葬られた人間。

「せめて、一言でもいいから……私の父を貶おとしめたことを謝って欲しかった」

　悔くやしげに、拳を握りしめながらエルスは言う。

　ゼルエル・フェアシュタットは高潔な人間だった。

　誰よりも『公正』を重んじる人間であり、決して悪を許さない人間だった。

　エルスにとって、誰よりも尊敬していた人物だった。

　だからこそ自身の罪を父に被かぶせたエルヴィスを許すことができない。

「タクミ……お前に頼たのみがある」

「断る。エルヴィスを異端審問に掛けろって話だろ」

「……だが、今のお前はリヒテルトの最高権力者だろう」

　唇を噛かみしめ、自身の信念を曲げてでも父の仇かたきを討つ。

　それがエルスにとってどれほどの覚かく悟ごであるか、タクミも理解している。

　そして、エルヴィスが語らなかった理由も理解している。

「あいつが何も語らなかったのは……お前の父親、ゼルエル・フェアシュタットが間違いなく誘拐事件の首謀者だからだ。エルヴィスを殺したところでお前の恨うらみは晴れない」

　そう、はっきりと告げた。

　その言葉を聞いて……エルスは、ゆっくりと肩の力を抜く。

「…………そうか」

　そして、ぽつりとそれだけを呟いた。

　そんなエルスに向かって、タクミが言葉を掛けようとした時――

　ドスッ、と横合いから書類の束で殴られた。

「まったく……どうせ話すなら、もったいぶらずにさっさと言いなさい」

　少しだけ怒おこった様子で、カリンがタクミの頭をべしべしと叩く。

「ゼルエルは誘拐事件の首謀者だけど、前女王陛下の殺害には関かん与よしてないわよ」

「……それは、どういうことだ？」

「言葉通りの意味よ。あなたの父親は女王陛下を殺していない……だけど、姫殿下誘拐を企てて、協力者と共に実行したのは間ま違ちがいない」

「待て……つまりお前たちは、事件の真相について知っているということか？」

「もちろん。行方不明になってる姫殿下の居場所についてもね」

　思わずエルスが言葉を失っていると、コンコンと執務室のドアが叩かれた。

「お疲れさまです。お茶とお菓子の用意をしてきましたよー」

　トレイを手にしたミルトがのほほーんと執務室に入ってきた。

「あ、エルスさんも来てたんですねっ。今日のお菓子は新作ですよっ」

「あ、ああ……というかミルト、段々と首領っぽさから遠のいてないか……？」

「まぁまぁ。美味おいしいお茶とお菓子を作る首領、それが私らしさということで」

「お前は本当に強したたかになったなぁ……」

　ぽわぽわと語るミルトを見て、エルスが呆あきれたように溜息をつく。

「はい、タクミとカリンもどうぞ。ちゃんと休憩も取らないとダメですよ？」

「そうしたいけど、仕事が多すぎて休憩する暇ひまもなくてな。だから今後のことも考えて、ミルトにも色々と手伝ってもらうことにした」

「へ？　それはまぁ、私にできることだったらお手伝いできますけど……」

「むしろ……この仕事は国中でただ一人、お前にしかできないことだ」

　そう前置いてから、タクミは満面の笑みと共に告げる。




「お前には女神の血を引く者として、神王国家リヒテルトを治めてもらう」




　一瞬で、場が静まり返った。

「………………へ？」







[image: ]







　美味しいお茶とお菓子をを手にしたまま、ミルトはきょとんと首を傾げる。

「………………え？」

　そして自身を指さしながら、再び首を傾げた。







あとがき







　えー、どうも。藤ふじ木きわしろです。

　おかげさまで『最底辺からニューゲーム』の三巻が出ました！

　作家として初めての三巻です。本当に皆様には頭が上がりません。

　感謝を表すにはページが足りないので、あとがき用にページ増やせませんかね。

　さてさて、このあたりで三巻の内容に軽く触れようかと思います。

　今回はタクミさん不在の形で、物語を進める場面が多くありました。

　まぁ彼は放っておいても問題ないので。手が掛からない人です。

　それよりも、私は女の子たちを書きたかったんです。

　女の子たちが頑張るところを書きたかったわけです。

　だからブッ込んだわけです。

　もう完璧な流れでした。合法的にヒロインを脱がせる最強のイベントです。

　あとは水着を着せれば完璧です。ミッションクリアです。

　任せてください。私はやればできる子なんで、隙あらば水着イベントを差し込んで柚ゆず夏か先生に素晴らしいイラストを描いていただこうと画かく策さくしています。

　私が続きを書く限り、色々なイベントをお約束――あ、そろそろ真面目な話しますね。

　今回でタクミさんを支える亜人組が揃う形となりました。

　メリノが羊、クロリスが兎の獣人となっております。

　クロリスを見た後、担当さんが「めっちゃいじめたい」と言ってました。

　飲尿オオサンショウウオについてはノーコメントです。この物語はフィクションなので、決して真似しないようにしてください。捕まります。

　もうちょっと話が続いた時、亜人組主導の話だったり、個別エピソードとか、仲間に至った過去の経緯とか出せたら楽しそうだなぁって思います。

　また、今回でちらほらと物語の核心部分を出しております。

　とりあえず物語的には四巻で一段落といったところでしょうか。

　そこから先は未定ですが、書けるところまで『最底辺からニューゲーム』を続けて、多くの方々に楽しんでいただけるように努力させていただきます。




　真面目な話をした反動でふざけそうなので、この勢いで謝しや辞じに移ります。

　担当様。今回は本っっっっっ当にご迷惑をお掛けして申し訳ありませんでしたっ!!

　大変反省しております！　「いやぁ締切破るとか都市伝説でしょー」とか思ってた自分を恥じております！　次巻はたぶん破りません！　前向きに検討して善処しますっっ!!

　イラスト担当の柚夏様。この度も素晴らしいイラストの数々をありがとうございます。イラストが来る度に毎度テンションが上がりっぱなしです。次回は必ず、ちゃんと原稿を早く渡せるようにしますので……ッ!!

　そして本作の出版に携わっていただいた多くの方々に、心よりお礼申し上げます。

　また、本作を手に取っていただいた読者の方々に最大の感謝を。

　本作をお楽しみいただけたのなら、何よりも幸いです。

藤木わしろ
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